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調査方法虹二共注意事項
一般的調査

年次別結核死亡實数

人ロニ封スル結核死亡卒
一般死亡二封スル結核死亡傘

性別年齢別結核死亡百分比例

罹患部位別結核死亡百分比剃

季節別結核死亡百分比例

特殊的調査

結核死亡経過ノ年齢的關係

結核死亡 ノ職業的關係

目

結 核死亡 ト獲病地及 ビ出生地 トノ關係

次

第四節 結核死亡ト特殊地域 トノ關係

第五節 結核死亡 ト生活程度 トノ關係

第六節 結核死亡 ト住宅 トノ關係

第一項 廣 サ

第二項 探 光

第三項 通 風

第七節 結核死亡経過ト登病前健康榮養状態ト

ノ關係

第入節 結核死亡ト結核受診患者トノ關係

第五章 総括蚊二考察及ビ結論

第一節 総括虹二考察

第二節 結 論

第 ・一章 緒 言

本 邦 二於 ケ ル結 核 死 亡数 ハ累 年 縮 死 亡 ノ約 一・割

テ占 メ、 シカ モ其 死 亡卒 ハ青 年 期 二於 テ特 二高

率 デ ア リ、 其 影 響 ハ肚 年 期 ノ者 ノ肉膿 的拉 二精

瀞 的 活 動 能 傘 テ低 下 セ シメ テヰ ル、 本 邦 ノ結 核

死 亡 卒 テ諸 文 明 國 ノ其 レニ比 較 スル トキ ハ我 國

ノソ レガ首位 ニ アル テ知 ル、 惟 フ ニ結 核 ガ我 國

ノ民 力 二及 ボ シテ ヰ ル悪 影 響 ハ實 二恐 ル ベ シ ト

コ=ハネバ ナ ラナ イ。

由來結 核 ハ肚 會 病 ト認 メ ラ レテ ヰ ル、 其 故 ハ結

核 罹 患 者 ノ著 シ ク多 数 ナ ル ト、 其 感 染 機 會 ガ肚

會 的 二廣 ク分 布 サ レテ ヰ ル コ ト、其 感染 、登 病 、

轄 蹄 等 ガ 個人 ノ肚 會 的 地 位 ニ ヨ リ著 シク支 配 セ

ラル ・コ ト、 從 テ其 封 策 ハ當 然 肚 會 政 策 的 デ ァ

ラネ バ ナ ラナ イ コ ト等 カ ラデ アル、 近 ク出版 セ

ラ レタルIckert-Weicksel:Grundrissder

SozialenMedizin.Sydenstricker:Health

andEnviroment二 於 テ モ特 二結 核 ノ項 テ肚 會

的 見地 ヨ リ記 述 セ ル テ見 ル ニ ツ ケ テ モ、 イ ヨイ

ヨ敷 果 アル結 核 封 策 ハ 必 然 肚 會 政 策 的 豫 防拉 二

治 療 デ ア ラ ネバ ナ ラナ ィ コ トテ惟 ハ セル。

肚 會 環 塊 ト結 核 トノ關 係 ハ風 土 、 人 情 、 風俗 、

其 他 ノ生 活 様 式 等 テ異 ニ ス ル ニ ヨ ツテ 自 ラ差 違

アル ハ當 然 デ ア ラウ、 從 ツ テ他 國 二於 テ得 タル

知 見 テ其 儘我 國 二、 若 クノ・本邦 李 均 ノ知 見 テ其

儘 本 邦 各 地 亘、 又 ハ本邦 甲地 二於 テ得 タル知 見

テ其 儘 本 邦 乙 地 一、 適 合 ス ル モ ノ トシ テ流 用 シ

結核 封 策 テ樹 立 スル ハ當 テ得 タル モ ノデハ ナ カ

ラウ。

コ ・二於 テ カ我 國 民 二就 テ ノ、 今 一 層 地 方 的 ナ

結 核 二就 テ ノ知 見 テ得 テ行 ク コ トノ必要 サ ガ痛
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感 セラレル。

近年我國 ノ産業ハ都市 二於 クル工業 ノ勃興テ中

心 トシテ登展 シッ ・アリ、而 シテ斯 カル登展的

都布 二於 ケル人的要求ハ自然人 口過多 ノ爲メ疲

弊 シツ・アル農村 ノ過剰人ロテ絶ヘズ吸集 シテ

其人的補給 テ爲 シツ ・アル、而 モ本邦産業ハ將

來盆 ≧此 ノ情勢テ以テ進マザルチ得 ナイデアラ

ウ。

本邦 二於 ケル産業 ガ叙上 ノ情勢ナル トキ、急速

二登展 シツ・アル工業都布二於ケル結核ガ如何

ナル情勢 ニアルヤテ悶明スルハ結核封策二資 ス

ル トコロ大デアラウ。

コ・二調査 ノ封照 トシテ選 ムダ尼崎布ハ急速ナ
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ル褒展 テ爲 シツ ・アル本邦工業都市 トシテハ其

代表的ナルモ ノ・一ツデアラウ、從 ツテ同市 ノ

結核 テ調査 シ以テ本邦 二於 ケル前記 ノ肚會情勢

ト結核 トノ關係 テ研究 スルニハ好適 ノ封照 ト思

ノ、 レ ノレo

尼崎布ハ大阪市 ト近接 シ亦海港聯戸市ニモ近 ク

シテ海陸 ノ蓮輪至便ナル爲メ、近年頓二工業都

市 トシテ登展頗ル目醒マ シク月 二年 二膨脹 シ

ッ ・アリテ、絶く・ズ農村 ヨリ青年期 ノ男女テ吸

集 シッ ・アル、其情勢ハ同市 ノ人 口構成 二於 テ

青年期及 ビ若 キ肚年期人ロ ノ膨大 ニヨリテ窺知

シ得 ラレル(第1圖 参照)。

生産 ト死亡 トノ差 ニヨル人ロノ自然檜加ハ李均

百分比(昭和5年)

本邦内地

媚班

市

〃

阪

甥

大

砺

備 考 尼崎市 ノ大 正14年 國勢調査 ノ人 口構成 モ亦 昭和5年 ノ其 ト殆 ン ド攣

化 力●ナイ 其相違 セルモ ノ・ミ黙線 ヲ以 テ示 ス

1ケ 年約400人 ナルニ、地方 トノ人 ロノ出入差

ニヨル人ロノ移入超過ハ約700人 ニシテ自然増

加 テ凌駕 シテヰル。

市 シテ疲弊 セル農村 ヨリ同市二入 リ込ム人々ノ

大多撒 ハ所謂裸一貫 ノ青年者 デアツテ、其内ノ

大部ハ工場 ノ職工 トナリー部 ハ商店 ノ徒弟又ハ

交通業 二雇傭 セラレテヰル。

斯 クノ如 キ歌態 デアルカラ同市住民 ノ生活程度

バー般 二低 ク、昭和7年 公設機關ガ國民保瞼資

料 トシテ行 ヘル調査 二嫁 レバ、月牧100圓 以下

ニシテ33圓 以上 ノ世帯主 ハ 同市全世帯圭 ノ

83・4%テ 占メテテリ、月牧100圓 以上叉ハ33圓

以下 ノ世帯主ハ僅 二16.6%二 過 ギナイ(因二近

年本邦 二於ケル工業的二急登展 シツ ・プル都市

住民 ノ経濟歌態モ亦恐 ラクハ尼崎市 ト類似 ノ情

勢 デアラウ ト推察スル)。

同市 ノ職業別世帯圭藪ハ昭和5年 國勢調査 ニヨ

ル ト・工業7859人 、商業4553人 、交通業1779
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人、公務及 自由業111人 、水産業108人 、合計

14410人 デアル、而 シテ同市二於ケル結核特 二

其死亡二就 イテ調査 シ、弦 ニー次的概括的ナ纒

マ リニ到 達 シ タ ノデ、 識 者 ノ参 考 二資 スル 爲 メ

ニ其 概 要 テ報 告 ス ル次 第 デ アル。

第二章 調査方法拉二其注意事項

大正12年 カラ昭和7年 マデ10ケ 年間 ノ、尼崎

市二於 ケル 結核死亡拉 二兼症結核及死亡結核

類似疾患死亡 ノ全数 二就キテ、先 ヅ市役所 ニテ

火葬認訂書テ爲 シ、次デ其診療 テ澹當 セル讐師

テ往訪 シテ成ルベ ク詳細 テ…聴取 シ、更 二其他 ノ

市内在住者 二就 キ其病名二鰯 レズ シテ出來得ル

限 リ詳細 テ調査 シ、最後二現地 二就 キ家屋 テ調

査 シタノデアル。

本統計二於 ケル結核死亡撒値へ 公表結核死亡

ト条症結核死亡 トノ合算デアル、兼症結核死亡

テ合算 セシ理由ハ公表結核死亡 ト同様二取扱 フ

ベク、其診療 テ澹當セシ警師ガ至當デアル ト告

知 シ、私モ亦其年齢分布 カラ安當デアル ト認 メ

タカラデアル。

結核類似疾患死亡 ノ内ニハ結核死亡混入ノ疑 ア

ルモ、其診療 テ澹當セシ馨師ハ確實二結核死亡

ト認定 シテヰナイ、故 二本統計 デハ其診療 ラ澹

當セシ轡師 ノ診定 テ奪重 シ、 自己 ノ推定 ノミテ

以テハ結核死亡中二加入 シナィコト・シ、此 ノ

結核類似疾患死亡ハ本統計二於 ケル結核死亡撒

値ニハ加算 シナィコ トニシタ.

上記兼症結核死亡 ト結核類似疾患死亡 トニ就 イ

テハ今少 シク詳細 二述べテ置 ク必要ガアル ト思

フ.。

死亡診断書二、腎臓炎兼肺結核、心臓辮膜症及

結核性肋膜炎、等 ト記載 シアル「兼症結核」トモ

構スベキモ ノハ公 ノ死因統計デハ當然結核死亡

ニハ加算サ レテヰナイ。

此 ノ条症結核死亡(便宜 上假 二斯 ク命名 シテ置

ク)二 封 スル考察ハ次 ノ通 リデアル。

1・ 筍 モ死亡診断書二記載セル病名ハ死因 二参

與 セルモ ノト認 ムベキデアル、其死因 トシテ参

與 セシ程度二就キテハ、雨々相牛バ シ其何 レガ

主ナル死因ナ リヤ判定 シ難 キモ ノデァッタ トハ

其 診 療 テ澹 當 セ シ各 醤 師 ノ同 答 デ ア ッ タ.

2.當 市 ノ総 一・般 死 亡 二封 シ15歳 ヨ リ24歳 マ

デ ノ者 ノー 般 死 亡 ハ其10.3%テ 占 ム ル ニ過 ギ

ナ ィガ、 該 年 齢 期 ノ 結 核 死 亡 ハ 縮 結 核 死 亡 ノ

35.1%ノ 高 率 テ占 ノ テ ヰル(此 ノ年 齢 期 二於 ケ

ル結 核 死 亡 ノ高 率 ナ ル ハ敢 テ當市 ノ ミニ限 ラズ

本 邦 結 核 死 亡 ノ特 長 デ アル)。

而 シテ該 年 齢 期 二於 ケル兼 症 結 核 死 亡 ハ全 兼 症

結 核 死 亡 ノ32.4%ラ 占 ノ テ テ ツ テ、其 年 齢 分 布

ハ 公表 結 核 死 亡 二甚 ダ酷 似 シテ テ リ、 一般 死 亡

トバ カ ナ リ違 ッテ ヰ ル、 此 ノ年 齢 分布 ノ貼 カ ラ

考 察 スル ト、 結 核 以 外 ノ疾 病 ガ圭 ナ ル死 因 デ ハ

ナ クテ、 寧 ロ兼 症 タル結 核 ノ方 ガ ヨ リ多 ク死 因

二参 與 セル コ トテ推 定 セ シメル ノデ アル。

上 記 ノ理 由 ニ ヨ リ テ尼 崎 市 二於 ケ ル結 核 死 亡 ノ

全 貌 テ探 究 スル爲 らハ、 公 表数 ニ ハ加 算 サ レテ

ヰ ナ イ此 ノ兼 症 結 核 死 亡 ラ モ加 算 ス ル ノガ妥 當

卜認 メ本 統 計 ニハ是 テ加 算 シタ ノデ アル。

10ケ 年 間 ノ兼 症 結 核 死 亡 敷 ハ117人 一 シテ.公

表 結 核 死 亡 ト兼 症 結 核 死 亡 トノ合 計989人 二封

シ11.85%テ 占 メ、 公 表 激872人 テ假 二100ト

ス レバ13.41ト ナル。

次 二結 核 類 似 疾 患 ノ内 、死 亡診 断 書 二軍 二肋 膜

炎 ト ノ ミ、又 ハ腹 膜 炎 トノ ミ記 載 シ アル モ ノ(勿

論 此 内 一ハ産 、外 傷 二因 ル モ ノ其 他 原 因 明 瞭 ナ

ル非 結 核 性 ノモ ノハ 含 マ ナ の 二就 キ考 察 ス ル

1・ 診 療 ラ澹 當 シタ各留 師 ノ向 答 ハ、 検 査 設 備

ノ不 完 全 、 多忙 、 過 勢 等 ノタ メ、 未 ダ其 本 性 テ

確 定 シ得 ナ ィ前 二死 亡 セ ル患者 ノ ミニ シテ、 結

核 性 ナル コ ト明確 ナル モ ノニ封 シ結 核 性 ナ ル記

載 テ怠 リ若 クハ故 意 二省 略 シ タ コ トハ ナ イ トノ

答 辮 デ ア ツ タ。

2.15歳 ヨ リ24歳 マ デ ノ死 亡 ・・、 肋 膜 炎死 亡
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二於テ全肋膜炎死亡 ノ41.9%、 腹膜炎死亡 二

於テ全腹膜炎死亡 ノ31.8%テ 占メテテ リ當市

ノ結核性肋膜炎又ハ腹膜炎二酷似 シテテルカラ

其年齢分布 ノ貼カラ考察スル ト結核性 ノ疑 ガ頗

ル濃厚 デアル。.

3.登 病1ケ 年以内ノ死亡ハ、結核性肋膜炎二

於テ92.6%軍 二肋膜炎 トノミ記載 シ アルモノ

ニ於テ85.7%、 結核性腹膜炎二於 テ92・5%軍

二腹膜炎 トノミ記載 シアルモ ノニ於 テ86・5%

テ占メテテリ、経過 ノ鮎 カラモ亦結核性 ノモノ

ニ酷似 シテヰル。

即チ年齢分布、経過共 二尼崎市ノ吉 亥生か案

及腹膜炎二頗 ル酷似 シ恐 ラク其大部若 クハ全部

ガ結核性 ノモ ノデアル ト推定セラレル。

10ケ 年間 ノ死亡撒ハ

結核性肋膜炎27人 結核性腹膜炎53人

肋 膜 炎155人 腹 膜 炎267人

デアツテ、恐 ラク其全部二近キ撒ガ結核性 ト推

察 セラレルモノーシテ、結核性ナル記載ナク從

テ公 ノ死因統計カラハ結核 トシテハ其影 テ潜 メ

テヰルモノ・方 ガ明確 二結核 ト記載 シアルモ ノ

ニ較べ5倍 乃至6倍 デアル。

診断書 ニハ其本性テ確定 シ得 ザルモノニ封 シテ

モ、ナルベク肋膜炎(推定結核性)、腹膜炎(推定

何性)ノ 如 ク記載 スルコト・シ、肚會衛生 ノ見地

カラ有意義 ナル死因統計資料テ提供 シ得ル檬 二

改 メル必要ガアル ト思 フ.

次 二同ジク結核類似疾患 タル死亡診断書 二軍

二、氣管枝炎、慢性氣管枝炎 トノミ記載 セルモ

ノニ就 キ、15歳 ヨリ25歳 マデ ノ死亡ハ僅々8.9

%二 過ギズシテ其73.3%ハ45歳 以後 ノ死亡デ

アル、其年齢的分布 ノミカラ考察 スル ト結核性

ノモノ混在 ノ疑ハ稀薄 デアル、亦其診療 テ澹當

セル署師ハ結核性 ノモ ノ混在セリヤ否ヤ判定 シ

難 キ程度 ノモ ノノミデアツタト同答 シテヰル、

兎モ角氣管枝炎死亡ハ10ケ 年間二僅々45人 デ

アルカラ大 シテ問題覗スルニモ及 ブマイ。

最後 二高齢者 ノ結核死亡ニシテ、診断書 二「肺結

核兼老衰」又ハ「老衰兼某結核」ト記載 スベク正

當ナルモノニ封 シ、軍 二「老衰」ト記載 シアル爲

二公表 ノ死因統計デハ結核カラ其影 テ潜 メテヰ

ル場合 ガアル檬 デアル、肚會衛生上高齢者 ノ結

核死亡ハ年齢的ニハ饒 リ問題 ナキモ、排菌者 ト

シテハ決 シテ輕 々二看過 スベキデナイ、此 ノ貼

ヨリシテハ、

假令高齢者 ト錐モ結核 ナル病名 テ診断書二記載

スル必要ガアル ト思フ.

経過 二就キー言 スベキハ、死亡診断書 ノ登病月

日欄 ニハ、患者又ハ其周園者 ノ供述 テ其儘 二記

載サ レテアルモノ多 ク、署師 ノ推定登病月日一

較べ遅 レテヰルモノガカナ リ多 ク混在セルコト

デアル、診療澹當 ノ開業署師 トシテハ治療二主

力 テ注ギ、且 ツ本病 ガ法定傳染病二非ズ加之嚢

病期 ノ漠然 タル結核 ノ如 キニ就キ遠 ク既往二遡

リテ患者ヤ周園者 ノ供述 テ疑 ヒ難詰 シテマデ眞

ノ登病年月 テ探究 セント努ムル醤師妙 ク、從ツ

テ其供述ガ幾分不合理 ト思考 セラル ・際モ死亡

診断書 ノ登病月 日欄 ニハ便宜上供述 テ其儘二記

載 セリトハ多撒 ノ醤師 ノ同答デアツタ、本統計

二於テハ馨師 ノ推定其他 ノ調査 ニヨツテ訂正 シ

成 ルベ ク其正確 テ期 シタノデアル。

故 二結核 ノ登病 ヨリ死亡マデ ノ経過 テ考察 スル

ニ當 リ軍二死亡診断書 ノミニヨリテ統計スル ト

キハ、 カナ リ誤 テ來 シ易 ク實際 ヨリモ短縮 セラ

レテヰル揚合 ガ多イ ト思 フ。

尚ホ経過 テ考察 スルニ當 リ注意 スベキハ、肺以

外結核死亡 二在 リテハ登病 ヨリ死亡マデノ経過

1ケ 年以上 ノモノ僅 二8.6%二 過 ギナイ、故二

諸種 ノ條件 ト経過 トノ關係 テ調査 スルニ際 シテ

肺以外結核死亡テ混在 シテ考察 スル トキハ誤 リ

タル結論二到達 スルコトガアラウ ト思バレル。

故二本統計 二於 テハ諸種 ノ環境 ガ経過 ノ長短 二

及ボス=影響 テ調査 スルニ際 シテハ蓋 ク肺結核死

亡 ノミニ就 キテ調査 シタ。

結核死亡 ノ生活程度調査 二就 キ注意スベキハ現

時公設機關二於 ケル貧困者 ノ扶助 ノ基準 トシテ

多 クハ、軍二各世帯 ノ牧入 ノミ又ハ家賃 ノミテ

基準 トシテ探用 セラレテヰルガ、結核死亡 ト生
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活 程度 ト ノ關係 ラ考察 ス ル ニ當 リテハ 、各 世 帯

ノ牧 入 又 ハ 家 賃 ノ ミ テ基 準 トスル ハ妥 當 デ ナ イ

ト思 フ。

故 二本 統 計 デ ハ診i療澹 當 醤師 ノ告 知拉 二其他 ノ

調査 ニ ヨツ テ、 牧 入 ノ ミニ ヨ ラズ シテ家 賃、 扶

養義 務 者 ノ数 ヤ年 齢 、 各 個 人 ノ肚 會 的 地 位等 其

他支 出 二及 ボ スー 切 ノ關 係 ラ考 慮 シテ定 メタ ノ

デアル。

結核 死 亡 ノ職 業 調 査 二就 キ注 意 スベ キハ、 軍 二

死 亡診 断 書 ノ ミニ ヨル ハ妥 當 デナ イ、 是 レ結核

死 亡者 ハ有 職 者 二在 リ テモ既 二其 死 亡前 二於 テ

失 職 又 ハ慶 業 セ ル モ ノ カ ナ リ多 ク、 爲 メニ死 亡

診 断 書 ニ ハ無 職 ト シテ届 ケ出 デ ラ レテヰ ル モ ノ

ガヵ ナ リ多 イ、 故 二軍 二死 亡診 断 書 ノ ミニ ヨ ツ

テ統 計 ス ル トキへ 眞 實 ナル結 核 死 亡 ト職 業 ト

ノ關係 ハ悶 明 シ得 ナ イデ ア ラ ウ。

本統 計 二於 テハ署 師 ノ告 知 其 他 ノ調査 ニ ヨツ テ

出來得 ル限 リ詳 細 二有 職 時 ノ職 業 ラ調 査 シタ ノ

デ アル。

結核 死 亡 ト職 業 、佳 宅 、 生活 程 度 等 ノ關 係 テ考

察 スル ニ就 イテ注 意 スベ キ ハ、 從 來 結 核 死 亡調

査 ハ死 亡 當 時 ノ是 等 二就 キ統 計 セ ラ レテ ヰル モ

ノガ多 イ。

而 シテ上記 諸 肚會 事 項 ハ實 際 二於 テ特 二都 市 二

於 ケ ル結核 死 亡 二於 テ ハ、 登 病 頭初 ヨ リ死 亡 マ

デ ノ経 過 中 二於 テ カ ナ リ攣 轄 シテ ヰ ル ノデ アル

カ ラ、 軍 ニー 切 死 亡 當 時 ノモ ノ ・ ミー ヨ リテ其

關 係 テ考 察 スル ノハ安 當 デナ イ ト思 フ、 故 二本

統 計 二 於 テ ハ何 レモ死 亡 當 時 ノ其 等 二縁 ラズ シ

テ、 其 死 亡 二封 シテ影 響 ノ ヨ リ大 ナル登 病 頭 初

ヨ リ経 過 ノ大 部 二亙 リ シ事 情 二就 キ統 計 シタ ノ

デ アル。

最 後 二述 ブベ キハ 目次 二掲 ゲ タル ー般 的調 査 ト

特殊 的調 査(便 宜 上假 二斯 ク命 名 シテ 置 イ タ)ト

ノ唾 分 ノ説 明 デ アル 、 前 者 ハ軍 二死 亡診 断 書 ノ

ミニ ヨ リ統 計 シ得 タル モ ノデ ア リ、 後 者 ハ其 診

療 テ澹 當 セル警 師 ノ告 知 拉 二其 他 ノ調 査 ニ ヨ リ

又 ハ其 ニ ヨ リ訂 正 シテ統 計 シ得 タ ル モ ノデ ア

ノレo

第三章 一般的調査

第一節 年 次別結核死亡實数

10ケ年間ノ結核死亡實撒ノ清長 ハ下ノ通 リデ

ア ル 。

劇 羅 蕪ll計
諭
歳 塑 女

:1雫
歳魍 女

鞍

三 六 八 六 三 六 四 六 五 六 垂

八 六 三 七 七 八 く 三.、 八 金

毛 壼 量 里 矢 量8≡ 茜 蓋 書

モ 嬰 聖 尭 茜 吾 疑 嬉
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閥
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五
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三
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男
計

女

第 二節 人 ロ ニ樹 スノレ結 核 死 亡

比1率

累年 ノ人口1萬 二封スル公表結核死亡卒へ 概

ネ本邦内地李均 ノ其二較べ低卒デアルガ、年次

的動揺ガ著 シクテ甚 グシク固定性 テ訣 イテヰ

ル(第2圖 参照)。

地方 ヨリ移住セル人ロノ増減 ト結核死亡率」曾減

トノ關係ハ下記 ノ通 リデアル。
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第二 圖 尼 崎市累年結核死亡(人 ロー 萬二付)

○ ○ 尼 崎 市

● ● 本邦 内地人 口十萬以上都市

● 一一 一一● 同 共他市町村

● 一一一一 ● 全 内 地

耳

"大
.

一ト 十 十 一「__

季 季 軍 輩 軍 軍 翠 章 章草

備 考1.尼 崎市 二係 ・・ル事實 ハ公表

数 ノ ミニ就 キ算 出セルモ ノ

トス

2.本 邦 内地平均 二係 ・・ル分 ハ

内務省登行 國民保健 二關 ス

ル・統計 二i糠ル

移 入 スル人 ロ ノ少 クナル ニ ツ レテ結 核 死 亡 率 モ

亦 随 件 シテ低 下シ1昭 和元 年 ヨ リ同3年 マ デ ノ事

實)、地 方 ヨ リ移 入 ス ル人 ロ ノ多 クナ ル ニ伴 ツ テ

結 核 死 亡卒 モ亦 檜 大 プ ル(昭 和6年 ト同7年 ノ

事 實)ト 共 二、他 面 地 方 ヨ リ移 入 ス ル人 ロ ニ較 べ

却 ツテ蹄 郷 者 人 ロ ノ 多 キ ト キ(大 正14年 ノ事

實)若 クハ地 方 ヨ リ ノ人 口移 入 超過 極 ク僅 少 ナ

ル トキ(昭 和4年 ト同5年 ノ事 實)ハ 却 ツ テ結 核

死 亡率 ガ高 マ ツ テ ヰ ル ト見 ル コ トガ出 來 ヨ ウ。

10ケ 年 李均 値 二就 テ ノ 性 別 年 齢 別 人 ロ ニ 封 ス

ル結 核 死 亡卒 ハ第3圖 二示 ス ガ如 クー シテ、 本

邦 李 均 ノ其 ト比 較 スル ト次 ノ如 ク デ ァル。

1.男 女 共 二零 歳 ヨ リ14歳 マ デ ノ 小 見期 死 亡

率 ハ本 邦ZF均 ヨ リモ稚 ≧高 率 デ アル。

2.14歳 カ ラ34歳 マ デ ノ 死 亡卒 ハ男 女共 二本

邦 卒 均 ヨ リモ却 ツ テ低 率 デ アル。

3・ 男女共 二其後 ノ年齢二於 テハ本邦牢均 ヨリ

モ高傘ニ シテ、殊 二男性二在 リテハ寧 ロ青年期

ノ傘 テ凌駕 スル。

4.最 高死亡率 ハ木邦ZF均 デハ男女共二軍二青

年期 ノ1回 ノミデアルガ、尼崎市デハ男ハ青年

期 ト初老以後 トノ2同 デアル。

5.全 年齢 ノ李均値 ハ人 口1萬 二付公表結核死

亡卒、男16.5人 女19.6人 内地不均男19.1

人 女20.7人 ニ シテ男女共 二 内地卒均 ヨリモ

低卒 デアル。

更二尼崎市二近 キ近畿大都市 ト比較スルニ、大

阪市ハ男女共二全 ク尼崎市 ト同型ニシテ、其理

由モ亦恐 ラク尼崎市 二於 ケル ト同檬 ナラント推

察 スル。

聯戸市及堺市ハ是 ト趣 テ異ニシ、男 ノ最高卒死

亡ハ青肚年期ニ シテ寧 ロ全國李均 テ凌駕 シ、次

デ初老以後 二於テモ亦全國準均 二較ベカナリ高

率死亡ラ呈 シテヰル、女ハ全年齢期 二亙 リテ全

國卒均 二較 べ是亦僅 力乍 ラモ、 ヨリ高卒 ナル死

亡テ呈 シテヰル。

第3圖 近 畿都 市結核 死亡

(各年齢級人 ロー萬 二付)

○ ○ 尼崎市 ○・回一一 ・○ 帥 戸市

● ● 大 阪市 ●一一一一● 堺 市

×一一一一 一× 内地平 均

50

〃

男

〃

性"

〃

∬

〃

刃

勿

〃

女

性

年 〃5ノ 〃 ノ∫2025W35404550554i〃 〃

s2 .b,2ノ 嬉 削4」 ダ4劫 劫6レ 坐

備 考 帥戸市、堺市 ハ昭和3年 以降5ケ 年李均、

他 ノ・大正12年 以降10ケ 年亭均 トス
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(第3圖 ハ10ケ 年 卒 均 値 デ アル ガ、コ ノ性 別 年

齢 別 ノ人 ロ ニ封 スル結 核 死 亡 比 傘 テ、 前 後5ケ

年宛 二別 ケ テ其 推 移 テ比 較 スル ト下 ノ通 リデ ア

ル(第4圖 参 照)。

男 性

1.20歳 カ ラ24歳 マ デ ノ死 亡 率 ハ高 マ ツ テ ヰ

ノレ0

2.40歳 カ ラ59歳 マ デ ノ 死 亡 李 ・・低 下 シテ ヰ

ノレo

女 性

1.15歳 カ ラ24歳 マ デ ノ死 亡 率 ハ高 マ ツ テ ヰ

ノレ0

2.25歳 以後 ノ死 亡率 ハ低 下 シテ ヰル。

第4圖 編 舞 二塾前5ケ 年(黙線ニテ那ス)

冑和鵜 多後5ケ 年(實線ニテ刀マス)

尼崎市結核死 亡比較(人 ロー萬 二付)
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ベテ年次的攣動著 シク大 ナルコ トテ述ベタガ、

封一般死亡結核死亡率モ亦上表二示 ス通 リ内地

李均 二較・ぐル ト年次的動揺 が大 キイノデアル。

次 二封一般死亡結核死亡率 ト封人 口結核死亡率

トノ年次的攣動 テ封照スル ト下記 ノ通 リデア

ノレo

年
1大 同 同 昭 同 面 同 同 同 同

次
1葉舞 梨灘 講 均

備考 前5ク 年ハ大正14年 國勢調査 ノ人口構
成二擦リ

後5ケ 年ノ・昭和2年 國勢調査ノ人口構成
二擦ル

第三 節 一般 死 亡 二封 スノレ結 核

死 亡率

累年 ノー般死亡100二 封 スル結核死亡ノ比率ハ

下記 ノ通 リデアル。

第二節 二於テ封人 口結核死亡率 ガ内地李均二較

舞警 翫 蕊 壼 藏 三嚢:
撮謹秦付を頭 貢奏蛋 三鷲 言

即チ概 ネ封一般死亡結核死亡率 ノ高 イ年次 ニハ

封人 口結核死亡率 モ亦高 久 封一般死亡結核死

亡傘 ノ低 イ年次 ニハ封人 口結核死亡率モ亦低 イ

傾向ヲ示 シテヰル。

性別年齢別 ノー般死亡二封 スル結核死亡比例 ノ

10ケ 年卒均値 テ本邦 内地雫均 ノ其 卜較くごル ト

第瑚 騎 市年齢別=繁 亮100結核死亡比例

備 考 尼崎 市・・大正12年 以降10ケ 年李均値 二

尼 崎 市 本邦ZF均

男 一

女

so,/,

40Z

ン%

勿%

〃%

〃%
年."5"/5/0253〃.ヌ54〃455〃55tio657〃

鋤 晶1レ 溺9鋸 ク4ン ノ9Y4Yg614d坐

シテ本邦4均 ノ・大正9年 以降10ケ 年ZF

均値 トス
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下 ノ通 リデ アル(第5圖 参 照)。

1.零 歳 ヨ リ14歳 マ デ ハ低 傘 デ アル。

2.15歳 ヨ リ34歳 マ デハ 、 男 性 二於 テ バ カナ

リ低 卒 デ ア リ、女 性 二在 リテ ハ僅 カニ高 率 デ ア

ノレ0

3.35歳 以 後 ハ男 女 共 二梢 ≧高 傘 デ アル。

4.一 般 死 亡 二封 スル公 表 結 核 死 亡 ノ全 年 齢 ノ

ZF均 値 ハ、 男9.4%、 女12.3%、 内 地李 均 男

9.0%、 女10.2%ニ シテ男 女 共 二内 地李 均 二較

べ梢 ≧高 率 デ アル。

第 四 節 性 別 年 齢 別 結 核 死 亡

百 分 比 例

性 別 年 齢 別 結 核 死 亡 百 分 比例 ノ10ケ 年 李 均 値

ハ(第6圖)二 示 ス通 リニ シテ、 内 地李 均 ト其 ト

比 較 スル ト下 ノ通 リデ アル。

1.全 膿 的 「グ ラ フ」

内地 李 均 ト甚 シ ク酷 似 シテ テ リ殆 ド差 違 ガ

ナ イ。

其 最 大 比 例 年齢 ・・男 女共 二15歳 ヨ リ29歳

マ デ ノ青年 期 拉 二若 キ肚 年期 ナ ル コ トモ亦

内地 李 均 ト同様 デ アル。

2.14歳 マ デ

内 地 李均 二較 べ男 女 共 二 其 比 例 ハ 僅 二多

イ。

男 ハ其 比例 女 ヨ リモ粕 ≧多 ク シテ 内地 李 均

ト反 封 デ アル。

3.15歳 ヨ リ34歳 マ デ

内地 李均 二較 べ 男 女共 二僅 二少 ナ ィ。

男 ハ 女 二較 べ低 率 ナ ル コ ト内地 李 均 ト同 様

デ アル。

春

尼 崎 市(大 正12年 以降10ケ年干均)29・6%

奈良縣蝦 羅 降)25・2%

内地rp均(昭 和2年 以降6ケ年干均)25・9%

肺 結 核 死 亡 ノ季 節 關係 ハ上記 ノ通 リニ シテ、 春

ハ 最 モ多 ク、 冬 ハ最 モ少 キ鮎 ハ何 レモー 致 シテ

刃多

勿%

〃ズ

第6圖 尼崎市結核死亡年齢別百分比例

尼 崎 市

男

女 一 一一一

本邦卒均
一

一一一一一

〃彪

年 〃5〃 ノ52〃253〃Jf4〃455〃55606570

齢劫 ル ル 掘9毒 加 肋 身 加 掃 坐

備考 何t!モ大正12年 以降10ケ 年ノZF均トス

4.35歳 以後

男女共二其比例ハ内地李均 二較 べ僅 二多

イ。

男ハ女二較べ其比例大 ナルコトハ内地卒均

ト同檬 デアル。

第五 節 罹 患部 位別 結 核百分 比例

結核死亡100二 付圭ナル死因 タリシ罹患部

位別比例ハ、肺78.9%肺 以外21.1%(内 繹、

磯膜6.4%腹 膜5.4%腸4.5%肋 膜2.7

%喉 頭0.8%腎 臓0.4%粟 粒結核0.3%

骨關節0.3%脊 椎0.2%癌 様突起0.1%

膀胱0.1%)デ アル。

第 六節 季 節 別結 核 死 亡百 分 比例

結核死亡 ノ内デ其79%テ 占 メ且ツ季節的影響

ヲ最 モ蒙 リ易 シト思ハル ・肺結核死亡二就 キテ

季節別死亡 ノ百分比例 テ観ル ト下記 ノ通 リデア

ノレo

夏 秋 冬 計

23.8%26.0%20.6%100.0%

24.8%26,1%23.9%100.0タ6

25.8%24.9%

ヰ ル 。

23.4%100.0%
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第一節

第四章 特殊的調査

結核死亡経過 ノ年齢的

關係

年齢別結核死亡卒二就 イテハ翫二前章二於 テ詳

述 シタカラコ ・デ ハ其経過 二就 イ テ ノ ミ述べ

ノレo

駿病 ヨ リ死 亡 マ デ ノ経 過1ケ 年 以 上 ノモ ノ ・比

例 へ 全 結 核 死 亡 二就 イ テ ハ30.9%ニ シテ(砂

川氏 調 査 奈 良 縣 卒 均 全 結 核 死 亡37.1%二 較 べ

短4)、 肺 結 核 死 亡 二於 テハ其37.0%、 肺 以外

結核 死 亡 二在 リテ ハ僅 二其8.6%二 過 ギ ナ イ、

故 二年 齢 別経 過 テ観 察 スル ニ 當 リ、肺 以 外 結 核

死 亡 ハ経 過蝕 リニ短 イ カ ラ是 ハ 除外 シ、 以 下軍

二肺 結 核 死 亡 ノ ミニ就 キ観 察 シタ。

(1)零 歳 ヨ リ14歳 マ デ

1ケ 年 以 上経 過 者 ・・、 男17.9%女14・6%

李 均15.8%ニ シテb経 過 ハ短 ク 男 女 二於 テ殆

ド差 違 ガ ナ イ。

(2)15歳 ヨ リ19歳 マ デ

1ケ 年 以 上経 過 者 ハ、 男29.6%女28・1%

李均28.7%ニ シテ、小 見 期 死 亡 ヨ リモ長 ク男 女

二於 テ殆 ド差 違 ガ ナ イ。

(3)20歳 ヨ リ54歳 マ デ

1ケ 年 以 上経 過 者 ハ、 男27・6%女53・0%

李 均41.2%ニ シテ,青 年 期 死 亡 二較 べ男 ハ寧 ロ

短 ク女 バ カ ナ リ長 ク テ男 女 二於 テ カ ナ リ差 違 ガ

ア ル 。

(4)55歳 以 上

1ケ 年 以 上経 過 者 ハ、 男49・O%、 女40・9%

李 均46.5%ニ シテ、 肚 年 期 二較 べ更 一…長 ク男

女 二於 テ殆 ド差 違 ガ ナ イ。

(5)全 年 齢 テ通 ジ

1ケ 年 以 上経 過 者 ・・、 男30.1%女42・8%

平 均37.0%ニ シ テ、 男 ハ女 二較 べ短 イ。

以 上性 別 年 齢 別 経 過 ハ 李均 値 二就 テ デ アツ テ、

各個 人 二就 干 テノ・同 年 同 年 齢 二在 リテ モ経 過 二

長短 アル ハ勿 論 デ アル。

第 二節 結 核死 亡 ノ職 業 的 關係

登病時又ハ経過中有職 ナリシモ ノ ニ就 キテノ

10ケ 年結核死亡 ノZF均値 ハ下 ノ通 リデアル。

工業 含離 商業 其他

雛 灘 ≡萬人二2・・2人 …7人 ・2・2人7・4人

各獲病 ヨ リ死亡 マ
デ ノ経過1ケ 年以28.1%41・2%44・9%37・9%
上 ノモ ノノ比例

1.工 業 者 ハ、 從 業 員 二封 スル結 核 死 亡卒 最 モ

高 ク、経 過 モ亦 最 モ短 イ、各 從 業 員1萬 人 二付

テ ノ結 核 死 亡率 ヲ細 述 ス レバ下 ノ通 リデ アル。

被 服 装 勇 具37.4人

紡 織27.0人

金 属21.9人

器 械 器 具21.8人

化 學19.2人

木 竹16.8人

飲 食 、 嗜 好12.5人

土 木 、 建 築10.0人

瓦斯 、 電 氣6.1人

2.公 務 及 自由業 者 ハ工業 者 ヨ リモ死 亡 率低 ク

経 過 モ亦 長 イ、 各 從 業 員1萬 人 二付 イテ ノ結 核

死 亡率 テ細 述 スル ト下 ノ通 リデ アル。

遊藝59.7人 宗敏14・3人 署療10・9人

敏育3.8人 其他 ノ公務7・3人

3.商 業 者 ハ從 業 員 二封 スル結 核 死 亡 率 比 較 的

低 ク シテ経 過 ハ各 業 者 ノ内 デ最 モ長 イ、 各 從 業

員1萬 人 二付 テ ノ結 核 死 亡率 ラ細 述 スル ト下 ノ

通 リデ アル。

周旋45.5人 浴 場38・5人 理髪26・7人

旅館飲食店11.4人 其他物 品販 費10・7人

4.其 他 ノ職 業 者 ハ從 業 員 二封 スル結 核 死 亡卒

最 モ低 ク経 過 モ亦 比較 的 長 イ、 各 從 業 員1萬 人

二付 テ ノ結 核 死 亡 率 テ細 述 スル トノ下 ノ通 リデ

アル。

漁 業18.2人 家事使用人12・6人

農7.4人 交 通 業5・7人

第 三 節 結 核 死 亡 ト登 病 地 及 出

生 地 ト ノ 關 係

尼 崎市 結 核 死 亡 ト登 病 地 ト ノ關 係 ハ、 同市 二於

テ登 病 シ同 市 二於 テ死 亡 セル結 核 死 亡者 ハ 當市

総 結 核 死 亡 者 ノ86.2%テ 占 メテ ヰ ル、當 市 ニ テ

登 病 シ豫 後 不 良 治 癒 ノ見 込 ナ ク蹄 郷 シ蹄 郷 後 久
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シ カ ラズ シテ必 然 的 二死 亡 ノ豫 想 セ ラ レ シ結 核

患 者 ハ其 撒 明確 ナ ラザ ル モ カ ナ リ多撒 ナ ル ハ當

市 各 方 而 ノ人 々 ノ均 シ ク認 ム ル所 ニ シテ、 當 市

ハ地 方 二較 べ 注民 ノ移 動 多 ク從 テ結 牟亥死 亡者 モ

亦 地 力'トノ移 動 ニ ヨ リ相殺 サル トノ考 ハ誤 ニ シ

テ、 當 市 二 入 リ込 ム者 ニ ハ弓最牡 者 多 久 當市 ヨ

リ去 ル者 ハ結 核 、其 他 ノ病 者 又 ハ老 人 ガ多 イ、

然 シ乍 ラ最 近 常市 庄宅 地帯 ノ百覧展 ト共 二大 阪 市

二働 ク人 々又 ・・是 等 ノ家 族 ノ保 養 ノ爲 メ、尼 崎

市 二移 住 スル生 活 比 較 的低 級 ナル結 核病 者 ガ、

漸 次 増 加 ノ傾 向 アル ヲ以 テ今 そ麦 ノ情 勢 ハ幾 分攣

化 テ來 スデ ア ラ ウ。

次 二當 市 結 核 死 亡 ト出生 地 トノ關係 ハ、 出 生 地

別 性 別年 齢 別 人 口構 成 ガ判 ラナ ィカ ラ、 止 ム ラ

得 ズ其 百 分 比 例 グ ケ ニ就 イテ調 査 シ タ(第7圖

参 照)。

第7圖 尼崎市 出生地 別結核死亡 百分比

∈ヨ 男 圃 男

都 市出生 地方 出生〔 ユ
女L璽 女

3a%

22

卜7rl

、・.i⊥

楼 ρ一 μ 歳

先 ヅ年 齢 別 二観 ル ト下 ノ通 リデ ァル。

(1)零 歳 ヨ リ14歳 マ デ

都 市 出 生 者 死 亡69・0%、 地 方 出 生者 死 亡31.0

%ニ シテ、 小 見 期 結 核 死 亡 ハ都 市 出 生 者 が多 ク

シテ地 方 出 生 者 死 亡 ハ 少 イ、性 別 ニ ハ 男 二就 イ

テ ハ其72.7%、 女 二於 テハ其67.2%ガ 都 市 出

生 者 死 亡 デ アル。

(2)15歳 ヵ ラ34歳 マ デ

此 ノ年 齢 期 結 核 死 亡 ノ、83.3%ハ 都 市 出 生者 二

シテ、 地 方 出生 者 死 亡 ハ 僅 二其16.7%二 過 ギ

ナ ィ、 性 別 ニハ 男 二就aテ ハ 其94.4%、 女 二

在 リ テ ハ其76.6%ハ 都 市 出生 者 ニ シテ、地 方 出

生 者 ハ僅 二、 男 二於 テ其5.6%、 女 二在 リテハ

其23.4%二 過 ギ ナ イ、印 チ此 ノ年 齢 期 二雀 リテ

ハ都 市 出 生者 死 亡 ガ断 然 多 ク殊 二男 性 二於 テ甚

ダ シ イ、 都 市 出 生者 死 亡 ノ56.7%ハ 女 性 、地方

出 生 者 ノ87・0%ハ 女 性死 亡 ニ シ テ、此 ノ年 齢 期

ニ ハ女 性 死 亡 ガ断 然 多 イ。

(3)35歳 以そ豪

此 ノ年 齢 期 結 核 死 亡 ノ、32.8%ハ 都 市 出 生者 ニ

シテ、 地 方 出 生者 ハ67.2%デ ァル、 性 別 ニ へ

男 二就 イテ ・・其77・2%女 二在 リテ ハ其52.2

%ガ 地 方 出 生 者 デ ア ル、EPチ35歳 以 後 死 亡 二

就 テ ハ男 性 ノ大 部 拉 二女 性 ノ牛 数 ガ地 方 出生 者

デ アル。

(4)全 年 齢 テ通 ジ

都 市 出 生者 死 亡67.0%、 地 方 出生 者 死 亡33.0

%デ アル、 性 別 ニ ハ男=於 テ其64.2%女 二在

リテ ハ其69.3%ガ 都 市 出 生者 デ アル。

=欠デ出 生 地 別 二観 ル ト其 百分 比例 ハ下 記 ノ通 リ

デ アル。

齢

男

女

計

男

女

計

年
都
市
出
生
地
方
出
生

O-15

10.8

147

13.0

7.3

16,2

11.9

16-35

75。2

71.3

73.0

8,1

49.3

29,6

36以 上

14.0

14.0

14.0

84.6

34.5

58.5

計

100.0

100.0

100.0

100.0

100。0

100,0

第 四 節 結 核 死 亡 ト特 殊 地 域

ト ノ關 係

當 市 東南 端 ノ築 地 地 匿 ハ、地 積0.476李 方 粁 、戸

数2454、 人 口男5871人 女5873人 、1戸 當 リ地

積193.56李 方 迷(全 市 卒 均1戸 當 リ面 積586.57

李 方 迷)三 シテ全 市 ノ内最 モ狭 ク加 之 他 地 匠 ノ

田畑 、葦 原 、 寺 院 、 官 衙 、 學 校 等 テ含 ミ割 リ當

テ タ ル モ ノ ト異 リ主 トシテ散 在 性 ノ中小 工 場 テ

割 リ當 テ ・ ノ1戸 當 リ面 積 ナ ル テ以 テ狭 キガ上
　

ニ モ衛 生 上 更 二不 利 ナ ノデ アル
、 卒 均1戸 當 リ

人 激4・5人(全 市 李 均1戸 當 リ住 民 撒4.3人)、
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人 口1萬 二付 結核 死 亡男33・0人(全 市李 均18.7築 地 以 外 ノ地 匠 二就 キ テハ要 スル ニ當 市 ノ縮 圖

人、女32・5人(全 市 卒均22・2人)ニ シ テ 各 地 医 一 シテ何 等 ノ特 色 ナ キニ ヨ リ其 設 明 テ省 ク。

ノ内最 高 牽 テ示 シ・當 嘔 結 核 死 亡者 ノ77・2%ハ 第 五 節 結 核 死 亡 ト生 活 程 度

登 病 後1ケ 年 以 内 二死 亡 シ・ 各 地 嘔 ノ内 デ其脛 ト ノ關 係

過 ハ最 短 デ アル、 築 地 地 優 ハ當 市 ノ人 ロ ニ於 テ 便 宜 上 生 活程 度 テ豫 メ其 月牧 ニ ヨ リ、 上150圓

20.1%テ 、 面 積 二於 テ6.4%テ 占 ム ル ニ過 ギ ザ 以 上 、 中90圓 以 上、下45圓 以 上、貧44圓 以 下、

ルモ 、結 核 死 亡 ハ當 市 ノ36・9%二 相 當 スル、常 極 貧 ノ5種 二分 チ、 更 二支 出 ノ影 響 テ参 酌 シテ

匠 ハ奥行 淺 キ住 宅 密 集 シ、 家 屋 低 ク、 憲 小 一 シ 嘔 分 シタ ル 生 活程 度 別 結 核 死 亡 ノ 比 例 ハ、 下

テ撒 少 久 探 光 通 風 不 良 ニ シテ陳 薔 ナ ル家 屋 多40.1%、 貧24.6%、 中21.8%、 極 貧7.0%、

久 當 塵住 宅 ニ ハ相 當 悪 性 結 核 菌 ノ固著 アル ベ 上6.5%、 計100.0%ニ シテ、 此 ノ比 例 ハ當市

久 道路 狭 ク シ テ探 光通 風更 二不 利 、土 地低 漁、 全 住 民 ノ生 活程 度 別 比 例 ト略 ≧一 致 シテ ヰル モ

風 ナ キ時 ハ 自隔 諸 工場 ヨ リ ノ瓦斯 塵 埃 ノ被 害 ラ ノ ト推 察 スル テ妥 當 トスベ キ ハ各方 面 ノ人 々 ノ

受 ケ、 當 市 ハ年 間 西 南 風 多 ク從 テ風 アル際 ハ初 均 シ ク認 定 スル トコ ロナ ル テ以 テ、 當 市 二在 リ

島地 匠 大 工場 ヨ リ ノ瓦斯 塵埃 ノ吹 途 テ 受 クル テハ 此 ノ程 度 ノ僅 少 ナ ル貧 富 ノ差 違 ハ結 核 死 亡

等 、 本 病 ノ感 染 、叢 病 、経 過 二封 シ他 地 隔 二較 率 ニ ハ殆 ド影 響 サ レテ イナ イ ト認 ム ベ キデ ア

ベ不 利 ナ ル條 件 ガ多 イ。 ル。

斯 クノ如 ク狭 範 園 二結 核 死 亡 者 多 登 セル ハ注 意 各 生 活 階 級 二於 ケル畿 病 ヨ リ死 亡 マ デ1ケ 年 以

ス〈ごキ肚 會 衛 生問 題 デ アル。 上経 過 者 ノ比 例 ハ下 ノ通 リデ アル。

生 活 程 度 上 中 下 貧 極貧

堂 饗1で 鍋65・7%41・9%3・ ・6%2・ ・4%22・2%

EPチ 僅 少 ナ ル経 濟 的差 違 ト難iモ経 過 ノ長 短 ニ ハ 尼 崎 市 ノ道路 網 ハ略 ≧磁 石 ノ方 向 ニー 致 シ、 東

關係 シテ ヰ ル ノデ ア ル。 西南 北 二碁 盤 形 ニナ ツ テ テル カ ラ、 東 西 探 光 ノ

第 六 節 結 核 死 亡 ト住 宅 ト ノ關 係 家 ト・ 南 北 探 光 ノ家 トハ・ 略 ヒ同歎 ト見倣 シテ

第 一 項 廣 サ 大 数 観 察 上誤 ナ ク・從 テ其 各 二於 ケ ル結 核 死 亡

1人 當 リ住 宅 蛭 積 別 結 核 死 亡 ノ比 例 ハ、 當 市 全 数 テ以 テ直 二其 比 例 テ示 ス モ ノ ト考 ヘ テ殆 ド誤

住 民 ノ住 宅 畳 積 別 結 核 死 亡 ノ比 例 ト略 支一致 シ ガ ナ イ。

テヰ ル モ ノ ト推 察 スル テ妥 當 トスベ キハ 各 方面 甲・ 探 光 方 向

ノ人 々 ノ均 シク認 定 ス ル トコ ロ ナ ル テ以 テ、 當 一 方 向 ヨ リ探 光 スル住 宅

市 二於 テハ住 宅 ノ廣 狭 ハ結 核 死 亡 率 ニ ハ絵 リ關 東 西 南 北

係 ナ キモ ノ ト認 ムベ キ デ ァ ル。 結核死 亡者 ノ比例28・6%24・0%16・8%30・6%

醸 病 ヨ リ死 亡K・デ 輕 過 ・ケ年 以1ソ モ ノ ・ 饗1鑛 以上 ・9・6%29・8%24・2%26・7%

比例 ハ下 ノ通 リデ アノ%二 ・ケ向 ヨ リ探 光 スル住 宅

憂人當養 二畳 三愛 囎 五畳 六聲 結核死亡者ノ上ヒ例 澱 舷 鑑

審活骸23・ ・%28・6%33・3%55・2%53・3%饗 導i筋 以上35・7%36.9%4・.7%

雫活程度23・4%25・9%33・3%42・9%53・8%・.一 方 向探 光住 宅 二於 ケノレ結 核 死 賭 ノ比 例

即チ爵積 ノ廣 イモ ノ程経過 ガ遷延 サレテヰル。 ハ・北探光二多 ク南探光二少 イ。

第二項 探 光2・ 二方向探光住宅二於 ケル結核死亡者 ノ比例
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拉二経過ハ共 二、東西探光 ト南北採光 トニ於 テ

殆 ド優劣ガナィ。

3.一 方向探光住宅 二較ベル ト、二方向住宅 二

於 テハ結核死亡者 ノ経過ガ長 イ、然 シ是ニハ通

風 ノ程度モ亦参與 シテヰル ト思フ。

乙、探光程度

一方向 ヨリ探光スル佐宅

上

結核死 亡者 ノ比例3.6%

饗 測 錨 以上 ・4・・%

二 方 向 ヨ リ探 光 スル住 宅

上

結核死亡者 ノ比例12・9%

饗 削 鑛 肚54・ ・%

中

23.O%

28.9%

中

36.2%

35.7%

下

73.4%

24.5%

下

50.9%

32.3%

即チ住宅 ノ探光良好ナルハ、結核死亡傘 テ低下

シ、且ヅ経過 テ遷延 セシムルモノデアル。

第三項 通風(換 氣)

柱宅 ノ通風程度 ト結核死亡 トノ關係ハ下 ノ通 リ

ア アル 。

上 中'下

結 核 死 亡比 例11.8%27.1%61.1%

饗 製 錨 以上69・ ・%・ …%・7・ ・%

即 チ佳宅通風 ノ良否ハ、結核死亡牽 ニモ亦経過

ニモ影響ガアル。

前 二述べタ通 リ佳宅 ノ廣狭 ハ結核死亡卒 二殆 ド

關係 ガナィノニ、通風 ノ良否ハヵナ リ影響 ガァ

ルo

因二當市デ ハ東西探光住宅 卜南北採光住宅 ト

ハ、結核死亡傘拉 二経過 二就キ殆 ド優劣ナィコ

トテ設明 シタガ、當市ハ年中西南風、次 デ北東

風ガ多 ク從 テ東西開放 ノ家 モ、南北開放 ノ家モ

換氣 ノ貼二就 イテハ殆 ド優劣 ガナイノデアル。

第七 節 結 核死 亡経 過 ト螢 病前

健康 榮養 歌態 トノ關係

(イ)死 亡年齢15歳 ヨリ54歳 マ デ(所 謂生産年

齢期)、(ロ)生 活程度下又 ハ貧、(ハ)住宅 ノ通風

下、(二)同 探光中又ハ下、(ホ)同 一人當 リ聲積

2乃 至4畳 、此 ノ五條件 テ其備 セルモノ・ミニ

就 キ結核死亡ノ経過 テ観ルニ.各 磯病 ヨリ死亡

マ デ ノ経 過1ケ 年 以 上 ノ モ ノ ・比 例 ハ
、 登 病前

昼蜀仕 ナ リ シ者 二於 テ ハ其20.7%、 同 申等 ナ リ シ

者 二就 イ テ ハ其45.0%、 同虚 弱 ナ リ シ者 二在 リ

テ ハ其61.3%ニ シテ、駿 病 前 張健 ナ リ シモ ノガ

却 テ経 過 ガ短 イ。

第 八 節 結 核 死 亡 ト結 核 受 診

患 者 ト ノ 關 係

昭 和2年 カ ラ同7年 マ デ6ケ 年 間 二、 尼 崎 市 民

ニ シテ 同市 二 開業 セル 醤 師 ノ診 療 テ受 ケ タ結 核

患 者 絡 敷8276人 二就 キ、各 年 齢 級 入 ロ ニ封 スル

受 診 患 者 ノ比 例 ヲ観 ル へ 結 核 ノ タ メ穫糠 テ受

ケ タ モ ノハ、 男 女 共 二20歳 カ ラ29歳 マ デ ニ最

モ多 久 其 ヨ リ幼 老 二 向 ツ テ漸 減 ラ示 シ
、 受 診

患者 二封 ス ル死 亡 ノ比 例 ハ正 二 是 ト反 封 デ ア

ル(第8圖 参 照)、 更 二少 シク詳 述 ス レバ 下記 ノ

通 リデ アル。

第8圖 尼 崎市結核 受診患者(人 口千 二付)
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2.

3.

受診率 ガ少 クテ、受診者 二封 スル死亡卒ガ

大 キイ。

5歳 ヨリ9歳 マデ

受診率ハ相當高 イガ、受診者二封 スル死亡

卒ハノ1、サイ。

10歳 ヵラ39歳 マデ

受診者 ガ多 クテ、受診者二封 スル死亡卒ハ

低 イ。

4.40歳 カ ラ49歳 マ デ

受 診 者 二封 スル死 亡者 ノ比例 ガ漸 ク多 クナ

ツ テヰ ル。

5.50歳 以 上

受 診 者 ガ少 ク、 受診 者 二封 スル死 亡卒 ガ大

キ イ。

第五章 総括虹二考案及ビ結論

第 一節 総 括 拉 二考察

(1)本 統計ハ大正12年 カラ昭和7年 マ デ10

ケ年間 ノ尼崎市 二於 ケ ル、 公表結核死亡全数

872人 ト兼症結核死亡全激117人 二就キ、 其診

療テ澹當 シタ醤師拉 二其他 ノ市内在佳者 二就 キ

詳細テi聴取 シ、更二其家屋 テ實地 二調査 シタモ

ノ ア ア ル 。

兼症結核死亡(例 ヘ バ心臓辮膜症兼肺結核 ノ如

キ)ハ公表死因統計デノ・結核死亡 カ ラ漏 レテヰ

ルガ、其年齢分布ガ當市一般死亡 トハ甚 ダ シク

違 ツテテリ分表結核死亡 トハ著 シク酷似 シテヲ

ツテ寧 ロ兼症結核ガ其圭ナル死因タルベシドノ

疑ガ濃厚ナノ ト、且ツ其診療 テ澹當 シタ醤師ガ

公表結核死亡 ト同檬 二取扱 フベ ク至當ナルテ認

定 シタカラ、同市結核死亡 ノ全貌テ探究 スルニ

ハ是テ加入スルテ妥當 ト認 メ本統計ニハ加算 シ

タノデアル、故 二本統計二於ケル結核死亡撒値

ハ公表結核死亡 ト兼症結核死亡 トテ合算 シタモ

ノ ア ア ル 。

(2)人 口1萬 二封 ス ル 公 表 結 核 死 亡比 卒10

ケ年 李 均 値 ハ男17人 、 女20人 ニ シテ、 内地 李

均 ノ男19人 、 女21人 二較 べ男 女 共 二租 ≧低 卒

デ アル。

縮 死 亡100二 封 ス ル 公 表 結 核 死 亡比 率 ノ10ケ

年李 均 値 ハ男9%、 女12%ニ シテ、内地 李 均 ノ

男9%、 女10%二Wt・N"女 ハ稚i篭高 卒 デ アル。

累 年 ノ人1]二 封 ス ル結 核 死 亡率 拉 ニー 般 死 亡 二

封 スル結 核 死 亡卒 ハ共 二・ 内地 李 均 二較 べ テ年

次 的攣 動 ガ大 キ イ。

而 シテ概 ネ地 方 ヨ リ尼 崎 市 へ移 住 セ ル人 ロ ノ少

クナノヒニッレテ換言 スレバ同市 ノ産業活動 ノ不

振 トナルニ随 ツテ封人 口結核死亡率 ト封一一般死

亡結核死亡卒 トハ共 二低下 シ、同市へ移住 スル

人 ロノ多 クナルニツレテ帥チ其産業 ノ活濃 トナ

ルニ件ヅテ封人口結核死亡卒モ亦封一般死亡結

核死亡卒モ共二増卒 スル ノ情勢 テ示 シテヰル。

次二地方 ヨリ移入スル人ロニ較べ却 ツテ蹄郷者

人ロ ノ多 キ トキ若 クハ地方 ヨリノ人口移入超過

極 ク僅少 ナル トキ即チ極端二産業 ノ不振ナル ト

キモ亦封人 口結核死亡卒拉 二封一般死亡結核死

亡率共 二高マツテヰル。

約言 スレバ産業 ノ特二活壌ナル トキ又ハ特 二不

振 ナル トキハ共二結核死亡率 ガ高マヅテヰル。

(3)全 結核死亡二封 シ、 肺結核死亡 ハ其79

%、 肺以外結核死亡ハ其21%(内 謬 磯膜6%

腹膜5%腸5%肋 膜3%其 他何 レモ1%

以下)デ アル。

登病 カラ死亡マデ ノ経過1ケ 年以上 ノモノハ、

肺結核死亡二於テ其37%、 肺以外結核死亡二於

テ其9%、 全結核死亡二於 テ其31%デ アツテ、

佳民 ノ結核二封 スル知識 ガ不足ナ ノト、且 ツ生

活一般二低級 デアルカラ仕事 テ強要 セラレテ、

初期 ノ有赦ナルi療養テ不完全 二過 ゴスモノガ多

イ爲 メニ存外経過ガ短 イノデアラウ。

(4)

ノレo

肺結核死亡 ノ季節的關係 ハ下 ノ通 リデア

春 夏 秋 冬 計

30%24%26%20%100%

春秋 ノ好季節 二多イ、即 チ寒冷季又ハ暑熱季 二

於 ケル悪影響 ノ結果ガ春秋好季 二至 リテ現ハ
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レ、呼吸器病 ノ本來 トシテ暑熱 ヨリモ寒冷 ノ方

ガヨリ多 ク影響 スル爲 メニ春ハ秋 ヨリモ多 キニ

非 ズヤ ト設明 シ得 ル。

(5)築 地地匠 ハ尼崎市 ノ、人ロニ於 テ20%、

面積 二於テ6%ラ 占ムルニ過 ギナ イガ、結核死

亡二於 テハ37%二 相當 スル、他地囁 二較べ衛

生上不利 ノ黙ガ最モ多、斯 ク狡範園二結核死亡

多登 セルハ注意 スベキデアル。

(6)各 從業者1萬 人二封 スル結核死亡 ノ比例

ハ、工業20人 、商業12人 、公務及 自由業12人

ニ シテ、各登病 ヨリ死亡 マデノ経過1ケ 年以h

ノモノ・比例 ハ、工業者 ノ結核死亡ハ其28%、

公務及 ピ自由業同41%、 商業同45%ニ シテ、

商業從事者 ハ死亡傘最 モ高 ク経過 モ亦最短ニシ

テ、商業從事者 ハ死亡卒低 ク経過 ガ最 モ長 イ。

其理由ハ工業者ハ瓦斯塵埃多 ク換氣光線不充分

ノ箇所 二密集 シテ窮屈不 自然ナル特定 ノ姿勢 ニ

テ時間 ノ束縛 子受 ケ乍 ラ作業 スル爲 メ疲拶 シ易

ク而 モ随時二休息 スルコトガ出來 ナイ等本病 ノ

感染、再燃、経過 二封 シ不利ナル條件多 ク、當

市 ノ商業從事者ハ疲勢 二際 シ随時随所ニテ随意

ノ姿勢 ニテ休息出來 ルノト、疾病二際 シ其仕事

テ或ル程度マデ家族又ハ家事使用人 テシテ代理

セシメラレルカラテアル。

《7)生 活程度バー般 二低級 ニシテ、此 ノ僅少

ナル経濟的差違ハ結核死亡卒 二關係ナキモ経過

ノ長短 ニハ影響 ガアル。

(8)(イ)往 宅 ノ廣狭 ハ、結核死亡傘二關係ナ

キモ経過 ノ長短 ニハ影響 ガアル。

(ロ)住 宅 ノ探光程度 ハ、結核死亡卒ニモ、

経過 ノ長短 ニモ影響 ガァル。

ぐハ)佳 宅 ノ探光方向ハ

ー方向 ヨリ探光スルモノニ就テハ、結核死

亡傘ハ北探光住宅 ハ大キクテ南探光住宅 デ

ハ小サイ、然 シ其経過 ハ雨者殆 ド差違 ガナ

イ。

二方向 ヨリ探光 スルモノニ就 テハ、東西探

光 ト南化探光 トテ較 プルニ、結核死亡率拉

二経過 ノ長短共 二殆 ド優劣ガナイ、二方向

ヨリ探光 スル住宅 ノ結核死亡バー方向ヨリ

探光 スル住宅 ノ結核死亡 ヨリモ其経過ガ長

イ。

(二)佳 宅 ノ通風(換氣)ノ 良否へ 結核死亡

率拉二経過 ノ長短二影響ガアル。

(9)生 活程度下又ハ貧ニ シテ15歳 ヨリ54歳

マデノ所謂生産年齢期結核死亡二就テ登病前健

康 ナリシ者ハ虚弱ナ リシ者二較べ登病 ヨリ死亡

マデノ経過却テ短 イ。

其理由ハ豫テヨリノ強壮者ハ自己 ノ強壮ラ過信

シテ疾病 二封 スル警戒心少 キ爲 メ無理押 シスル

ノ癖 アリテ有数 ナル初期療養 ノ好期 テ逸 スルモ

ノガ多 イ、大年6年 乃至9年 頃二狙厭 セル流行

性感冒ノ際、青肚年殊 二強肚者二於 テハ死亡卒

高 ク経過短 力 ・リシモノ多 クシテ、豫 テヨリノ

虚弱者ニァリテハ却 テ死亡傘低 カ リシト同理由

ア ア ル 。

第 ニ ノ理 由 トシ テハ、 生 産 年 齢 期 ノモ ノハー家

生計 ノ基 幹 タル場 合 多 ク シテ生 活程 度 下 又 ハ貧

ナ ル モ ノニ在 リテ ハ、 假 令 早 期 二受 診 ス ル トモ

ー 家 ノ経 濟 上 仕 事 テ強 要 セ ラル ・場 合 多 ク シテ

早 期 ヨ リ静 養 ス ル コ トハ實 際 上困 難 デ ア リ、 亦

静 養 中 ト錐 モー 家 生 計 ノ前途 二封 シ絶 ヘ ズ不 安

テ感 ジテ精 聯 上 ノ安 静 テ得 難 イ。

是 二反 シ豫 テ ヨ リ虚 弱 ナル 者 ハ、 一 家 生 計 ノ基

幹 タル場 合 少 ク從 テ僅 少 ノ自魔 症 二封 シテ モ早

期 ヨ リ心 身 ノ静 養 比 較 的容 易 ナ ル爲 メ、 強肚 者

二比 シ経 過 長 キ ニ非 ズ ヤ ト考 ヘ ル。

110)結 核 ノ タ メ馨 療 テ受 ケ タ モ ノハ 、男 女共

一20歳 カ ラ29歳 マ デ ニ最 モ多 ク其 ヨ リ老 幼 二

向 ツテ漸 減 ラ示 シ、 受 診 患 者 二封 スル結 核 死 亡

ノ比 例 ハ正 二是 ト反 封 デ アル。

更 二詳 述 ス レバ 下記 ノ通 リデ アル。

(甲)零 歳 ヨ4歳 マ デ

受 診 者 ハ割 合 少 ク テ、受 診 者 二封 ス ル死 亡

卒 ハ比 較 的 大 キ イ。

其 理 由 ハ結 核 トシテ診 断 サ レル正 鵠度 ガ低

イ ノ ト、受 診 ニ ヨ リ治 癒 スル モ ノガi妙イカ

ラデ アル ト思 フ。
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(乙)5歳 ヨリ9歳 マデ

受診傘 ハ相當高 イガ、受診者二封スル死亡

卒 ハ低 イ。

其理由ハ生命 ノ危瞼少 キ淋巴腺結核 ガ多 イ

カラデアラウ。

(丙)10歳 ヨリ39歳 マデ

受診卒 ハ大 キクテ、受診者 二封 スル死亡率

ハ低 イ。

其理由ハ診断 ノ正鵠度ガ大 キイ ノト、14歳

マデノ見 童期ハ生命 二封 スル豫後佳良 ナル

淋巴腺結核 ガ多 イノト、地方出生 ノ係累少

キモノハ死亡二先立 チ皇帝郷 スルモノガ多イ

ノト、青壮年期 ノモ ノハー家生計 ノ根幹 デ

アルカラ早期受診者ガ多 ク其治療 ニヨリテ

治癒又ハ慢性症二轄 ジテ初老以後 ノ圏内二

繰 リ越 サル ・モノガ多 イカラデアラウ。

(丁)40歳 ヨリ49歳 マデ

受診者二封スル死亡者 ノ比例 ガ漸 ク多クナ

ツテヰル。

其理由ハ多年 ノ無理 ガコタヘテ相當膿 力ガ

消耗 セルモ ノガ多 イノト、從 ツテ治寮ニヨ

リ治癒 スル卒 ガ漸 ク低 久 他方地方出稼者

一シテ結核 テ叢病 スルモ係累多 ク農村 デハ

借家少 クサリトテ雨親ハ就 二此世 テ去 リテ

兄 ノ代 トナ リァリテ多人敷 テ帯同 シテ蹄郷

シ兄 ノ家 ニテ静養 スルコトハ氣兼 ネデアル

等 ノ關係 カラ蹄郷ガ容易デナクテ當市 二於

テ死亡スルモ ノガ多 イ等ニ ヨ ル ノデアラ

ウ。

(戎>50歳 以上

受診者ハ少 イガ、受診者 二封 スル死亡卒ハ

高 イ。

其理由ハ老人結核 ノ常 トシテ自魔症少キモ

ノ多 久 多少 ノ自畳症モ老齢 ノセイ ト考ヘ

テ放置 シ無關心ナルモノ多 久 老齢且ツ疾

病 ノタメ外來 ハ大儀デ アリサリトテ往診 テ

乞 フ程 デモナク、、静養 スルモー家経濟 二關

係少キ爲メ生活低級ナル當市 ニテハ兎角老

入ハ署療費 ノ支出テ遠慮 シ、家族 モ亦老衰

トアキラメテ積極的二署療 テ奨 メナイモ ノ

ガ多 イノト、他面其受療ニヨリ死亡テ免 レ

ルモノガ甚少イカラデアラウ。

(11)尼 崎市二於 ケ ル結核死亡 ノ86%ハ 當市

二於 テ壁病 セルモノデアリ、當市以外 ノ都會叉

ハ地方 二於 テ畿病 セルモノハ僅 々14%二 過ギ

ナィ事實 ト、砂川正亮氏調査 ノ奈良縣結核死亡

者 ノ内、縣内登病者43%ニ シテ、縣外登病者

訂%ナ ル事實 トテ封照 シテ考察 スレバ、一方急

速度 テ以テ登展 シツ ・アル都市結核死亡 ノ大部

ハ都市二於 テ登病 セルモ ノデアリ、且ツ地方二

蹄還 シテ死亡スルモノガカナ リ多久 他方出稼

者多 キ農村二於 ケル結核死亡ハ都市登病者 ノ比

例ガ多 イコトガ判ル。

而モ農村 ノ疲弊 ト都市 二於 ケル工商業 ノ盆 丸登

展スルニツレテ、都市ハ絶ヘズ農村 ヨリ青肚年

者 ノ補給 テ要求 シ其要求 二慮 ズル人 口移動ハ

愈々繁 久 從 テ都市二於 ケル非衛生的生活ニヨ

リ結核 テ病 ミ蹄郷 スルモノモ増加 スルカラ、都

市二於ケル結核封策ガ現状 ノ儘 ナラバ、今後結

核叢病地 ノ前記 ノ比例 ハ盆 偏々 寄 ス ルデアラ

ウ。

(12)年 齢 ト肺結核死亡 ノ登病 ヨリ死亡マデノ

経過 トノ關係ハ下記 ノ通 リデアル。

(qb零 歳 ヨリ14歳 マデ

小見期二於ケル結核死亡ハ経過短 クテ、1

ケ年以上経過者ハ僅 々16%デ アル、男女二

就テ殆 ド差違ガナイ。

(乙)20歳 ヨリ55歳 マデ

1ケ 年以上経過者ハ、男28%c女53%、

李均41%デ アル。

都市二於 ケル生活戦線 ノ惹迫バー家 ノ基幹

タル男性二封 シ幾多衛生上 ノ無理 テ張夢 ス

ルタメ男性結核死亡 ノ経過 ガ短 イ ノタラ

ウ。

(丙)55歳 以上

1ケ 年以上経過者ハ47%ニ シテ 男女二於

テ殆 ド差違ガナ ィ。

(丁)全 年齢 テ通 ジ
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1ケ 年以上経過者ハ、男30%、 女43%、 準

均37%デ ァル。

(13)性 別年齢別 ノ結核死亡百分比例、一一般死

亡二封 スル結核死亡率、人ロニ封 スル結核死亡

率、出産地 ト結核死亡 トノ關係ハ次 ノ通 リデァ

ノレo

(甲)零 歳 ヨリ14歳 マデ

年齢別結核死 亡百分比例、封一一般死亡結核

傘、封人 口結核死亡卒 ノ何 レニ就キ牙モ本

邦李均 二較べ高率 デアル。

其理由ハ都會生活 ガ小見期結核 ノ感染襲

病、経過 二封 シ幾多不利 ナ ル影響 テ與ヘ

ツ ・アルカラデアラウ。

小見期結核死亡 ノ69%ハ 都市出生者 デア

ツテ、地方出生者ハ31%二 過 ギナ ィ。

其理由ハ地方 ヨリ移住 スル ノハ青年期以後

ノモノ多 久 而モ當市ハ登展年尚 ホ淺 イカ

ラ元來地方出生 ノ小見 ガ少 イ カ ラデアラ

ウ。

(乙)15歳 ヨリ34歳 マデ

年齢別結核死亡百分比例、封一般死亡結核

死亡卒、封人 口結核死亡卒 ノ何 レニ就 キテ

モ本邦李均 二較べ低卒 デ アル(但 シ女性 ノ

封人 口比卒 ノミハ僅 二高卒 デアル)。

都市出生者死亡ハ其83%テ 占メ、地方出生

者死亡ハ僅 二17%二 過ギナ/t。

其理由ハ決 シテ青年期拉二若 キ肚年期二於

ケル都市生活ガ適合セルニハ非ズ シテ、下

記 ノ諸理由ニヨルモ ノデアル ト思 フ。

(イ)當 市ハ近年急速度テ以 テ工業的 二叢展

シツ ・アリテ、縄 ヘズ農村 ヨリ張肚ナル青

年期 ノ男女 テ吸集 シツ・アル、其情勢ハ第

1圖 二示 セル人口構成ニヨリテモ窺知 シ得

ラレル、此 ノ年齢期ニハ地方 ヨリ移住後年

月淺 クシテ元氣濃刺 タル張肚者 テ多撒含 ン

デヰルコトガ上記諸比例 ノ低率 ニシテ、地

方出生者結核死亡 ノi妙キ理由 ノ第一デアラ

ウ。

(ロ)地 方 ヨリ移住 セル此 ノ年齢期 ノモ ノハ

掲身又ハ家族 アルモ係累少 キモ ノガ多イ、

從 ツテ結核 二罹 リ勢務二堪ヘ ザ ル ニ至ル

ヤ、生活費ガ田舎二較べ嵩 ミ勝 チナル ト、

手不足ナル爲 メ其療養不便 ナル ト、係累ガ

少 クテ身輕デアルカラ、早急二蹄郷 シ田舎

ニテ死亡スルモ ノガ多イコ トハ當市各方面

ノ人 々ノ認定 スル トコロニシテ、是ガ此 ノ

年齢期結核死亡 ノ上記比例 ノ低卒ニシテ、

地方出生者結核死亡 ノ少キ第ニ ノ理由デア

ラウ。

次 二此 ノ年齢期 二於ケル女性結核死亡ハ、

男性結核死亡二較べ多 クシテ、都市出生者

死亡二就 イテハ其57%、 地方出生者死亡二

在 リテハ其87%ハ 女性死亡デアル。

更 二結核死亡年齢別百分比例、封一般死亡

結核死亡傘、封人口結核死亡卒 ノ何 レニ就

イテモ男性死亡卒 テ凌駕 シ、實 二此 ノ年齢

期ハ女性結核死亡 ノ最高卒年齢 ニシテ女性

結核死亡 トシテハ此 ノ年齢期 ノミガ最危瞼

年齢期 デアツテ、其他 ノ年齢期 二在 リテハ

結核死亡 ノ危瞼ハ著 シク砂 イコ トハ、第3

圖、第5圖 、第6圖 二示 セル通 リデアル、

其ハ下記 ノ理由ニヨル ト思 フ。

(イ)女 性結核死亡ガ此 ノ年齢期 バ ニ於テ

最高卒 テ呈 シ其他 ノ年齢期二於テハ甚ダシ

ク低卒 ナルコ トハ、敢テ尼崎市 ノミニ限 ラ

ズ、近畿他都市 モ、本邦内地李均 モ、加之

結核死亡率低下 シ男性結核最高卒死亡年齢

ガ漸次老齢 二移行 セル欧米文明諸國 二在 リ

テモ同檬 デアル貼カラ考察 スル ト、女性結

核死亡 ト月経初潮、初期妊娠等初期 ノ生殖

生活 トハ離脱 シ能ハザル密接 ナル關係 ガア

ルモノト思バ レル。

(ロ)地 方 ヨリ移住者 ノ此 ノ年齢期 二於 ケル

結核死亡二於 テ其87%ガ 女性死亡 ナル理

由二就キテハ、勿論圭 トシテ上記(イ)ノ 理

由ニヨルモノトハ思バ レルガ他 ニモーツノ

理由ガアル、其ハ係累少キ有配偶者ニシテ

男性ガ結核二罹ル トキ ハ早急 二蹄郷スル
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ガ、妻女ガ結核 二罹ル トキハ夫ガ丈夫二働

キヅ・アル間ハ或 ル程度マデ都會二止マル

揚合ガ多 イコ トハ當市各方面 ノ人々ノ認定

スル トコロデアツテ、此 ノコトモ幾分關係

シテヰル ト思 フ。

(丙)35歳 以後

此 ノ年齢期 二於 テ ハ、 年齢別結核死亡比

例、封人 口結核死亡比例 ノ何 レニ就 イテモ

本邦内地李均 ノ其 二較ベテ高卒デアル、殊

二男性 二於テ著明ニ シテ、其封人 口結核死

亡比率 ノ如キハ寧 ロ青年期 ノ率 テ凌駕 シテ

ヰル、爲メニ内地準均 ノ男性結核死亡封人

口比傘 ノ最高率。

死亡年齢期ハ只15歳 ヨリ34歳 マデノ1同

ノミデァルガ、尼崎市 デハ前記年齢期 ト35

歳以後 トノ2同 デアル。

次二此 ノ年齢期死亡二於 テハ地方出生者 ノ

比例多 クシテ、實 二本年齢期死亡 ノ、77%

ハ地方出生者ニ シテ、都市出生者ハ33%二

過ギナイ、是 レガ理由ハ下記 ノ通 リデァル

ト思 フ。

(イ)地 方出生者ハ結核基礎免疫不充分 ナル

モ ノ多 ク、從來 ノ田園生活二較べテ本病 ノ

感染、再燃、経過 二封 シ幾多不利 ナル都會

ノ環境 二急劇二爆露サレツ・劇 シキ身紳 ノ

苦努 テ重 ネ、本年齢期 ニハ漸 ク禮力衰耗 ス

ルモノ多キ ト、他面生活一般 二低級 ニシテ

ー家生計 ノ爲 メ相當 ノ病苦 テ忍 ビヅ・モ仕

事 テ張要サ レルノガ、該年齢期結核死亡諸

比例 ノ高率ニシテ殊 二地方出生者 ノ結核死

亡例 ガ大キ イ第一 ノ理由デアラウ。

(ロ)結 核 二侵 サレ勢務 二堪 ヘ ザ ル ニ至ル

モ、此 ノ年齢 ニナル ト、家族的係累モ相當

出來テ手輕 二當市 テ引キ上ゲラレナイ、郷

里 ノ雨親 ハ既二世ヲ去 リテ兄 ノ代 トナ リ多

人数 テ帯同 シテ蹄郷静養 スベ ク氣兼 ネデハ

アリサリ トテ田舎 ニハ中々借家ハナ イ、等

ノ理由ニヨリ若齢者二較べテ蹄郷者ガ少 イ

ノガ、本年齢期結核死亡諸比例 ノ高卒 ニシ

テ、殊二地方出生者 ノ結核死亡比例 ガ大 キ

イ第ニ ノ理由デアラウ。

次二均 シク此 ノ年齢期 二於 テモ結核死亡比

例ハ男性ハ女性 二較べテ大 キイ。

其理由ハ男性バー一家生計 ノ基幹 トシテ亦責

任者 トシテ苦勢 ガ大 キイカラデアル、之二

反 シ女性ハ前項(ハ)二 述ベタ危瞼年齢 ハ過

ギテテツテ既二比較的安全年齢期圏内ニア

ル ト、生活ハ圭 トシテ男性二頼 リ心身 ノ苦

勢 ガ少 イ爲メデアラウ、敢 テ結核死亡 ノミ

ニ限 ラズ女性ハ男性二較 べ高齢者多キモ此

間 ノ事情 テ穿 ツテヰル ト思 フ.

次 二尼崎市二於 ケル結核死亡 ノ人口比例 テ

近接 セル近畿都市 ト比較スルニ、大阪市 ノ

結核死亡二就 イテハ男女共二尼崎市 ト殆 ド

攣 リガナイガ、紳戸市 ト堺市 トハ男結核死

亡二就 イテハ35歳 以後 ノ高率死亡以外 二、

青年期 二於テモ亦本邦内地李均 ヨリモ高 イ

死亡率 テ呈 シテヰル。

更二青年期 ノ女性結核死亡率 モ亦本邦 内地

李均 ヨリモ高率ナル死亡テ呈 シテヰル。

其理由二就 キテハ實地調査 テ爲サザルモ恐

ラクハ聯戸市 ト堺市 ニハ結核專門 ノ病院、

療養所、療養家屋 ガアリテ、青肚年期 ノ重

症結核患者 ガ集合 シ來 リ死亡スルニ因ルモ

ノカ ト想像 スル。

即チ等 シク近畿都市 ナルニ係 ラズ、大阪市

ト尼崎市 ガ同類 デァリ、是 ト趣テ異ニセル

瀞戸市 ト堺市 ガ同型 デアル。畠

第 二節 結 論

(1)結 核死亡テ罷性別年齢別百分比例叉ハ死

亡比例 ノミニヨツテ観察 スル ト、尼崎市 ノ盟性

別年齢別結核死亡ノ情勢ハ本邦内地李均 ノ其 ト

較べテ差違ガ甚 ダ少ナ ィ、サレバ此 ノ方法 ノミ

ニヨル トキハ、耐會衛生學上意義深 キ都市結核

死亡ノ特色、拉 二地方結核死亡 トノ相互因果的

關係 ノ考察 ガ頗ル困難 デアル。

然ルニ農性別年齢別人 口比例 ニヨル トキハ本邦

内地卒均 ノ其 ト較べテカナリノ差違 テ認 メ、本
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報告二示 ス通 リ上記 ノ關係ガ カ ナ リ鮮明ニナ

ノレo

換言 スレバ其人 口構成テ、前者 ハ無覗 セルモ ノ

デアリ、後者ハ考慮 二入 レタモ ノデアル。

結核死亡ノ年齢別調査ニハ後者 ノ方法 テモ併用

スルコトテ推奨 スル。

(2)近 年本邦 ノ産業ハ都市二於ケル工業 ノ勃

興ラ中心 トシテ急速 ナル登展 テ爲 シヅ・アル、

而 シテ都市 ハ其産業途行 ノタメ絶ヘズ青肚年期

強肚者 ノ補充 テ要 スル、他面本邦農村 ノ疲弊ハ

絶 ヘズ農村 二於 ケル人 ロノ過剰 テ來 シツ'ア リ

テ、此 ノ農村 ノ過剰人ロ ノ内デ強肚ナル青肚年

齢期 ノモ ノガ、出稼 ギノ爲メニ絶ヘズ都會二流

レ込 ミテ都會産業 ノ人的要素 ノ鋏乏 テ補給 シ

ツ ・アル、而 シテ他方疾病二罹 リテ都會デ死亡

スルカ、又 ハ疾病 二罹 リ若 クハ老齢ニナツテ都

會 ノ人的要求條件二訣 クルニ至 リテ再 ピ農村〈・

ト蹄還 シツ ・アル、此 ノ事實ハ近年本邦都市 二

於ケル小見 ヤ老人少 クシテ 青肚年期(所 謂生産

年齢期)ノ 人ロ ノミ特 二膨大 シ、農村二於テハ丁

度該年齢期 二於テ正 シク縮小 セル、共 二偏碕 シ

タ其人 口構成ガ是 テ謹明シテヰル。

斯 クノ如 ク都市 ト農村 トノ間ニハ絶ヘザル人 ロ

ノ循環 アリテ其人的關係ハ昔 日二比 シ密接 ノ度

テ加ヘテ來 タ。

此 ノ關係ハ當然都市 ノ結核 卜農村 ノ結核 トニ就

イテモ昔 日一比 シ相互二密接 ノ度 テ加 ヘテ來

タ。

地方カラ當市二移住 シタ強肚者 ガ當市 二於 テ從

業中結核 二罹 リ、其一一部ハ當市 デ死亡シ、他ハ

蹄郷 シテ蹄郷後短年月二死亡スルモノガ相當 ア

ル、此 ノ蹄郷結核患者ハ農村 二於ケル結核蔓延

ノ有力ナル因子 トシテ参與 シツ ・アル。

此 ノ情勢ハ本統計 ノ計数上カラモ推知出來ル ト

共 二、實地調査 ノ結果事實デアルコトハ各方面

ノ人々ガ確認 シテヰル。

(因二蹄郷結核死亡者 ハ 尼崎市 ノ公表結核死亡

統計 々ラノ・無論其影 テ潜 メテヰル〉。

而モ尼崎市 ノ工業的膨脹ハ實 二目醒 シキモ ノガ

アツテ、上記 ノ關係ハ急速度 テ以テ助長 セラレ

ツ'ア ル、即 チ當市 ガ盆々嚢展スルニッレテ、

他方其裏面二於 テン・愈 ヒ斯カル惨憺 タル伏在的

暗黒面ガ濃厚 且ツ籏大 シツ ・アル コ トハ第4

圖、第6圖 ガ雄辮 二物語ツテヰル。

斯 クノ如 ク考へ來ル トキハ、尼崎市 ノ結核問題

ハ決 シテ尼崎市 ノミニ關係 スル ニ非ズシテ、其

景響 範園ハ遠 ク他府縣 ノ農村ニマデモ延長 シ頗

ル廣汎デアリ、當市 ノ結核問題ハ盆々重大ナル

ト共 二、是ガ封策ハ愈 ヒ愼重 且ツ緊急ナルテ要

スル次第デアル。

(3)(イ)公 表結核死亡 ト同様二取扱 フノガ至

當ナル兼症結核死亡ハ公表結核死亡統計ニハ漏

レテヰル、兼症結核死亡数ハ公表結核死亡 ト兼

症結核死亡 トノ合計二封 シ11.9%二 當 リ、公

表結核死亡撒 テ假 二100ト ス レバ13.4二 相當

ス ノレo

(ロ)死 亡診 断 書 二輩 」 肋 膜 炎」 トノ ミ記 載 セ

ル モ ノハ 「結 核 性 肋 膜 炎」ト記 載 セル モ ノニ封 シ

6倍 ア リ、 軍 二 「腹 膜 炎」トノ ミ記 載 セル モ ノハ

「結 核 性 腹 膜 炎 」ト記 載 セ ル モ ノニ封 シ5倍 デ ア

ノレo

而モ此 ノ輩 二「肋膜炎」又ハ腹 膜炎」トノミ記載

シアルモ ノハ共 二其全部若 クハ大部 ガ結核性ナ

ルモノ ト推定スベ キ理由ガ アル(年齢推定法 ト

経過推定法 トカラ鑑別 シテ)。

然ルニ是等ハ無論公表死因統計 デハ其全部ガ結

核 カラ其影 テ潜 メテヰル、其撒ハ公表結核死亡

テ100ト ス レバ48二 當 リ相當多撒 デアル。

(ハ)高 齢者 ノ結核死亡ニ シテ、診断書ニハ「肺

結核兼老衰」又ハ「老衰兼某結核」ト記載 スルノ

ガ正常 ナルモノニ封 シテ、軍 二「老衰」トノミ記
ド

載 シアル爲メニ公表 ノ死因統計 デハ全然結核 カ

ラ其影 テ潜 メテヰル場合ガアル様 デアル。

肚會衛生上高齢者 ノ結 核死亡ハ、年齢的ニハ除

リ問題ナモキ、排菌者 トシテハ決 シテ輕々二看

過 スベキデナィ。

上記諸項 テ考察 スル ト、公表撒 カラ漏 レテヰル

結核死亡撒ガ略{推 定出來 ルガ、肚會衛生 ノ見
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地カラ將來結核豫防封策確立 ノ資料 トシテ正確

ナル結核死亡統計 テ作製 シ得ル爲 メー、死亡診

断書 ノ記載 二就 イテハ愼重 ノ注意 テ要 スル。

(4)尼 崎市 ノ結核死亡ハ本邦卒均 トモ違 ヒ、

均 シク兵庫縣下 ノiilfili戸市 トモ異ナツテテツテ、

同市二掲特 ナル特色ガアル。

結核封策ハ本邦又ノ・縣 ノZF均統計 ノミニ頼 ラズ

シテ、尼崎市 ノ統計二檬 ツテ立案實施 スルノガ

同市 トシテ最致果的 デアル。

(本研究 ハ昭和10年12月 第9同 近畿結核集談

會 二於テ登表)。

本稿テ終ルニ臨 ミ終始御指導テ賜 ハリタル梶原

教授、特 二御援助 テ添 フセル、尼崎市役所井口

衛生課長、不衙生課員、新井衛生課員、 中井戸

籍課長、荒井戸籍課員、林肚會課 員、金井市立

圖書舘員、尼崎警察署幅井衛生係、尼崎市醤師・

其他本作業 テ援助サレタル諸氏、以上各位 二封

シ満腔 ノ敬意 テ捧ゲ其懇篤ナリシ御厚意 ヲ深謝

ス ∩
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結 核 專 門 雑 誌

BeitragezurKlinikderTuberkulose87Band.2Heft.1935e

結 核 豫 防 補 助 トシテ ノ酸 療 法

v.Kapff:DieS5uretherapiealsHilfsmittelbeider

Bek5mpfungderTuberkulose.(Kolbermoor・Ob.

Bayern.)

從 來 ノ工 場 衛 生 上 ノ知 見 二依 レバ、種 々 ノ無 機 酸 、 讐

ヘ バ弗 化 水 素 酸 、 腫 酸 、 亜硫 酸、蟻 酸、 酷 酸 等 ヲ含 ム

空 氣 ヲ吸入 ス ル コ ト・・健 康 ヲ害 ス ル ト云 ・・レテ居 ル 。

著 者 ハ長 年 月 二亙 ル 自 ラ ノ 経 験 、並 ニ工 場 鳳 工 場

圭 、 職 工 等 ノ経 験 ヲ聴 キ、其結 果 上 記 ト反 封 ノ結 果 ヲ

得 タ 。即 酸 工 場 ノ職 工 ノ・非 常 二健 康 デ 、感 冒 、傳 染 病 、

氣 管 枝 炎、 氣 管 枝 喘 息 、 流 感 、殊 二結 核 症 ニ カ ・ラ ズ

長 壽 ヲ保 ツ。 著 者 ノ・1908年 多 数 ノ馨 師及 獣 醤 ノ補 助

ヲ得 テ 之 二付 キ實 地 的科 學 的検 査 ヲ試 ミタ。即 動 物 實

験 ノ外 、特 別 ノ吸入 装 置 二依 リ、 著 者 自勇 及 著 者 ノ子

供 二就 テ、健 康 時 及 疾 患 時 二種 々 ノ酸 ノ種 々 ノ化 合 物

ノ吸 入 ヲ行 ツタ。共 結 果 酸 工 場 二於 ケ ル観 察 トー 致 ス

ル 成 績 ヲ得 タ。

著 者 ノ・「酸 療 法」ト名 ヅケ"Umschau"Frankfurtct。

M1921二 第 一 同 報 告 ヲナ シタ。Prof.Dr.Hartmann

ノ・著 者 ノ實 験 ヲ追 試 シ、 之 ヲ確 詮 シタ。

「酸 ガス 」ノ・皮 膚 及 粘 膜 二作 用 シ、 病 原 菌 ノ 登 育 ヲ止

メ 、 之 ヲ殺 ス。 帥 消毒 、 充 血 蛇 二分 泌元 進 ヲ 來 サ セ

ル 。結 核 菌 ハ蝋 膜 ヲ有 ス ル 故 二 直接 ノ影 響 ハ與 ヘ ナ イ

ガ、 間 接 ノ作 用 ヲ與 へ結 核症 ヲ治療 セ シ メル 。即 酸療

法 ヲ行 ツタ 賂 師 バ ー般 状 態 、食 慾 、睡 眠 ヲ良 好 ニ ス ル

トー様 二云 フ テ居 ル 。

Grollノ ・家 畜 二就 テ 實験 シ、Glatzelノ ・人 髄 結 核 症 二就

テ實 験 シタ。 氏 二依 レ バ、第 三 期 結 核 症 二就 テ血 液 像

恢 復 、 結 核 菌 並 合 併 症 ノ浩 失 ニ ョ ル 著 明 ナ 成 績 ヲ示

シタ。 著 明良 好 ・・一 期 → 三 期 二於 テ75%、70%、45.4

%デ 、 良 好 ノ・5%、10%、25%デ アル。

本 療 法 ハ慢 性 氣 管枝 炎 、 喘 息 、呼 吸 器 傳染 病 、 創 傷 傳

染 、 手術 後 合 併 症 、皮膚 病 等 二良 好 デ アル コ トハ既 二

著 者 ガ報 告 シ テ居 ル 。

酸 療 法 ノ・皮 膚 、粘 膜 二劃ス ル 局 庭 的 ノ豫 防 治 療 作 用 以

外 二血 液 ノ攣 化 ヲ來 ス コ トガ重 大 要素 デ アル 。血液 ノ

高 債PH即 病 的 「アル カ ロー ぜJノ・疾 患 ノ素 因 、成 立 獲

育 二封 スル 重 大 ナ 原 因デ ア ル ガ、 酸 療 法 二依 リPH債

ヲ下 ゲ、 「アチ ドー ジス 」傾 向 トス ル コ トガ出來 ル。

(東 京 市療 黒 丸抄)

結 核 症 患者 ノ肝 臓 機 能 診 断

R.J.Drabkina:FunktionelleDiagnostikderLeber

beiTuberku1δsen.(KiewerTuberkuloseinstituL

Direktor:Dr.」.Bohmenks.Leiterd.wissenschaft・

lichenTeils.Prof.N.Morosowski)

著 者 ノ・結 核 症 患 者 ノ肝 臓 機 能 診 断 ヲ 含水 炭 素 、 蛋 白

質 、色 素 等 ノ新 陳 代 謝 槍 査 二依 ツ テ行 ツ タ。

1.肝 臓 ノ含水 炭 素 新 陳 代 謝 、 一 著 者 ノ・肝 臓 ノ「グ リ

コ ー ゲ ソ」合 成 機 能 ヲ検 査 ス ル爲 二果 糖 員 荷 試 験 ヲ行

ツ タ。 先 ヅ空 腹 時 二患 者 ノ血 糖 ヲ計 リ、 次 デ609ノ

果 糖 ヲ與 へ、 共 後30分 毎 二3時 間 二亙 リ血 糖 蚊 二尿

糖 量 ヲ計 測 シタ。共 結 果 第1期 及2期 ノ亜 代 償 性病 機

ノ結 核 症 患 者 二 於 テ ・・通 常 ト攣 リナ ク、輕 度 ノ血 糖過

度 ヲ來 ス ニ過 ギナ イ。 帥血 糖130mg%ヲ 越 エ ズ、 且

ツ2時 間 以 上 持 績 シナ イ。只第3期 ノ亜 代 償 性 病機 ノ

ー 例 二就 テ ノ・130mg%以 上 トナ)ソタ ガ之 ・・急 性粟 粒

結 核 症 例 デ アル。屡 く見 タ ノ ノ・血 糖 過 度 ガ長 ク持 績 ス

ル コ トデ アル 。帥 元 ノ値 ニナ ル ノ ニ2時 間 以 上 、2.5-

3時 間 力 ・ツ タ 例 デ アル 。即重 症 慢 性 結 核 症 デ ハ血 糖

過 度 ノ曲線 ガ通 常 ヨ リモ徐 々 二下 降 ス ル。

次 二著 者 ハ肝 臓 機 能 障 碍 ・・、肝 臓 ノ「グ リコー ゲ ソ」蓄

積 ノ減 少 ヲ來 ス ヤ 否 ヤ ニ就 テ検 査 シタ。帥先 ヅ空 腹 時

二血 糖 ヲ計 リ、i欠デ 「ア ドvナ リ ソ」1qq(1:1000)ヲ 皮

下注 射 シ、共 後1時 間 迄 ノ・15分 毎 二、更 二共 後1.5時

間 迄 ノ・30分 毎 二血 糖 槍 査 ヲ行 ツ タ。其 結 果 「ア ド レナ

リ ソ」注 射 後 ノ血 糖 曲 線 ・・病 型 ト直 接 ノ關 係 ガ認 メ ラ
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レタ。 帥制 限 サ レタ代 償 性 病 機 ノ患 者 デ ノ・血 糖 係 藪

(「ア ド レナ リ ソ」注 射 後 ノ最 高 糖 量 ト原 値 血 糖 量 ト ノ

比)・ ・高 ク、 血 糖 量 ノ上 昇 ヲ來 シタ。帥係 数 ノ・1.36--

1.97デ アル 。 病 攣 蔓 延 シ、代 償 性 ヲ失 ソタ病 機 デノ・血

糖 曲 線 ガ徐 々 二上 昇 シ、 血 糖 係 数 ・・低 ク1.27--1.45

デ アル 。

代償 性 ノ病 機 蔓 延 期A型 デ ・・亭 均係 敷1.6、BI及BII

型=1・63、BIII型=1.41、 代 償 性 無 キCIII型=1。32

デ アル(病 型 ノ・Prof・St6renberg氏 分 類 二依 ル)。 上

述 ノ實 験 二 依 リ重 症 ノ代 償 性 ヲ失 ツ タ 患 者 デ ノ・血 糖

曲線 が低度 デ徐 々二上 リ、肝 臓 「グ リコ ー ゲy」 蓄 積 ノ

減 少 ヲ示 シ テ居 ル 。

以 上2種 ノ實 験 ニ ヨ リ肝 臓 ノ「グ リコー ゲ ソ」合 成 機

能 障 碍 ノ結 果 、肝 臓 「グ リコ ー ゲ ソ」蓄 積 ノ減 少 ヲ來 ス

コ トガ示 サ レル。

2.肝 臓 ノ蛋 白質 代 謝 一 著 者 ノ・結 核症 患 者尿 二 就 テ

「ア ソモ ニ ア」係 数(「 ア ンモ ニ ア」帥 「ア ソモ ニ ア」璽 類

ノ窒素 量 ト、 全 尿 窒 素 量 トノ關 係)ヲ 計 測 シタ。 測 定

ニ ノ・Modelノ 「コ ロ リメ ト リー」二依 .ツタ。

143同 槍 査1ン、55例 ノ結 核 症 患 者 二 就 テ 實 験 シ倫 尿

ノ残 除 「アル カ リ」及PHヲ 槍 査 シタ。 「ア ンモ ニ ァ」

係 藪 ノ絶 封 値 虹 二亭 均 値 ・・、Al、AII型(10例)デ ・・

正 常 域 ニ アル 。BIIBI型16例 中3例(19%)デ ・・係 激

稽 く上 昇 ス ル ガ6.6以 上 トノ・ナ ラナ イ(正 常 ノ・6)。

BIII型28例 中17例(74%)・ ・著 明 二高 ク8、4%。AIII

型6例 中3例 ノ・上 昇 ヲ示 シタ。

以 上 患 者 ノ尿 中痩 絵 「ア ル カ リ」及PHハ 正 常 ト攣 リ

ナ イ。 帥是 等 ノ患 者 ノ・「ア チ ドー ヂス 」ガ無 イ。從 テ重

症結 核 症 ノ「ア ソモ ニ ア」係 数 ノ上 昇 ノ・肝 臓 ノ蛋 白分

解機 能 障 碍 二依 ル モ ノデ ア ル。

次 二著 者 ノ・蛋 白 質代 謝 ヲ 検 査 ス ル 爲 二Widal/

hamoklastischkeKriseヲ 槍 査 シタ。 其結 果12例 ノ

結 核症 患 者 二就 テ陽 性 ナ ノノ・1例 丈 ケ デ アソ タ。他 ノ

例 ハ臨 林 並 二實 験 室 内 槍 査 法 二 依 リ肝 臓疾 患 ノ明 カ

ニ有 ス ル ニ拘 ノ、ラ ズ反 慮 陰 性 デ ア ツ タ。 從 テ 著 者 ノ・

Erdmann,Adelberg,Schmurowa氏 等 ノ云 フ様 二、本

反 慮 陰性 ノ際 ニ ハ肝 臓 疾 患 ヲ否定 シ得 ナ イ ガ、陽 性 ノ

際 ニノ・肝 臓 疾 患 ヲ有 ス ル モ ノ ト認 メ ル。

3.肝 臓 ノ色 素 代 謝 一 著 者 ノ・結 核 症 患 者 血液 ノ 「ピ リ

ル ビ ン」 ト尿 中 「ウ ロ ビ リソ」ノ検 査 ヲ行 ツ タ。

著 者 ノ血 中 「ピ1,ル ビ ソ」槍 査(Herzfeld氏 法 、Boka-

1tschuk氏 攣 法)ノ 結 果 、BIIII型 及BIIIII型24例

録 387

中6例(25%)ノ ・高 傘 デ、 「ビ リル ビ ソ」卒 均2,4mg%

デ アル 。BIII型 デ ・・7.5mg%、 最 モ 多 イ ノノ・3例 デ

16mg%デ アル 。

尿 中 「ウ ロ ビ リ ソ」槍 査(Flurans法 ニ ヨル)ノ 成 績 ノ・、

AI,AII型 デ ノ・陽性 例 ナ シ。BI,BII(32例)中7例(23

%)ノ ・陽性 。BIII型68例 中41例(60%)ノ ・陽 性 デ ァ

ノVo

以 上 實 験 二依 ツ テ 見 ル ニ 、進 行 ジナ イ結 核 症 デ ノ・全 〃

肝 臓 ノ機 能 障 碍 ヲ鉄 ク カ、叉 ノ・極 ク輕 度 二 個 々 ノ機 能

障 碍 ヲ有 ス ル ニ過 ギ ナ イ。 之 二 反 シ 重 症 例(BIII及

CIII)デ ノ・屡 く機 能 障 碍 ヲ來 ス。

肝 臓 機 能 ノ検 査 二 ・・一種 デ ナ シニ 、数 種 ノ槍 査 ヲ行 フ

コ トガ必 要 デ アル 。 郎 各 ノ槍 査 法 ・・特 別 ノ 意 義 ヲ有

シ、 肝 機 能 ノー ヲ敏 ヘ ル ノ デ アル。肝 臓 ノ多 ク ノ機 能

(謄 汁 形 成 、 糖 形 成 、 蛋 白分 解)・ ・、 ソ ノ肝 細 胞 ・・集 中

(Konzentrieren)シ テ居 テ モ ソ ノ機 能 ノ・生 理 的 二濁 立

シ テ居 ル 。 帥 一 ツ ノ機 能 ガ障 碍 サ レテモ 、同時 二他 ノ

機 能 ノ、侵 サ レナ イ。著者 ノ實験 二依 レバ、 結 核 症 デ ノ・

「グ リコ ー ゲ ソ」形 成 障 碍 ノ、最 モ少 ク、最 モ最 後 二認 メ

ラ レ、色 素 代 謝 「ビ リル ビ ソ」障 碍 ガ最 初 二見 ラ レル 。

(東 京 市療 黒 丸 抄)

結 核 相 談 所 二 於 ケ ル 赤 血 球 沈 隆 速 度 測 定 ノ意 義

J.W.Sopp..DieBedeutungderBestimmung

derBlutk6rperchensenkungsgeschwindigkeitinder

TuberkulosefUrsorge.(Med.Universitats・Poliklinik

Bonn.Direktor:Drof.Dr.M.BUrger.)

著 者 ノ・結 核 相談 所 二於 テ 開放 性 結 核 症 患者212例(コ

ノ内 女 ・・92例)二 就 テ赤 沈 反 磨 ヲ槍 査 ジ タ。Wester-

gren-Katz氏 法 ニ ヨ リ、1時 間 ノ債 ヲ槍 シタ。正 常 値

1-5mm,境 界 値6-10mm.輕 度速 進11-20mm.中

等度 速 進21-30mm.高 度 速 進31-40mm.i著 シ ク 高

度 速 進41--50mm(叉 ノ・51以 上)ト シタ。 女 子 二於 テ

ノ・月経 ト月経 ノ中間 時 期 二測 定 シタ。

共 結 果212例 中正 常 叉 ノ・境 界 値 ヲ示 ス モ ノノ・6.6%デ

アル。212例 中肺 二 明 カナ空 洞 ヲ 有 シナ イ者 ノ・20例

デ、 他 ノ192例 ノ・空洞 ヲ有 ス ル例 デ アル 。而 シテ コ ノ

192例 中11例(5.7%)ノ ・境 界 値 以 下 デ アル。

著 者 ハ前 年ThieleガRheinland療 養 所 デ行 ツ タ成

績 ヲ引用 シ、 之 ト自 ラ ノ成 績 ト ヲ 比 較 シ テ 居 ル 。

Thieleノ ・5145例 二就 テ赤 沈 反 慮 ヲ検 査 シ、次 ノ成 績

ヲ得 テ居 ル。 帥 開放 性 結 核症 例 ノ25%ハ 正 常叉 ハ境

界 値 ヲ示 シ,開 放 性 結 核 症例2828例 中500例 ノ空洞
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ヲ有 ス ル 者 ハ赤 沈 速 度 正 常 デ ア ル 。 開放 性 結 核 症 例

中、 硬 化 壇 殖 型260例 デ ノ・54%が 正 常 値 ヲ示 ヌ。

著 者 ノ・Thieleノ 成 績 ト自 ラ ノ成 績 トノ相 違 ヲ來 ス理

由 二就 テ(療 養 所 ト相 談 所 デ ノ・目的 方 面 が異 ル故 、 ソ

ソニ ヨル種 々 ノ原 因 二起 因 ス ル)ト 述 ベ テ居 ル 。 相 談

所 ノ患 者 ノ・多 ク・・新 鮮 ナ 患 者 デ ア リ、療 養 所 ノ患 者 ハ

既 二前 二治 療 ヲ施 サ レタ者 デ アル 。i欠二 著 者 ノ・赤沈 反

磨 ノ・病 機 ノ経 過 観 察 ノ上 二 債 値 アル コ ト ヲ述べ 次 ノ

統 計 ヲ示 シ テ居 ル 。

肺 結 核 症 デ死 亡 シタ者 二就 テ 長 年 月 ノ 赤 沈 反 磨 ヲ槍

査 ス ル1・、 死 亡5年 前 二51mm以 上 ノ 赤 沈 値 ヲ示 シ

タ者 ノ・8%、 同 ジク21mm以 下 ノ値 ヲ示 シタ者 ハ67

%デ ア ル。次 二死 亡1年 前 ノ成 績 ノ・之 ト反i封 ノ結 果 ヲ

示 シテ 居 ル 。即 チ 死 亡1年 前 二於 テ51mm以 上 ノ値 ヲ

示 シタ 者 ・・58%、 同 ジ ク21mm以 下 デ アツ タ者 ハ14

%デ ア ル。

次 二76例 ノ肺 結 核 症 死 亡 例 二就 テ 、死 亡 直 前 ノ赤沈

反 庶 ヲ槍 査 ス ル ニ、11mm以 下 ノ例 ・・僅 力1例 デ他 ノ

75例 ・・急i速 ノ沈 降 ヲ示 シテ居 ル(51mm以 上 ノ・46例

=60.5%)。

以 上 ノ如 ク経 過 不 良 ノ例 ノ・赤沈 沈 降 高 度 デ アル ガ、経

過 良 好 ノ場 合 ニ ノ・多 クハ ソ ノ恢 復 ヲ見 ル ノデ アル。

著 明 ナ コ トノ・盧 脱 療 法 ニ ヨル 急速 ナ ・赤沈 反 雁iノ 恢 復

デ アル 。著 者 ノ氣 胸 ヲ施 シタ10例 二於 テ ノ・3-4週 間

以 内 二赤 沈 反 慮 ガ50%以 上恢 復 シテ ナル 。

(東 京 市療 黒 丸 抄)

小 見 二 於 ケ ル 肋 膜 石 茨 沈 著(鎧 胸)呂 就 テ

J.LBurckhardt:Uberpleuraverkalkung(Panz.

erpleura)imKindesalter.(KindersanatoriumPro

Juventute.Davos.)

肋 膜 ノ石 灰 沈 著 ノ・成 人 デ ノ・稀 デ ノ・ナ イ ガ、小 見 デ ノ・殆

ドナ イ ト云 ノ、vテ ヰ ル。著 者 ノ・小 見 ノ2例 ヲ報 告 シテ

オノレ。

第1例 ノ・薄 弱 ナ10歳 男 見 デ、4歳 ノ時 肋 膜 炎(恐 ラ ク

ノ・特 殊 性)ヲ 経 過 シタ。 輕 度 ノ全 均 症 候 ヲ件 ヒ、「レ・ソ

トゲ ソ」像 二於 テ定 型 的 肋 膜 石 灰 沈 著(左 肺 中野 二8×

6・5cm・、左 肺 下 野 ニ モ之 ト類 似 セル 陰 影 ア リ)ノ 所 見

ヲ示 シ、 胸 部 二 ・・時 々Knacken及Knarrenヲ 隠 取 ス

ル。 コ ノ所 見 ノ・16歳 二至 ル モ全 ク同様 デ、 著 明 ナ病

症 ヲ呈 シナ イ。 特 二 呼 吸、 心臓 肋 膜 ノ障 碍 ・・ナ イ。

只 赤 血 球 沈 降 反 磨 丈 ケ ノ・尚 充 分 ナ 治 療 ヲ 鉄 ク ト云 フ

印 象 ヲ與 ヘ ル。 病 攣 所 見 ガ珍 ラ シ イ ノデ 、 コ ノ例 ノ・
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1929--1930年 間 二種 々 ノ呼 吸 器 科 馨 師 二 依 ツ テ明 カ

ナ 診 断 ヲ與 ヘ ラ レ ズ ニ、横 隔 膜 「ヘ ル ニ ヤ」又 ハ肺 包 贔

症 等 ト診 断 サ レタ モ ノデ アル。 併 シ乍 ラ コ ノ所 見 ハ

「ソ ソ トゲ ソ」像 二依 ツ テ薄 イ 石 灰 沈 著 竈 ト見 ル ベキ

モ ノデ アル 。

第2例 ハ12歳 牛 ノ男 見 デ、1歳 牛 ノ時肋 膜 肺 炎 ヲ経

過 シタ。 輕 熱 並 二輕 度 ノ 自魔 症 候 ガ アル。 「レン トゲ

ソ」像 ニ ヨ リ著 明 ナ肋 膜 巌 痕 ノ近 ク ニ、 右 肺 下 野 二5

cm×2・8cmノ 濃 イ肋 膜 石灰 沈 著 竈 ガ 見 ラvル 。 横 隔

膜 ・・短 縮 シ、胸 廓 ノ・昭 凹 シ テ居 ル 。 肺 所 見 ハ輕 度 デ ア

ル 。2年 間 二症 状 ・・恢 復 シタ ガ、 獲 育 ノ・不 良 デ、 著 シ

ク痩 セ テ居 ル。

上 述 ノ如 ク2例 ノ肋 膜 石 灰沈 著 例 ノ・幼 年 期 二蛋 病 シ

タ モ ノデ ア ル コ ト明 カ デ アル 。2例 共 原 因 ・・滲 出性 肋

膜 炎 デ アル 。

之 ハ結 核 性 ノモ ノ カ否 ヤ ニ就 テ ノ・確 實 ナ 根 擦 ハ無 イ

ガ、併 シ最初 ノ疾 患 ニ ヨ リ恐 ラ クノ・確 ヵ 二結 核 性 ノモ

ノ ト認 メル コ トが 出來 ル。

2例 共 獲 育 ノ・著 ジ ク障 碍 サvテ 居 ル。第1例 デ ハ活 動

性 病 機 ノ持 績 ト考 ヘ ラ レ・ル ガ、第2例 デ ・・ソ ウ考 ヘ ラ

vナ イ。 顯 著 ナ ノノ・、第1例 デ ハ胸 廓 、 縦 隔 賓 、 横 隔

膜 等 二廣 汎 性 石 灰 沈 著 ヲ有 ス ル ニ拘 ノ・ラズ、胸 廓 ノ昭

凹 ・・輕 度 デ 、心 臓 障 碍 ヲ鉄 ク コ トデ ア ル。

從 來 斯 カル石 灰 化 ・・始 終 同 一 ノ病 攣 ト シテ止 マ ツ テ

ヰ ル カ ト云 フ 問 題 ガ ア ル ガ、 之 ハ長 ク 病 機 停 止 シ、

病 竈 ノ・搬 痕 組 織 二包 埋 サ レテ居 ル故 二、ソ ノ蛋 育 叉 ノ・

新 生 ノ傾 向 ガナ イ コ ト明 カデ ア ル。次 二古 イ外傷 ヤ古

イ炎 症 ノ ア ツ タ場 合 二肋 膜 炎 ガ再 蛮 シ、次 デ夏 二石 灰

化 シナ イ カ ト云 フ問題 ガ アル が、之 二就 テ余 ノ第1例

・・特 二興 味 アル例 デ アル 。 帥登 育 ス ル 小 見 ノ髄 デ ァ

ル が、5年 間石 灰 沈 著 竈 ハ 「レ ソ トゲ ソ」像 二於 テ細 片

ノ形 モ濃度 モ全 ク 同 一 デ アル 。然 ル ニ病 機 ハ全 ク閉 止

シテ居 ナ イ。帥駿 育 ハ不 良 デ、 時 々倦 怠 ア リ、 特 二赤

沈 反 慮 ハ不 良 デ アル。

之 ・・肋 膜 疾 患 ガ休 止 シナ イ ト云 フ コ ト 以 外 二原 因 ガ

求 メ ラ レナ イ。特 二不 良 ナ 赤沈 反 慮 ガ定 型 的 デ アル。

(東 京 市療 黒 丸 抄)

非 定 型 的 遅 緩 性 コ 。ホ 氏 現 象 二關 ス ル 新 實 駿 的 研 究 。

結 核 菌 毒 素 及 復 接 種 二依 ル 局 虚組 織 笈 感

FrancescoGiordano:NeueexperimentelleUnter-

suchungen-UberdasatypischeverlangsamteKochs-

chePhtinomen.LokaleGewebsreaktionenbei
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WiederimpfungvonTuberkelgiften.

著 者 ・・1924年 コ ノ研 究 ヲ 始 メ、1930年 第1同 報 告

(F.Giordano.Giorn.Tisio1・1930,Nr.8.)ヲ 爲 シタ。

帥 著 者 ・・結 核 菌毒 素 ヲ以 テ ス ル 反 復 接 種 ノ 間隔 ヲ延

長 ス ル コ トニ依 リ、コ ッホ 氏 現 象 ト反 封 二、 接 種 局 塵

二繁 殖 反 慮ProliferierendeReaktionヲ 生 ゼ シメ タ。

實 験 動物 ・・天 竺 鼠 ト家 兎 ヲ用 ヒ タ。先 ヅ著 者 ・・同一 結

核 菌株 ヲ用 ヒ テ3種 ノ結 核 菌毒 素 液 ヲ作 ツ タ。帥(1)

「グ リセ リ ソ」寒 天 培 養 結 核 菌 ヲ生理 的 食 璽 水 二浮 べ、

57.。C-4時 間滅 菌 シ、 乾 燥 シ、 更 二 滅 菌 水 ニ テ

1110000稀 羅 液 トス ル。 之 ヲF-Chamberland-Kerze

デ濾 過 ス ル。(2)同 様 結 核 菌 液 デ アル ガ.120。C、15

分 間 デ滅 菌 ジ、 濾 過 シナ イ モ ノ。(3)80。C、60分 間 滅

菌、 濾 過 シナ イ。

以 上3種 ノ…毒素 液 ヲ3同 二亙 リ、(1)、(2)、(3)

順 次 二接 種 シタ。 接 種 間 隔 ノ・第1一 第2ノ 間 ノ・2ク

月。 第2一 第3ノ 間 ・・約4ケ 月 ト シタ。

接 種 量 ノ・家 兎 及 天 竺 鼠 ヲ各3群 二分 チ 、共 各 群 二依 リ14

擁 量ヲ異ニシタ劉 天竺鼠a詐 剛9%洞B輸

mg%、 同C群=葡mg%。 家 兎a群=toM9%s同B群

島mg然 同C群 岳mg%デ77Ve

實験 ノ結果、全経過 ヲ見 ルニ、一般 二動物 ノ・毒素接種

後多少 早期 二著 明ナ盟重培加 ヲ示ス。之 ノ・進行性 二墳

加 ヲ來 シ、 最後 ノ接種後 直チ ニー時減少 ヲ來 ス が、共

後・・比較 的長 期間盟重静止スル。共後 多少急速 二鰹 重

減少 ヲ來 ス。コ ノ経 過ハ家 兎 二於 テノ・著明 デア リ・天

竺鼠 二於 テ・・動揺 ヲ示 シタ。

具天竺鼠C群 ノミ・・第1同 接種後著明 ナ 膿重減少 ヲ

來 シ、 一般状 態不良bナ リ、著明ナ 中毒 症状ニ ヨリ2

ケ月後死 亡 シタ ノデコ ノ群 ノ實験 ノ・績行 出來 ナ カツ

タ 。

次 二血液像 ヲ槍 ス ルニ、之 ・・各 ノ實験 二於 テ殆 ドー致

スル成績 ヲ示 シタ。帥毒 素液接種後毎同著 明ナ白血球

増多症 ヲ來 シ、之 ・・漸時徐 々二恢 復 シテ次同接種 迄 二

・・正常 トナ ソタ。 赤血 球 ハ第1同 接種後著 シ ク 増加

シタ。然ル ニ反復接種 ノ際 ニノ・異常 ヲ示 シテモ徐 々 ト

ナ リ、減 少 ノ傾向 ヲ示 シ久

次二接種局堪反慮 ノ成績 ハ重要デ アル'.ag1毒 素液接

種後ニハ局塵 二反 磨 ヲ呈 シナイ。次 デ1ケ 月後 二第2

毒素液 ヲ接種 スル ト天竺 鼠 モ 家兎 モ 特有 ナコ ッホ茂

現象 ヲ呈 シ、局塵 二急i速二浸潤 ヲ生 ジ、5日 ニ シテ崩

壌 シ、40日 後搬痕化 スル。次 二4ケ 月後 二第3同 接
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種 ヲ行 フ ト、定型的 コ ッホ氏現象 ヲ起 サ ズニ繊 維乾酪

性 ノ繁殖 性反磨 ヲ起 ス。

帥天竺 鼠デハ約40日'ニ シ テ 局虎 二 小結 節浸潤 ヲ生

ジ、 之 ノ・崩壊 シ、約40日 ニ シテ治 リ、共塵 二硬 イ繊

維性結節 ヲ生 ズル。 家兎 デノ・極 メテ緩慢 ナ 経過 ヲト

リ、浸潤 ガ最大 トナル ノノ・5乃 至11ケ 月後 デアル。

大 キdモ ノノ・鷲鳥卵大 トナル。崩 壊 ノ・5ケ 月後 デ、治

癒 ノ・非常 二緩慢 デ アル6天 竺 鼠 デモ家兎 デモ浸潤結節

ノ・ソノ大小 二拘 ハ ラズ、其 中央 ハ埋死 即乾酪物質 ヨ リ

成 リ、種 々ノ色素沈著 ヲ件 ヒ、周 園 二繊 維性反慮 ヲ起

ス。即結締織繊維 ニ ヨ リ浸潤物 質ハ大 小 ノ葉 二分 タ ソ

テ居 ル。 コ ノ大結 節二就 テ著 者ノ・Pseudolipomab名

付ケ タ。結 節 ヲ組織學 的二見ル ト、不 染色性不正形頽

敗物(乾 酪物 質)ノ 暦 ノ周国 二Ghimsa染 色 二依 リ核

及 核遺 残 ヲ見 ル。之 ・・多 クハ小淋巴細胞 デ、之 二多少

類上皮細胞(組 織球及繊維母細胞)ヲ 混 ズル。倫叉新生

血管 ヲ件 フ新 生結締織 ヲ見ル。

上蓮 ノ如 クコ ノ結 節ノ・人盤結 核症 ノ繊維乾酪性病攣

ヲ想像 セ シメルモ ノデアル。

以上成績 二示 ス様 二天竺鼠及家 兎二就 テ、結核菌毒素

液反覆接種 ノ期間 ヲ4ケ 月 ノ間隔 デ行 フ ト非定型 的

コ ッホ氏現 象 ヲ呈 シ、接 種局塵 二繊維乾酪性結節 ヲ生

ジ、緩慢 ナル経過 ヲ トル。コ ノ非定型的経過 ニノ・、接

種 間隔 ノ時間的要素(FaktorZeit)ガ 重要ナ意義 ヲ有

スル。之恐 ラクハ最初接種 ニ ヨリ起 ツタ過敏性 ガ時 日

ト共 二減 退スル關係 二依ルモ ノデアル。

(東京市療 黒丸抄)

重 症 肺 結 核症 ノ饗 合 内 科療 法

II.適 膿 症 蛇 二禁 忌

AdolfKutschera・Aichbergen:Kombinierteinterne

TherapieschwererLungentuberkulose.II.Anzeigen

undGegenanzeigen.

著 者 そ・第1同 報 告(Beitr.Klin.d.Tbc.B.84,H.6.)

二登 表 シタ礎 ノ重 症 肺 結 核 症 患 者 二i封 ス ル 生結 核 菌

蛇 二金 製 齊lLopin注 入 療 法 二就 テ 記 載 シ、 特 ニ ソ ノ

適 慮 症 並 二禁 思 二就 テ報 告 シテ居 ル。印 生結 核 菌 接 種

二依 リ特 殊 抵 抗 力 ノ増 強 ヲ來 シ、Lopin注 入 二依 リ結

締 織 形成 ヲ塘 進 セ シメ ル ト云 フ ノデ アル 。

結 核 症 患 者 二封 シテ生 結 核 菌 治療 接 種 法 トシ テ ハ、毒

力 ノ強 イ生 結 核 菌0.01--0.03mgヲ 皮 内 二 接 種 ス ル

ノデ アル。 著 者 ・・1000同 以 上 接 種 ヲ行.ツ タ が、 接 種

局 庭 ノ附 囑 淋 巴腺 ノ侵 サL・タ 者 及 肺 疾 患 ノ蔓 延 ヲ來
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シタ例 ・・1例 モ ナ イ。病 竈 反 慮 ・・古 イ接 種 材 料 ヲ使 用

シタ 時 二稀 二起 ル が、14日 以 内 ノモ ノデ ノ・起 ラ ナ イ。

(著 者 ノ・SachsisごheSerumwerkinDresdenカ ラ供

給 サ レタ生 結 核 菌 ノ14日 以 内 ノ材 料 ヲ 使 用 シ テ居

ル),以 前 二 ・・喀 疾 中 二結 核 菌 ヲ詮 明 ス ル 例 ニ ノ ミ使

用 シタ カ。、今 ・・病 歴 ニ ヨ リ肺 結 核 症 ノ診 噺 確 實 ナ 者 二

迄 適 慮 範 園 ヲ廣 メ テ居 ル。

著 者 ノ・先 ヅ本 療 法 ノ適 磨 症 並 禁 忌 ノ 範 園 ヲ 決定 ス ル

爲 二53例 二就 テ實 験 シタ。 是 等 ノ・総 テ喀 疾 中 二結 核

菌 ヲ誰 明 シ、「レソ トゲ ソ」像 二依 リ空 洞 ヲ有 ス ル 重 症

例 デ ア ル。

53例 ノ治 療 成 績 ヲ見 ル ニ、35例(66.1%)ノ ・喀 疾 中結

核 菌 陰 性 トナ リ、「レ ソ トゲ ソ」像 二於 テ空 洞 ノ消 失 ヲ

來 シタ。5例(9.4%)・ ・死 亡 シ、13例(24.5%)・ ・治 療

縫 績 中 デ アノレ。

著 者 ・・コ ノ療 法 ト同時 二、肺 虚 脱 療 法 蛇 其 他 一 般 療 法

ヲ併 用 シテ居 ル 。 而 ジテ 生 菌 接 種 蛇 二Lopin療 法 ト

共 二其 他 ノ総 テ ノ療 法 ヲ行 フ コ ト ヲ 特 二 圭 唱 シテ居

ノレo

著 者 ・・25例 ノ實 験 例 ヲ特 二詳 述 シテ共 實 験 経 過 ヲ示

シ、 適 磨 症 蛇 二禁 忌 二就 テ次 ノ如 ク指 示 シテ居 ル。

適 庶 症 一一1.新 鮮 デ 、柔 軟 ニ シテ 且 弾 力 性 ヲ有 ス ル ニ

次 性 空 洞Sekundarkavernenヲ 有 ス ル例 、然 モ 其 空洞

ノ・直 径8.Ocmヲ 越 エ ナ イ コ ト。

2・ 索 條 形 成 ニ ヨル不 完 全 氣 胸 、爲 二空 洞 ノ萎 縮 ヲ妨

ゲ ラ レタ 例。3.喉 頭結 核 症 ノ合 併 。

4.充 進 セ ル抵 抗 力 ヲ保 持 ス ル爲 、氣 胸 中止 後 ノ後 療

法 ト シテ行 フ。

禁 忌 一1.初 期攣 化群 。2.NegativeAnergieノ 状

態 ニ アル 進 行 シタ 患 者 デ、著 シ イ燈 内再 感 染 ヲ有 ス ル

例 。3.搬 痕 壁 ヲ有 ス ル 古 イTertitirkavernenヲ 有

ス ル例 。(東 京 市療 黒丸 抄)

分 泌物 形 成 呂依 ル胸 痛

LudwigVajda:AufSekretbildungberuhender

Brustschmerz.(LungenabteilungderLandeskrank・

enversicherungsanstaltinDebrecen,Ung.)

肺 内 二分 泌 物 ガ 出來 ル ト疾 痛 ガ起 ル。コ ノ終痛 ・・分 泌

物 ヲ喀 出 ス ル ト直 チ ニ止 ル 。若 シ共 虞 二再 ビ分 泌 物 が

出來 ル カ、叉 ノ・他 ノ場所 カ ラ分 泌 物 ガ來 ル ト再 ビ疾 痛

ガ起 ツテ 來 ル。

疾 痛 ノ・最 初 歴 迫 感 トシテ感 ゼ ラ レ、漸 次 増 弧 シ テ烈 シ

イ 銑 イ痛 ミ トナ ル 。
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肺 内 二於 ケ ル 蓮 動 蛇 二 知 畳 帥 輕 終 末 部 ノ 分 布 ハ 個

人 々 々二俵 ツ テ種 々相 違 が ア リ、之 ノ・痺 痛 ノ登 生 二關

シテ重 大 ナ意 義 ヲ有 ス ル。疾 痛 ノ・肺 外 及 肺 内 二起 ル。

前 者 二於 テ ・・、 肺 二 生 ジタ反 射性 刺 戟 ガ、遠 心 性 二脊

髄 頸 瀞 経 二達 シ、之 ヨ リソ ノ分布 ス ル 筋 肉 二達 ス ル。

帥筋 肉 ハ敢 縮 シ、 知 畳 障碍 帥疾 痛 ヲ來 ス。

次 二後 者 二於 テ ・・2ツ ノ方 法 二依 ツ テ 疾痛 ガ 起 ル。

(1)肺 内 二生 ジタ 刺 戟 ・・生 理 的 刺 戟 ト シテ心 臓 及 呼

吸 中櫃 二達 セ ズ ニ、寧 口直接 叉 ・・間接 二疾 痛 中 梱 二達

ス ル。(2)肺 内 二 生 ジ タ反 射性 刺 戟 帥肺 内 刺 戟 ノ・、 副

交 感 紳輕 繊 維 二依 ツ テ肺 内 二復 蹄 シ、氣 管枝 二部 分 的

痙 攣 ヲ生 ズル 。

肺 内分 泌 物 ノ・神 経 終 末 部 二 機 械 的 蛇 二 化 學 的 刺 戟 ヲ

與 ヘ ル ノ デ アル 。(東 京 市 療 黒 丸 抄)

少 年 二於 ケ ル 結 核 感 染 問 題

Biising:ZurFragederTuberkuloseinfektionbei

mannlichenJugendlichen.(Gesundheitsamtder

StadtKiel-Leiter:StadtmedizinalratDr.Klose)

著 者 ・・1929年 ヨ リ1935年 二至 ル 間、Kie1ノ 學 校 生

徒 ノ「レ ソ トゲ ソ」検 査 ヲ行 ツタ。

コ ノ 目的 ノ・、結 核 症 ノ感 染 程 度 、 及}定 年 齢 叉 ハ職 業

二於 ケル 感 染 状 態 ヲ検 査 ス ル タ メ デ アノレ。著 者 ・・「レ」

線 透 硯 ヲ行 フ ニ當 リ、廣 クー 整 二 多籔 ノ人 ヲ検 査 スル

方 法 ト、同一 學 校 二就 テ牛 年 乃 至 鍛 年 ノ間 隔 ヲ置 イテ

度 々検 査 ス ル 方 法 ノニ ツ ノ法 ヲ用 ヒテ居 ル 。

其 成 績 ヲ見 ル ト、 結 核 症 患 者 ノ・1600例 中10例 帥0.6

%デ 、200例 二i封 シ約1人 ノ割 デ アル。 コ ノ結 果 ノ・著

者 ガ1915年 二報 告 シタ成 績 帥1291例 中9例=0.7%

トー 致 ス ル。

次 二燧 質 二就 テ ノ・持 別 ノ關 係 が認 メ ラ レナ イ。無 力 性

禮 質 ノ者 ガ特 二罹 リ易 イ ト云 フ關 係 ハ ナ イ。屡 く強 イ

登 育 良好 ナ者 が 侵 サ レル。侵 サ レテ 居 ル ノ・・地 方 出 ノ

モ ノ ガ多 イ。

職 業 二特 別 ナ關 係 ガ認 メ ラ レナ イ。

著 者 ノ検 査 成 績 ト結 核 症 ノ報 告 ヲ比 較 シテ見 ル ト、最

モ感 染 ノ多 イ年 齢 ハ19歳 以 上 デ アル 。

著 者 ・・統 計 表 ヲ 多 数 暴 ゲ 尚 「レン トゲ ソ」透 覗 ノ重 要

ナ コ トニ就 キ種 々述 ベ テ オル 。(東 京 市療 黒 丸抄)

保 存 的 療 法 二依 ル 舌 及 咽 頭 後 壁 ノ 結 核 性 潰 痂 ノ

治 療 呂就 テ

K・Schuberthu.P.Frtihmann:VberHeilungtu・

berku16seGeschwtirederZungeundderhinteren
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RachenwanddurchausschliesslichkonservativeBe。

handlung.

著者 ・・舌及 咽 頭 ～結 核 性 潰 瘍 ノ 治 療 法 ト シテ藥 液 洗

務 療 法 ト光 線 療 法 ヲ行 ツ タ。藥 液 ハ 「アル タ」根 煎 液 、

rグ リセ リ ソ」、「アル コ ホル 」、 「メ ソ トー ル」油 等 ノ混

合 液250c・c・二 〇.01c・c・ノLopion(金 製 剤)ヲ 混 ジタ モ ノ

デ アル。 之 ニ ヨ リ1日3同 宛 洗瀞 スル 。

光 線 療 法 トシ テ ・・Wessely力 喉 頭 結 核 症 二用 ヒタ塵

ノ炭 素 孤 光 燈 ヲ用 ヒタ。1週 間 二2同 宛 照 射 シ、最 初

1同 二1分 、 漸 次 増 シテ10撒 分1・7・ル。 著 者 ノ・3例

ノ治 療 シタ實 験 例 ヲ暴 ゲ テ居 ル。照射3乃 至4同 デ疾

痛 ・・減 ジ、 次 デ1-2同 デ疾 痛 ノ消 失 ヲ來 ス.著 者/

第1例 ・・16同 、 第2例 ・・36同 ノ照射 ヲ行 ヒ、第3例

・・3週 間 デ潰 瘍 ガ全 〃消 失 シタ。

著 者 ・・是 等 ノロ腔 内 粘膜 結 核 症 ・・肺 病 機 ト・・關係 ナ

ク治 癒 ス ル ト云 ソ テ オル。(東 京 市 療 黒 丸 抄)

ZeitschriftfUrTuberkulose.Bd.71.H.3.1934.

券蘭 、=於ケ ル1771-1929年 間 ノ肺 結 核 蔓 延経 過

WoldBackmann.u.SeveriSユvomen.:DerVerbrei-

tungsverlaufderLungentuberkuloseinFinnlandin

denJahren1771--1929

券 蘭 ノ・1749年 二迄 遡 ル所 ノ累 年 死 因 統 計 ヲ所 有 シテ

ヰル世 界 唯 一 ノ國 デ アル。 ヨツ テ券 蘭 ノ結 核 豫 防協 會

ハ之 ヲ資 料 トシ テ 同 國 二於 ケ ル 肺 結 核 ノ疫 學 ヲ調 査

セ ソ ト決 心 シタ。此 ノ調 査 ・・死 因記 録 二基 クモ ノデ ア

リ、死 因記 録 ナ ル モ ノ ノ・牧 師 ガ死 亡 者 ノ家 族 乃 至 ・・擁

護 者 ヨ リ ノ供 述 二基 イ テ作 プ レ・タ モ ノ デ アル。唯 都 市

二於 テ ・・1893年 以 來 凡 テ ノ死 因 ・・署 師 ニ ヨ リテ決 定

セ ラ レタ。

初 期 ノ材 料 ・・信 愚 ス ル ニ足 ル モ ノ カ否 カ ト云 フ疑 問

二樹 シ テ ハ著 者 等 ノ・此 ノ加 キ意 見 ヲ持 ツ テ ヰル 。即 チ

甚 ダ特 徴 アル 臨 林 所 見 ヲ呈 ス ル 晩 期 肺 結 核 ・・一 般 人

デ サヘ モ 多 ク ノ場 合 正 ジ ク之 ヲ知 ル ト思 フ シ、叉 牧 師

が往 古 可 成 リ屡 く署 學 二關 與 シテ居 ツ タ ト 云 フ状 況

ヲ知 ル ナ ラ バ恐 ラ ク ハ共 ノ死 因 二 就 テ モ大 抵 ノ揚 合

正 シク 記載 シテ居 ツタ モ ノ ト見 テ差 支 ア ル マ イ ト考

ヘル。更 二叉 此 ノ調 査 ガ比 較 的 大 キ ナ匠 劃(地 方軍 位)

トナ ツ テ居 リ、 且 ツ 同時 二長 イ年 月帥 チ10年 間 隔 ト

シタ コ トニ ヨ ツ テ此 ノ統 計 ノ信 愚 ・・一 層 高 メ ラ レル。

調査 ノ成 績 ノ、次 ノ様 デ アル 。

既 二18世 紀 末 カ ラ肺 結 核 ・・券 蘭全 趨 二披 ツ テ居 リ都

市 ハ感 染 中 心 ト見 ラ レル 。最 初 ノ流 行 地 ・・矢 張 リ此 ノ

國 ノ最 古 ノ文 明 地 ト目 サル ・地 方 デ アル。19世 紀 ニ

ノ・次第 二疾 病 振 張 ン、 其 ノ最 高鮎 ノ・1860--1870年 頃

デ アル 、夫 レ カ ラ次 第 二下 降 ガ始 マ ル。 都 市 二於 ケ ル

死 亡 ・・全 期 ヲ通 ジ テ田 舎 二 於 ケル ヨ リモ 遙 カ ニ多 ク

今 世 紀 マ デ綬 イ テ居 ル コ トデ ア ル が 今 世 紀 ニ ナル ト

雨 者 ノ死 亡 率 ・・略 同率 位 トナ ル。全 券 蘭 二於 ケル 肺 結

核死 亡 ・・1000人 ノ佳 民 二i封 シ テ1771-1780年 ノ10

年 期 二於 テ1.60デ アル、 ソvカ ラ共 ノ死 亡 牽 ・・増 加

シ其 ノ最 大 二達 シテ居 ル ノ ・・1861-1870年 ノ10年

期 デ ア ツ テ2.96。 此 塵 カ ラ叉死 亡 率 ・・低 減 ノ傾 向 ヲ

トツ テ居 ル。 而 シテ1921--1924年 デ ・・2.05デ アル。

著 者 所 掲 ノ曲 線 二就 テ共 ノ 死 亡 牽 ヲ 観 察 ス ル ニー般

二凡 テ ニ於 テ 同様 ナ経 過 ヲ認 メ 得 ル 、 即 チ上 昇 、最 高

低 下 デ アル 。曲線 ノ・比 較 的 低 値 カ ラ始 マ リ、 最 高 二達

ス ル迄 ・・可 成 リZF等 二 上 昇 シ、ソVカ ラ今 日 ノ高 サ ニ

下 降 ス ル コ トガ始 マル。今 日 ノ高 サ ・・一般 二 最 高 ヨ リ

モ 著 シク 低 イ庭 ニ アル 。最 高 ノ大 イサ ・・國 ノ種 々 ナル

地 方 ニ ヨ リテ著 明 ナ 攣 化 ガ ア リ且 ツ此 ノ最 高 鮎 ノ到

來 ノ時 期 ガ非 常 二動 揺 シ テ居 ル 。結 核 ガ明 ラ カ ニ初 メ

テ 侵 入 シタ 地 方 二於 テ ・・最 モ死 亡 奉 ノ大 ナ ル 低 下 ガ

見 ラ し・ル。今 日デ ・・北 券 蘭 ノ数 地 方 ヲ除 イ テ ・・結 核 ・・

全 盟 何庭 デ モ減 少 シテ居 ル ト見 テ 差 支 ヘ ナ イ様 デ ア

ル 。此 ノ北 券 蘭 ノ地 方 ノ・大 規 模 ノ森 林 事 業 ノ結 果 最 近

10年 來 初 メ テ交 蓮 ガ頻 繁 ニナ ソタ 地 方 デ アル 。

著 者 ・・此 ノ統 計 的 ノ調査 カ ラ 肺 結 核 減 少 ノ原 因 二就

テ簡 軍 二言及 シテ居 ル。即 チ其 ノ原 因 トハ生 活 標 準 ノ

ー般 的 向 上 ガ著 シク重 要 ナ要 素 デ ア ル コ トハ疑 ナ イ

事 デ アル ガ、之 レ/ミ ガ唯 一 ノモ ノデ ノ・アル マイ ト思

ノ・レル 。他 ノ要素 トノ・如 何 ナル モ ノデ アル カ ト云 フ事

二就 テ ・・何 モ確 カナ コ トハ詮 明 サ レテ居 ラ ヌ。

.(東 京 市療 池 上 抄)

病 院 二 於 ケ ル 看 護 婦 ノ結 核 感 染 。重 感 染 ノ問 題 二

就 イテ

H.Kramer:UberSchwesterninfektionenmitTuber・

kuloseinKrank瓠hausem.ZurFragedesSuperin-

fektes.

本 論 文 ノ初 メ ノ部 分 二於 テ ノ・文獄 的 二諸 先 進 ノ成 人

結 核 感 染 ノ問 題 二 關 シテ ノ意 見 ヲ述 べ、次 ノ部 分 二於

テ 自 己観 察 例 二基 キ テ簡 軍 ナ記 載 ヲナ、シ、共 ノ際 次 ノ
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事 ヲ確 謹 シ テ居 ル 。帥 チー 般 病 院 デ 働 イ テ居 ル看 護 婦

達 二就 テ ノ・1%足 ラズ結 核 二罹 ツ テ居 ル 、然 ル ニ最 モ

好 條件 ノ衛 生 状 態 ニ アル 結 核病 院 二於 テ 働 イ テ居 ル

看 護 婦 デ ノ・16%モ 罹 患 シテ居 ル。 此 ノ様 ナ有 檬 デ ア

ノシカ ラ

1)療 養 所,病 院 二於 テ ハ 開放 結 核 ト閉 鎮 結核 ヲ匠

別 シテ置 ク コ ト。

2)結 核 ノ防衛 上 衛 生 的 方 法 ヲ促 進 ス ル コb・

ガ望 マ シイ。(東 京 市療 池 上 抄)

雨 側 空 洞 性 肺 結 核 症 ノ特 異 ナ ル臨 淋 観 察 例

K.Damb16(Mttnsteruniversitatsklinik):Ubereine

eigenartigeklinischeBeobachtungbeidoppelseitiger,

kavern6serLungentu1)erkulose

重 症 雨 側性 空 洞 性 結 核 症 デ特 異 ナ ル 臨躰 経 過 ヲ トツ

タ1例 報 告 デ アル 。 患 者 ・・17歳 ノ少 女 デ入 院 ト共 ニ

ー 般 藥 物 療 法 ヲ行 ヒ次 デ左 側 二先 ヅ 人 工 氣 胸 ヲ 試 ミ

タ 、完 全 氣 胸 ・・不 可能 デ右 側 ノ空洞 ノ・次 第 二壇 大 、 仲

々所 見 ハ ヨ ク ナ ラ ヌ。,1日 量喀 疾 ノ・10-15α α結 核 菌

(+)熱 ・・36.。6-38.。2C。 左 側 ノ索 條 焼 灼 ヲ行 ツ タ ガ

著 晦 ナ 数 果 ハ得 ラ レナ カツ タ。空 氣 歴 ニ ヨツ テ輩 壁 空

洞 ヲ縮 小 セ ジメ ソ トシタ ガ其 ノ敷 ナ 〃 右 側 ・・次 第 二

増 悪 。 次 デ右 側 ノ人 工 氣胸 ヲ試 ム。矢 張 り完 全 ニ ハ虚

脱 ヲ來 サ ヌ。肺 活 量 ヲ見 ナ が ラ極 度 二氣 胸 ヲ行 ブタ 虜

段 々良 ク ナ ツ テ喀 疾 量 モ3--5aqト ナ ツ タ。 併 シ尚 ホ

菌(柵)熱36.。6-37.。3Cデ 退 院 。此 ノ間約8ケ 月 デ ア

ル。 更 二3ケ 月後 再 入 院。所 見 ハ著 明 二悪 クナ ツ テ居

ル。 強度 ノ咳 漱 、 盗 汗 ア リ、右 側 ノ索 條 焼 灼後 外 科 二

廻 シ テ肺 尖 剥 離 術 ヲ行 フ。「レン トゲ ソ」撮 影 ニ ヨ リ、

左 側 ハ完 全 氣胸 、空 洞 ・・從 前通 リ、 右 側 ハ氣 胸 ハ不 完

全 ナ ル モ 手術 後 空 洞 ・・縮 小 ス、喀 疾 量5-15α α菌(柵)、

S.R.35(1時 間値)熱37。-38。3.C此 間矢 張 リー般 藥

物 療 法 ヲ行 フ。右 側 ・・頑 固 ナ ル 皮 下 氣 腫 ヲ來 シタル ヲ

以 テ氣 胸 中 止。 左 側 ノ ミ績 行 ス ル。貧 血 ヲ來 ジ全 盟 ノ

所 見塘 悪 ス 、 共 後 突 然 悪 寒 戦標 ア リ テ 高 熱 ヲ 出 シ

39。8.C二 迄 達 ス。14日 間持 纏 、左 側 二廣 汎 ナル漿 液

氣 胸 ア リ、日 々衰 弱 入 左 側 胸 腔 ノ滲 出液 ヲ其 ノ 】12取

リ去 リ藪ccノ 滅 菌 「オv一 フ」油 ヲ注 入 シ、左 側 ノ氣 胸

ヲ陽歴 ト シタ。此 ノ如 キ コ トヲ数 同 繰 返 シタ。 斯 クス

ル 中 二状 態 ハ週 毎 二 良 クナ リ終 二無 熱 ト ナ リ喀 疾 清

失 シ食 慾 ヲ増 シテ著 シ ク良 イ状 態 トナ ツ タ、鐙 重 モ培

・yS.R.28(1時 間 値)。 之 ・・「レ ソ トゲ ソ」窺 眞 モ示

シテ居 ル如 ク左 側 ノ漿 液 氣 胸 ニ ヨ ツ テ 空 洞 力。完 全 二

盧 脱 サ レ右 側 ノ方 モ偶 然 墜 迫 サ ル ・ コ ト・ナ ツ タ結

果 空 洞 ガ清 失 シタ コ トニ ヨル。 〈東 京 市 療 池 上 抄)

1933年 度 イ エ ナ 結 核 相 談 所 年 報 ヨ リ ノ摘 録

J.E.Kayser・petersen:AuszugausdemJahresbericht

derJenaerTuberkuloseftirsorgestellefUr1333.

本 稿 ・・本 書 圭 筆 ノ希 望 ニ ヨ、ツテ 著 者 等 ノ年 報 ノ圭 要

ナル 結 果 ヲ簡 軍 二摘 録 サ レタ モノデ ア ツテStadtr(》da,

Camburgノ 市 町 村域 二 亙 ル 総 人 口147659名 二就 テ

ナ サ レタ各 種 ノ統 計 及 ビ比 較 デ アル。

(東 京 市療 池 上抄)

RevuedelaTuberculose.5.serieTome2.N。3.1936.

肋 腔 内堅 ノ生 理 的 及 ビ物 理 的 表 示

=F.ParodiL.Lupi,Lasignificationphysiologiqueet

phySiquedespressionsendopleurales。

肋 腔 歴iヲ 測 定 ス ル時 二用 フル 塵 力 計 及 ビ 之 ヲi連絡 ス

ル 「ゴ ム」管 等 ノ爲 二誤 差 が出 來 テ物 理 的 ニ モ 生 理 的

ニモ 正確 ナ債 が 出 ナ イ。氏 等 ノ實 験 ニ ヨル ト「ゴ ム」管

ノ内 径 ヲ細 クス ル ト相 當誤 差 ガ少 〃 ナル 。叉 厘 力 計 モ

U字 管 ヲ用 フル ヨ リモParodi式 「Ergomanometer」

(kMl4「 カ・ラス」管 内 径2.5mmヲ 液 盤 ヲ 充 セル 「ガ ラ

ヌ 」球 二差 込 ミ、 此 ノ球 ・・大 氣 二通ジ 、 丁ガ ラ ヌ」管 ノ・

助 腔 二通 ズル様 ニス ル ト 「カ'ラス 」球 内 ノ液 盟 ノ・「ガ ラ

ス 」管 二上 昇 シテ歴 カ ヲ知 ル 事 ガ 出來 ル」ヲ用 フ ル ト

誤 差 ガ少 イ。(今 村 内科 梅 谷 抄)

凍傷(霜 焼)

一
J.Stephani・Cherbuliez:Lesengelures.uneforme

art6nn6deTuberculose.

凍 傷 ト結 核 トノ關 係 二就 イ テ ・・大 部 分 ノ學 者 ・・關 係

が ナ イ ト云 フ が、 ダ リエ氏(Darier)ノ ・共 ノ皮 膚科 ノ著

書 二於 テ腺 病 質 ヲ件 ヘ ル 者 二 四肢 末 端 血 行 障 碍 ヲ件

ヘ ル凍 傷 ヲ度 々見 ル ノデ 、之 ノ・結 核 ノ減 弱 セル 型 デー

般 二Tuberkulidト 云 ・・レル 部 類 二入 ル ノデ ・'ナイ カ

ト考 ヘ ル事 サ へ 出來 ル ト云 ツテ 居 ル 。此 虜 二云 フ凍 傷

ハ 各 季 四 肢 末 端 耳殼 ニ ヨ ク起 ル モ ノ デ 見 童 ニ ヨク見

ラ レル モ ノデ アル 。

余 ハ其 ノ關 係 二付 キ考 察 シテ 見 タ。凍 傷 患 者 ト結 核 患

者 トデ ノ・血 歴 二於 テ ノ・大 差 ノ・ナ イ。

非 結 核 者100人 ヲ注 意 シテ選 ソ デ 調 ベル ニ凍 傷叉 ノ・

既 往 アル モ ノ40人 デ アル。 ソ ノ内 デ40%・ ・結 核 雨親
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ヨ リ出 タ モ ノデ20歳 以 下 ノ・80%デ アル 。潰 瘍 ヲ作 ツ

テ ル者 ノ・16人 デ 全 部 非 結 核 雨親 ヨ リ出 テ居 ル。 結 核

患 者250人 ヲ調 査 セ ル ニ129人 ・・凍 傷 ヲ 有 ス ル カ既

往 が アル。ソ ノ内80%ノ ・非 結 核 雨親 ヨ リ生vテ 居 ル 。

潰 瘍 ヲ有 ス ル モ ノ ノ・42人 デ32人 ノ・非結 核 雨 親 ヨ リ

出 タモ ノデ アル 。

ヵ ク ノ如 ク潰 瘍 型 が結 核 雨 親 ヨ リ 出 タモ ノニ少 イ ノ

・・遙 傳 免 疫 二 笥 リ然 ル モ ノ デ 之 ガ凍 傷 ト結 核 ト關 係

ア リ ト云 フー論 擦 デ アル ト云 ヘ ヌ ニ シ テ モー ツ ノ推

定材 料bシ 得 ル 、20歳 前 ノ凍 傷 ・・非 結 核 者 デ ・・80%

デ アル ガ結 核 患 者 デ ハ46%デ アル 、 即 チ健 康 者 ノ子

孫 ニ ノ・結 核 子 孫 ヨ リモ凍 傷 患者 多 ク 叉 凍 傷 程度 ガ強

イ。 叉 成 人 デ ハ此 ノ反i封 ニナ ル。20歳 以 後 ノ結 核 患

者 ノ凍 傷 程 度 ・・共 ノ結 核病 攣 ノ程度 トー 致 ス ル 。以 上

ノ理 由 デ 凍 傷 ハ結 核 菌 ニ ヨル カ ヨ ラ メ ガ何 レ ニ シテ

結 核 ノー ツ ノ表 レデ アル ト著 者 ノ・云 フ、ソ シテ凍 傷 患

者 ・・感 染 シテ ・・居 ル ガ個髄 ・・防 禦 ノ 状 態 ニ ア ル モ ノ

ト考 ヘ テ即 チ人 々 ガ間違 ツ テPr6tuberculeuxト 云

フ状 態 ナ リ ト考 ヘ テ治 療 セ ネ バ ナ テ ヌ。

(今 村 内科 梅 谷 抄)

肺 結 核 病 攣 ノ所 在 ガ ソ ノ治癒 機 韓 二 及 ボ ス影 響

E.Hantefeville:Influencedelasituationd'une

6sionpulmonairesursespossibilit6mecaniquesde

lgu6rison.・

之 ハ萎 縮 療 法 二於 テ ド ノ場 所 ニ ア ル病 攣 ガ最 モ ヨ 〃

萎 縮 サ レ得 ル カ ヲ物 理 的 二考 ヘ タ モ ノデ アル。

肺 ハ 吸氣 ノ時 ・・肋 骨 ノ運 動 ニ ヨ リ前 方 二 最 モ ヨク振

張 シ、横 隔 膜 ノ運 動 ニ ヨ リテハ 下 方 二最 モ ヨク引 力'レ

ル。前 方 二 引 カ レル 張 力 ノ・肺 前 面 ノ全 部 二及 ボ サ レル

モ ノデ此 ノ張 力 ハ幾 何 學 的 二 考 ヘ ル ト肺 上 葉 ノ 後 上

部 二集 ル、郎 チ此 ノ部 分 ノ・最 モ前 方 ヨ リ引 カ レル 張 力

が強 イ所 デ モ シ人 工 氣胸 ヲ行 フ トス レ・バ 此 ノ部 分 ノ

張力 ガ最 モ ヨ ク緩 和 サ レル理 デ 此 虜 二 病 攣 が アル 時

ハ最 モ強 〃治 癒 磯 縛 ヲ受 ケ ル事 ニ ナル 。然 ル ニ肺 結 核

ノ初 期 二鎮 骨 下 浸 潤 が多 イ ガ 著 者 ・・200例 ノ胸 廓 鏡

槍 査 ニ ヨ リ索 状癒 著 ノ・脚 部 前 面 、下 方 二 ・・非 常 二少 ク

70%ノ ・上葉 ノ後部 上 部 ニ アル 。故 二肺 結 核 ノ初 期 好 豪

部 位 ・・肺 上 葉 ノ後 下角 部 デ アル 。故 ニ カ ・ル 浸 潤 ニ ノ・

人 工 氣 胸 ガ好 適 シテ居 テ横 隔 膜 赫 経 切 除 ノ・適 シナ イ。

伺 手術 ニ ヨ ソテ ノ・同様 ノ理 ニ ヨ リ下 葉 ノ上 後 部 ニ ア

ル浸 潤 が最 モ ヨ ク作用 受 ケル 事 ニ ナ ル。

(今 村 内 科 梅 谷 抄)

.油 胸 纒 過 中 呂於 ケ ル 油 ノ遠 隔 ヘ ノ移 鯨

M.S.Livieratos:Migrationとdistancedelal'huile

ancourodel,ol60thorax.

油 胸 ニ ヨル 合併 症 ト シテ穿 孔 が アル ガ、重 篤 ナ症 状 ナ

ク シテ 油 ガ遠 ク 離 レタ 場 所 二移 轄 シテ 居 ル 事 ガ ァ

ル。 ソ ノニ 三 ヲ報 告 ス ル。 一 患 者 デ左 側 二油 胸 ヲ行 ツ

タ ガ ソノ訴 ヘ ニ ヨ ル ト左 側 ノ乳 房 ガ反 封 側 ヨ リ 容 積

ガ培 シ ソノ後 段 々固 クナ ソ タ6調 ベ テ 見 ルb「 パ ラ フィ

ソ」腫 瘤 デ ア ソ タ 、他 ノ1例 ノ・「パ ラ フィソ」腫 瘤 ガ鎮 骨

下 二出 來 タ。 是 等 ノ・絵 リ珍 シ〃ナ ク、1パ ラ フィソ」ヲ

注 入 ス ル 時 二 出來 タ孔 ヵラ 「パ ラ フィソ」ガ外 二 出 テ作

ル ノ デ アル。 他 ノ例 ノ・「パ ラ フィソ」腫 ガ遠 ク ハ ナ レテ

肱 ノ所 二 出來 タ.他 ノ1例 ハ非 常 二珍 シク解 剖 例 デ ア

ル ガ 「パ ラ フィソ」腫 ガ所 々 二出 來 テ居 ル 、 即 チ胸 壁 、

肋 騰 心 外 膜 、 縦 隔 膜 、肺 實 質 ソ ノ他 反i封側 ノ肋 膜 ニ

マ デ及 ソデ居 タ。(今 村 内科 梅 谷 抄)㌃

尿 中結 核 菌 ノ排 出

M.C.Bacann:EliminationdubacilletUberculeux

parlesurines.

方 法 ノ・一・日中 ノ尿 ヲ集 メ テ上 澄 ヲ 捨 テ ・底 部100-

150cα ヲ遠 心沈 澱 ジ硫 酸 デ塵 理 シテ培 地 ニ ウヘ ル。 同

'時 二「モル モ
ット」二接 種 スル 。

最 初82人 ノ患 者 二行 ツ タ が陽性 ・・…一一一例 モ 無 カ ツ タ ノ

デ 次 二喀 疾 中結 核 菌 陽 性 ノ患 者14人 ヲ選 ンデ上 記 ノ

方 法 デ行 ツタ。 之 ヲ8-12日 間繰 リ返 ヘ シ タ カ●2例 ヲ

除 イテ 陰 性 デ アル 、 此2例 中1例 ・・腎結 核 ガ ア リ他

ノ1例 ・・金 盤療 法 中 デ尿 二蛋 白 ガ 出 テ居4、 之 ノ・恐 ク

ノ・金 璽 ニ ヨ リ腎 上 皮 細 胞 が刺 戟 ヲ 受 ケ 菌 ヲ通 過 シタ

ノデ ア ラ ウ。此 ノ成 績 デ ・・結 核 菌 ・・健 康 ナ 腎 臓 ヲ通 過

セ ヌ ト云 フ事 ニ ナル 。(今 村 内 科 梅 谷 抄)

Revuedelatuberculose5s6rieTome2Nつ41936

金腹 ニ ヨル 重 篤 ナ ル 腎疾 患

Pierre-BourgeoisetDeniseP・Bourgeois:Lesn6ph-

ropathiesauriquesgraves・e;

金 璽 ヲ以 テ スル 結 核 療 法 中 二於 テ 見 ラ レル 腎 疾 患(臨

1休的 二腎 疾 患 ト見 ラル ・モ ノ)ヲ7種 二匠 別 シテ 記載

シテ居 ル。

1.高 度 ノ蛋 白尿 型2例 ヲ上 ゲ テ居 ル が 共 二大 シ

タ浮 腫 ナ ク 可成 急 速 二1「 リットルJ二16.5gr-8.25gr
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モ蛋 白 ヲ排 出 シテ居 ル、 尿 中 二 ・・多 少 ノ 圓柱 ヲ 見 テ

居 ル 。

2.「 ア ミ ロ イ ド」攣 性 ヲ件 フ型 、 亜急 性 ノ 中毒 性 腎

炎 二 腎 、 肝 、 脾 二「ア ミロ イ ド」攣 性 ヲ見 ル、著 者 ・・5

例 ノ解 剖 例 ヲ上 ゲ テ 居 ル ガ金 盤療 法 ヲ行 ノ・ヌ 結 核 患

者 ニ モ 之 ノア ル事 ヲ附 記 シ テ居 ル。

3.浮 腫 性 急 性 腎 炎 型 、之 ・・高度 ノ浮 腫 ヲ特 長 トシ、

蛋 白尿 ・・少 量 力殆 ド無 イ カデ アル。著 者 ノ1例 デ ・・解

剖 デ定 型 的 ノ上 皮 性 急 性 腎炎 デ ア ツ タ。

4.血 尿 型 、血 中窒 素 、 血 歴 モ 普 通 デ尿 中結 核 菌 ヲ詮

明 セ ズ。

5.金 璽 二=ル 糖 尿 、過 血 糖 ニ ヨル モ ノ ト腎 性 ノモ ノ

トアノ吟 考 ヘ ラ レル.健 康 動 物 二金 瞳 ヲ注 射 シテ モ攣

化 ・・ナ イ ガ結 核 動 物 ヤ人 間 二行 フ ト血 糖 ガ堆 ス ト云

フ報 告 ガ アル 、叉 腎性 ノモ報 告 サvテ 居 ル。 著 者 ノ1

例 ハ過 血糖 ナ ク、叉 多 尿 モ ナ イ ガ血 中 尿 素 ・・壇 シ尿 中

圓 柱 ヲ謹 明 シタ。

6.金 盤 ニ ヨル 多尿 、 一 日3-4立 二及 ブb云 フ報 告

ガ ア ル。 尿 蛋 白 モ病 的 有 形 成 分 モ謹 明 シナ イ。

7.金 璽 ニ ヨル 無 尿 、尿 路 二起 ル肇 疹 ノ タ メー 時 的 二

無 尿 トナ ル ト云 ノ・レテ居 ル。

以 上 大 髄 二Nephropathie1・ 名 付 ケ タ ガ金 魎 ・・多 ク

ノ場 合 一 種 ノ腎機 能 分 解 ヲ起 ス ラ シイ。即 チー機 能 が

攣 調 ヲ起 シ テ モ 他 機 能 ハ正 常 デ ア ル ト云 フ如 キ事 が

起 ル ラ シ イ。共 ノ爲 ス ベ テ ノ金 璽 ニ ヨル 腎疾 患 ノ、非 定

型 的 デ アル ト云 ツ テモ 良 イ、叉 腎以 外 ノ因 子 ガ加 ・・リ

之 ガ重 大 ナ役 目 ヲナ ス ト考 ヘ ラ レル 場 合 が アル。帥 チ

突 如 一 日80grノ 尿 蛋 白 ヲ認 メ タ 場 合 ガ ア ツタ が尿沈'

渣 二 ・・白血 球 、 赤血 球 、圓 柱 ヲ見 ズ、 血 中蛋 白量 ガ堆

加 シテ居 タ、之 ・・全 ク腎 疾 患 ト・・考 ヘ ラ レナ イ。 肝 疾

患 二於 テ血 中蛋 白量 ガ墳 加 ス ル 事 が アル が此 ノ場 合

肝 臓 が大 キ ナ 因 子 ヲ ナ シテ居 ル ノ デ ノ・ナ イ カ ト考 ヘ

ラ レル 。(今 村 内科 梅 谷 抄)

圃 形 病 樂 、 初 期 結 核 浸 潤 ノ稀 ナ ル 型

G.Schwartz:Lefoyerrond,formeraredel'infilt-

rattuberculeu・tpr6coce.

7例 ノ圓 形 ノ浸 潤 ニ ソ キ述 ベ テ居 ル、是 等 ノ・限 局 サV

タ均 質 ノ圓 形 デ正 常 肺 野 ノ 中=占 位 シテ 居 ル。普 通1

個 デ アル ガ時 二 ・・轍 個 ノ事 ア リ、一 般 二撒 ケ 月 、 或 ・・

数 年 モ存 在 スル 事 が アル ノ デ良 性 ト考 ヘ ラ レル 、ガ空

洞 ヲ作 ツ装 リ、 振 ガツ タ リス ノ砿 患者 ノー般 状 態 ザ良

ケ レバ捨 テ ・置 イテ良 イ ガ進 展 ス ル 場 合 二 ・・人 工 氣
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胸 、 「サ ナ トリ ウ ム」療 法 ヲ行 フ ベ キ デ アル。

(今 村 内科 梅 谷 抄)

赤 血 球 沈 隆 速 度 研 究 ノ技 術 ニ ツ イ テ

Edhem:Surlatechniquedelarecherchedela

vitessedes6'dimentationglobulaire.

種 々ナ 方 法 が用 ビ ラvル ガ 著 者 ・・1時 間 後 ノ血 漿 柱

ノ高 サ ヲP24時 間 後 ノ夫 ヲP1berPIP!ナ ル式 ヲ

用 ヒタ。此 ノ債'・用 フ ル管 ヤ 方 法 ノ如何 二拘 ハ ラ ズー

定 ス ル。 著 者 ノ用 フ ル 方法 ・・6・5c甲 長 サ ノ20α 入 リ

ノ注 射 器 二40目 盛 ヲ施 ・y、之 ノ8目 盛 マデ5%ノ 杓

構 酸 曹 達 液 ヲ入v40マ デ探 血 シ ヨ ク混 和 シ テ注 射 針

ヲ穴 ノフ サ イ ダ、注 射針 ト カへ 「ピス トソ」ヲ抜 イ テ立

テ カ ケ ル。 ソ シテ 目盛 ヲ讃 ム ノデ ア ル。

(今 村 内科 梅 谷 抄)

家 兎 二 於 ケ ル實 験 的 骨 及 ビ骨 關 節結 核

AlfredBoquetetRogerLaporte:Tuberculose

osseuseetQst6s-araticulaireexp6rimentalchezle

lapin.

牛 型 菌 ヲ1萬 分 ノ1或 ノ・4萬 分 ノ1mgヲ 皮 内 二接種

ス ル ト4萬 分 ノ1mg接 種 群 二3ケ 月 目 カ ラ骨 疾 患、

徴 候 印 チ、 歩 行 困難 、骨 腫 脹 ガ始 リ之 ガ段 々弧 クナ リ

4-6ケ 月 デ兎 ハ死 ヌ。 剖 見 スルb骨 髄 ハ病 攣 ヲ受 ケ

之 ガ隣 接 セ ル海 綿 質 二及 ブ。即 チ骨 病 攣 ・・骨 髄病 攣 二

績 登 シ テ起 ル モ ノデ、之 ・・關 節 ニ モ骨 端 ニモ 表 レル。

我 々 ノ實 験 デ ハ微 量 初感 染 二 於 テ オ ソ イ時季 二表 レ

テ來 テ部 位 ・・外 的 ノ因 子 二左 右 サ レナ イ ガ、他 ノ學 者

ノ考 ヘ ル如 ク外 傷 トカ、種 々 ノ實 験 的操 作 ニ ヨ リ頻 度

ヲ増 ス カ重 篤 ナ ラ シメ得 ル カ ヲ確 メ タ イ。

(今 村 内科 梅 谷 抄)

牛 型 菌 接 種 ニ ヨ リ得 タ ル 家 兎 ノ骨 、關 節 ノ結 核 病

塑 ノ解 剖 學 的 性 質

AlfredBoquetetRogerLaporte:Caract6resanat・

omiquesdesl6sionstuberculeuses,osseusesetartic・

ulaires,obtenueschezlelapinparinoculationde

bacillesbovins.

前 述 實 験 デ得 、 骨 病 攣レ・菌 量 、接 種 法 ニ ヨ リ種 々デ ア

ル が相 當 量 ノ静 脈 内 接 種 デ ノ・小 結 節 が多 ク出 來 ル が

経 過 ガ短 イ爲 二乾 酪 様 攣 性 ヲ起 サ ヌ ガ少 量 菌感 染 デ

ノ・時 二 ・・散 在 性 二起 ル事 モ アル が多 〃 ・・人 間 二於 ケ

ル如 ク骨 端 力短 骨 デ ・・海 綿 質 二起 リ之 ヨ リ 關 節部 ニ

マ デ進 展 ス ル。 経 過 が4-6ケ 月 ニ モ亙 レ・バ膿 瘍 ヲ作

ル 。 脊 椎 骨 ニモ 、亦 シバ シバ肋 骨 、 肩 脾 骨 ニ モ來 ル が
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無名骨 ・・最 モ少 イ、1例 デノ・肋 間 二大 キナ膿瘍 ヲ作 ツ

タ、叉頭蓋骨 ニモ作 ッタ例 ガ ァル、是等 ノ病攣 ・・初 メ

・・骨髄 二起 リ小 サイ結 節デ多少表面 二近 ク 骨部 二延

長スルが骨膜 下二突起 ヲ作 ラ ズ帯黄色 ノ象牙様 白濁

デ見分 ケラ レ周 園 ・・充血 シ中二結 核菌 ヲ多数有 シテ

居 ル、後 二・・膿瘍}・ナ リ形 モ不規 則 ニナ リ骨膜 下二出

テ來ノレ。(今 村 内科 梅谷抄)

陸軍二於ケル系統 的結 核菌鏡檜 ノ結果の
M.Dutrey:R6sultatsd'unebacilloscopesyst6mati.

queenmilieumilitaire

聯 隊 ノ若 イ 兵 士 全 部 、 豫 備 兵 等4115人 ノ喀 疾 ヲ 槍 査

シタ、方法 ハ直二塗抹 スル ノ ト、卿 卵器 デ自己融解 ヲ

起 サ シ後集菌 スル方法二蓮 リヲ用 ヒタ、8人 陽性 デ内

5人 ハX槍 査 デ結核 ノ疑 ガアツ タ モ ノデアソタガ3

人 ・・X槍 査 デモ殆 ド正常 ト攣 ・・ラナ イ。此 ノ3人 ノ喀

疾 ・・動物 實験 デモ陽性 デアッタ。 同隊 デX検 査 デ114

人 ノ疑 シイ者 ヲ見付 ケテ之 二付 イテ種 々 ノ槍査 ヲ行

ヒ喀疲 ヲ何同 モ検査 シテ22名 ノ陽性 者 ヲ見出 シタ。

實際 力・ル樵査 ノ時 ニハ愼重 ニ ヤ ラ ヌ ト見逃 ガス事

ガアル。 即チ22人 中8名 シカ最初獲 見 シテ居 ナ カツ

タ ノデアル。叉 健康 ナル菌喀 出者、3名 居 ル コ トモ在

意 セネバナ ラヌ。(今 村 内科 梅 谷抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

ノ 血清 學 的 及 雁 ヨ リ観 タ ル 「ロイ マ チ ス 」性 多 獲 性

關 節 炎 ノ結 核 病 因説

P.ManteufelundG.Demmer:DieHypotheseeiner

tuberku16senGrundlagedesspezi行schenRheumatis-

mus(Polyarthritisrheumatica)imLichteserologisc・

herReaktion.(ZeitschriftftirImmunittitforschung

undexperimentelleTherapie.Bd.89.Nr.5)

「ロ イマ チ ス」性 疾 患 二傳 染 説 がア ル が、病 源 盟 ノ確 謹

無 シ、L6wensteinノ ・培 養 法 二依 リ關 節 「ロ イマ チス」

患 者 ノ流 血 中 二結 核 菌 ヲ謹 明 シタ が、著 者 等 ノ追 試 ・・

常 二陰性 デ アル 。依 テ血 清 學 的 方 面 ヨ リ雨 者 ノ關係 ヲ

追 求 スル 事 ニ シタ 、試験 方 法 ・・Meinicke/KupPen'

reaktionトHaag及 ビNieggemeyer/Immunball・

ungsreaktionヲ 併 用 シタ、 此 ノ雨 種 ノ反 慮 ・・何vモ

結 核 菌 ノ抽 出 物 ヲ「ア ンチ ゲ ソ」ト シテ用 ヒ、Schulte-

Tigges二 依 レバ 開放 性 結 核 ノ80%・ ・雨 反 磨 共 二 陽

性 ニ シテ、 閉 鎮性 結 核 デ ・・Immunballungsreaktion

・・54% 、Kuppenreaktion・ ・57%陽 性 デ ァル、著 者 等

ハ260人 ノ患 者 ノ血 液 検 査 ヲ施 行 シタ、其 等 ノ患 者 ・'

急 性或 ハ慢 性 多登 性 關 節 炎 、及 ビ時 形 性 關 節 炎 ・ 筋 痛

及 ピ帥経 痛 患 者 等 デ アル 、封 照 ト シテ非 結 核 患 者及 ビ

非 「ロイ マ チ ス」患 者 ヲ モ槍 査 シタ ガ、少 激 ノ例 外 ヲ除

イ テノ・、 共 等 ハ 皆 陰 性 デ ア ル。

総 倣260人 中 デ病 歴 ノ明 ラ カ ナ ル130人 二就 キ槍 索

シ次 ノ結 果 ヲ得 タ、 「ロ イマ チ ス 」性 疾 患 ノ 罹 患 者66

人 中26人r39・4%)及 ビ崎 形 性 關 箪 炎 ノ17人 中9人

二於 テ、著 者 等 ノ併 用 シタニ 種 ノ血 清 學 的 反鷹 ガ、 何

レモ陽性 デ アル 、 而 シテImmunballungsreaktionト

KupPenreaktionヲ 比 較 スル ニ、 前 者 ノ陽 性 卒 が後 者

ヨ リ高 イ。カ カル 事 ノ・肺 結 核 患 者 ニ ノ・認 メ ラ レナ イ、

蓋 シImmunballungsreaktionノ 「ア ソ チ ゲ ソ」・・人 型

蛇 ピ ニ牛 型 結 核 菌 ノ抽 出物 デ アル 、而 シテL6wenstein

ノ研 究 所 ニ テToriiが1932年 二多 獲 性 關 節 炎 患 者 ノ

流 血 中 ヨ リ屡 く牛 型 結 核 菌 ヲ槍 出 シ、人 型 結 核 菌 ・・稀

二詮 明 シタ、 カ カ ル 所 見 が牛型 菌 ノ 抽 出物 ヲ 含 ム

Immunballungsreaktionノ 「ア ソ チゲ ソ」ガ ヨ 〃作 用 ス

ル所 以 ナ ル ベ シ、尚 「ロ イ マ チス 」性 多 號 性 關 節 炎 ノ急

性 ナ ル場 合 ・・雨反 慮陰 性 ニ シテ、慢 性 ナ ル場 合 二初 メ

テ 陽性 成績 ヲ謹 明 シタ 、然 レ・ドモ血 清 學 的 陽 性 群 及 ビ

陰性 群 二於 テ、臨 殊 所 見 ノ差 違 ・・認 メ ラ レナ イ、 又 多

ク ノ場 合 陽 性 群 二於 テ明 確 ナ ル 結 核性 病 竈 ・・謹 明 ス

ル ヲ得 ズ。(北 研 植 村 抄)

結 核 畜 牛 ノ肺 膿 粘 膜 ヨ リ セ ル 牛 型 結 核 菌 ノ培 養

二就 テ

H.RitterundG.Nothdurft:StudienUberdie

bovineTul)erkelbacillenkulturausLungenschleim

tuberkul6serRinder.(Z.fur.Bakt.Abt.1.Bd.138.

H.i/2.)

畜牛 ノ氣 管枝 粘膜 二・・、芽胞 ヲ形成 スル偶 脾脱疽 菌 ヲ

件 ヒ、該 菌 ガ微 量 二存 シテモ培地 ヲ汚染 シ、結核菌 ノ

分離培養 ヲ妨 グ、而 シテ偲 脾脱疽 菌 ・・他 ノ随件 セル細

菌 ト異 ナ リ、濃厚 ナル酸或 ハ 「アル カリ」類 ヲ短時 間作

用 セ シメテモ死滅 セズ。

著 者等ノ・最初15%ノ 硫 酸、或 ハ15%ノ 苛 性加里液 ヲ

夫 々15分 作用 セ シメタvド 、儒脾脱疽 菌 ヲ死滅 セ シ

ムル能 ・・ザ リキ、然 レ ドモ5%ノ 璽酸 ヲ3時 間乃至
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24時 間 作 用 セ シムvバ 、偶 脾 脱疽 菌 ヲ死 滅 サ セ、 而 モ

牛 型 結 核 菌 ノ獲 育 ヲ害 セ ズ、此 ノ新 前 所 置法 二依 リ、

100例 ノ肺 臓 粘 膜 槍査 ヲ施 行 シ、98例 二於 テ牛 型結 核

菌 ヲ謹 明 セ リ。(北 研 植 村 抄)

結 核 菌 染 色 二於 ケ ル 新 脱 色剤 二就 テ

CarlEberspticher:VberneueEntfarbungsmittelftir

dieTuberkelbacillen伍rbung(Z.fur.Bakt。Abt.1.

Orig.Bd.138.H.i12.)

Dold民 ガ1932年 「グ ラ ム」陽性 菌 ヲ 分 類vソ ガ爲 二

新 染 色 法 ヲ創 案 セ リ、 共 際 同氏 ノ・脱 色 剤 トシ テ40%

ノ尿 素 溶 液 ト無 水 酒 精1・ ヲ1:9ノ 比 二 混 ゼ ル溶 液 ヲ

使 用 セ リ、此 ノ尿 素 酒 精 混 合 液 ヲ、 著 者 ノ・結 核 菌 染 色

二際 シ テ、脆 色 剤 トシ テ磨用 シチ ール ネ ール セ ソ氏 法

二比 シ テ劣 ラ ザル優 秀 ノ成 績 ヲ得 タ リ、著 者 ノ・共 他 尿

素 ト「アル コ ール 」ノ結 合 物 ナ ル 「ウ レタ ソ」ヲ脱 色 刺

トシテ試 験 セ シ が脱 色 作 用 ヲ呈 セ ズ、然 レ ドモ尿 素 ノ

誘 導 膣 ナ ルGuanidinNitrit及Guanidin・Rhodanid

溶 液 ト酒 精 トノ混 合 液 ノ・脱 色 作 用 ヲ呈 セ リ、他 ノ中性

反 懸 ヲ 示 ス 無 機 酸 或 ノ・有 機 酸 ノ盤 類 ト酒 精 ト ノ混 合

液 ノ・多少 脱 色 作 用 ヲ示 ス 、 他 方 二於 テ酒 精 即 チ 「エチ

ル アル コ ー ル」以 外 ノ「ブ チ ル ア ル コ ー ル」「ア ミル ァ

ル コ ール 」等 ノー 債 ノ「ア ル コー ル」ト尿 素 溶 液 ト ノ混

合 液 ハ腕 色 作 用 ナ ジ、 然 シ 「メ チ ル アル コー ル 」「プ ロ

ピル アル コール 」及 二 債 「アル コー ル 」ノ 「グ リコ ール 」

ト尿 素 溶 液 ノ混 合液 ノ・脱 色 作 用 ヲ呈 セ リ。

(北 研 植 村 抄)

横 隔 膜 神 脛 捻 除 術 ノ妓 用

J.Petrivalskv:UberdieNUtzlichkeitderPhrenike・

xairese(Zentbl.f.Chir.Jg.64,Nr.5,S.257,1937)

横 隔 膜 紳 経 捻 除 術 が1911年Stuerzニ ヨ リ提 唱 サ レ

テ以 來 、巷 間 之 ヲ肺 結 核 治療 法 ノ準 備 的或 ・・補 助 的叉

・・試 験 的 手 術 ト看 倣 ス 向 アル モ、亦 肺 充 填 療 法 ノ前塵

置 トシテ或 ・・肺 葉 切 除 術 ノ前 手術 トジテ 行 フ 者 モ ァ

リ、 膿 胸 残 腔 閉 鎖 二用 ヒタ リス ル 者 モ アル ガ、少 ク ト

モ本 手 術 ・・上 葉 部 ノ空 洞 ヨ リ 出 ル 結 核 性 分 泌 物 ヲ下

葉 部 二吸 引 ス ル危 瞼 ハ 防止 出 來 ル。

著 者 ノ、横 隔 膜 紳経 捻 除 術 ノ数 果 が 期 待 二 反 ス ル事 ア

ル 時 ソ ノ原 因 ヲ同 紳経 ノ解 剖 學 的 異 常 二 蹄 セ ソ トス 、

即 チ 次 ノ5ツ ノ吻合 ア ル 爲 横 隔 膜 ノ 手 術 的 麻 癖 不 十

分 ナ リ ト謂 フ。1)頸 部 交 感 紳 経 ノggl.cerv.inf.2)

第5及 第6肋 間 神 経 、3)鎮 骨 下 紳 経 、4)舌 下 紳 経 、5)

迷 走 神経 暮 ニ ンテ 副横 隔 膜 沸 脛 アル場 合 亦 同様 。
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横 隔膜廊癖 ニ ヨ ル機械 的影響 以外 二 横隔膜棘経捻除

ニ ヨリ同紳経 二包含 セラル ・交感脾経 ノ破壌 ニ ヨル

肺 ノ血 管作用 モ亦意義 がアル。横隔膜紳経捻 除術 ノ敷

果 ノ有無 ノ・肺及 ビ肋膜 ノ状 態 ニ ヨツテ決 ル。印チ下葉

ト上葉 或 ハ中葉 ガ葉 間肋膜 炎 ノ タ メ既 二癒著 セル 毛

ノ・・此 手術 ニ ヨツテ下葉/ミ ナ ラ ズ上葉或 ハ中葉迄

モ安静 的 トナル故 二、上葉結 核殊 二空洞性結核 二野 シ

テモ横隔膜 紳経 捻除術 が敷果 ヲ齎ス。若 シ葉間肋膜 モ

側方肋膜腔 モ癒 著 ナ キ時 ハ横隔膜紳経捻除術 ノ数果

が上葉 二及 ブ事 ヲ期待 シ難 シ。

術 前)C-Kymographie或 ノ・X-Bewegungsbildニ ヨツ

テ肺葉 ノ蓮 動範園 ト癒 著 ノ位 置及強サ ヲ知 リ、適慮症

ヲ決定 シテ無用 ノ手術 ヲ行 フ事 ヲ避 ケ得ル。

勿論病竈 ノ・1側 肺 二在 ルモ ノニ限 リ本 手術 ヲ行 フガ、

若年 者 ニハ70%酒 精注 射、雪状炭 酸 ニ ヨル凍結、或

ノ・挫滅等 ニ ヨ ツ テ横隔膜 紳経 機能 ヲー時的 二中絶ス

ル 方法 ヲ行 フ人 モアル カ㌔肺結 核 ノ如 キ極 メテ遅 々 ト

シテ治癒 洛ル疾 患 二斯 ノ如 ク術 後 日 ナ ラ ズシテ再 ビ

機能恢 復 ヲ螢 ムー時 的中絶 法ノ・賞用 シ難 シ。

横 隔膜紳経捻 除術 ノ敷 果有無如何 ノ剃噺 ・・、横隔膜ハ

術後3ケ 月 ニ シテ殆 ソ ドー定 ノ位 置 ヲ トリ、其最終数

果 ノ・1年 乃 至2年 後 ニ シテ途 二肺 活量 巷乃 至 乙減少ス

ル ニ至 ル、コ ノ時 二始 メテ数 果 ノ批列 ヲナスベキデア

ル。(阪 大 小澤外科 武 田抄)

非結核性 肺膿瘍

E.C.Cutler&R.E.Gross:Nontuberculousabscess

ofthelung.(J.thor.Surg.Vol.6,p.125,1936)

PeterBentHospital二 於 テ1914年 ヨ リ1934年 二至

ル20年 間 二取扱 ハvタ ル90例 ノ肺膿 瘍 二 關 スル研

究報告 ニ ジテ、 年齢的分布 ・・次表 ノ如 ジ。

10歳i--19歳

20歳 一29歳

30歳 一39歳

40歳 一49歳

50歳 一59歳

60歳 以 上

5例

18例

24例

28例

11例

4例

其病歴 ヲ検討 スルニ90

例 中54%ハ 外科 手術

後 二、28%ハ 肺 炎 ノ後

二登病 シ、4%ノ 、氣管

枝披 張症 二併 獲 ジ、残

リ14%ハ 原因不明。

54%ノ 外科手術 例 ノ内

課 ノ・扁桃腺摘 出24%。 抜 歯14%、 其他16%。

罹 患肺 葉 ハi欠表 ノ如 ク分布 二偏 リガナ イ。

右上 右 中 右 下 左上 左 下葉 葉 葉 葉 葉

265212216

))
5238
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肺 膿瘍 ノ原 因 ヲ 異 物 吸 引 二 求 メ ソ トスル モ上 表 ノ如

〃必 ズ シモ下 葉 二 多 カラ ズ却 ツ テ 上 葉 二多 鍛 獲 見 サ

1!ル故=不 可 能 デ ア ラ ウ。ム シ ロ血 行 感 染 読 二左 祖 ・y

タ シ。

外 科 的治 療 ハ膿 瘍 ノ切 開排 膿 最 モ 好 成 績 ニ シ テ胸 廓

成 形術 或 ノ・横 隔 膜 帥 経 捻 除術 ハ数 果 ナ シ。著 者 ノ経 験

轟 ヨ レバ切 開排 膿 法 ヲ專 用 ス ル ニ 至 リ近 時 盆 々好 成

績 ヲ牧 メ1915年 ヨ リ1919年 ノ5年 間 ニ ノ・手術 豫 後

不良 ナ リ シモ ノ73%ナ リ シモ1930年 ヨ リ1934年/

5年 間 ニ ハ僅 カ ニ34%二 減 少 セ リ。

病歴 及 ビ罹 患肺 葉 トノ間 二何 等 ノ關 係 ナ キ モ20歳 窒

ノ者 最 モ治 癒 成績 良 好 ナ リ。

(阪 大 小 澤 外 科 武 田抄)

癒 著 セ ル結 核 肺 ノ萎 縮 療 法 二劃 ス ル 横 隔 膜紳 纒

切 断 二氣 腹 術 ノ感 用

M.Joaunides&0.C.Schlack(ChicagoIllinois:

UseofphrenicNeurectomycombinedwithactificaI

pneumothoraxforcollapseofadherenttuberculouse

lung.(J.thor.Surg.Vo1.6,p.218,1936)

肋膜 癒 著 廣 汎 ナ ル 場 合 人 工 氣 胸 ヲ 行 ヒ得 ザ ル ノ・勿論

ノ事 横 隔 膜 神 経 切 噺 モ数 果 十 分 トノ・云 ヒ難 ク、殊 二 空

洞 大 ナル 時 或 ・・空 洞 壁 厚 キ時 ノ・コ ノ感 ヲ深 ク スル 。著

者 ハ斯 檬 ナ 患 者 二先 ヅ横 隔 膜 麻 癖 ヲ行 ヒ タ ル 後 腹 腔

二空 氣 ヲ迭 入 シテ肺 ノ萎 縮 ヲ十 分 二行 ノ・ ソ ト ス ルー

新 法 ヲ紹 介 ス.

腹腔 内 二逡 入 サ レタ ル 空氣 ハ麻 癖 横 隔 膜 下 二 集 マ リ、

同横 隔 膜 ヲ下 面 ヨ リ支 ヘ ア タ カ モ 副 木 ノ如 キ役 目 ヲ

演 ズ、 腹 部 歴 迫 帯 ヲ用 フ レバ コ ノ傾 向一 層 著 明 トナ

ノVe

術 式 ハ右 ヲ下 ニ シテ左 上腹 部 が最 上 位 ニ ナル 様 二約

45度 ノ角 度 ノ仰 臥 的 側 臥位 ヲbラ ・yメ乱 人 工 氣 胸 器

ヲ用 ヒテ左 季 肋 部 ヨ リ1同500粍 乃 至800琵 ノ滅 菌

空 氣 ヲ腹 腔 内 二 進入 ス。

一 般 二人 工 氣 胸 ヨ リモ空 氣 ノ吸 敢 早 シ。X槍 査 ヲ行 ヒ

ツ ツ3日 乃 至2週 間 ノ間 隔 ヲ以 テ再 填 充 ヲ行 フ。

廊癖 横隔 膜 側 ノ肩 及 ビ鎮 骨 下 二疾 痛 ヲ 感 ズ ル カ或 ハ

空 腹感 アル 以外 副 作 用 ト名 付 ク ル モ ノナ シ。

(阪 大 小 澤 外 科 武 田抄)

肺 胞 上 皮 細 胞

C.Macklin:PulmonicalveolarEpithelium.(J.thor・

S町g.Vol.6,p.82,1936)
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大 學 二於 テ米 國解 剖 學 會 圭 催 ノ 下 二 成 人 肺 胞 上 表細

胞 ハ蓮 績 シタ モ ノ カ否 カ ノ問 題 ヲ 議 ス ル爲 メ ニ開 催

サ レタ圓 卓 會 議 ノ抄 録 ナ リ。〕

Harvard大 學Dr.Bremer氏 日 ク、氏 ハ袋 鼠 ヲ材 料

トシテ研 究 シ、肺 胞 ・・内胚 葉 性 ノ連 績 シタ上 皮 細 胞 ヨ

リナル 。 各 細 胞 ハ比 較 的 厚 イ細 胞 饅 ヨ リナ リ、 ソノ周

園 二薄 イ膜 ガ延 ピ出 テ居 テ 毛細 血 管 ノ 上 ヲ被 ツ テヰ

ル 。コ ノ簿 膜 ハ 普 通 ノ組 織 學 的 方 法 ヲ以 テ シテ ノ・検 出

出來 ナ イ。

肺 胞 二鉄 損 生 ジタ ル 時 之 ヲ 修 理 スル ニ上 述 ノ肺 胞 上

皮 細 胞 ノ・必 要 鉄 ク 可 ラザ ル モ ノナ リ。

Ohio州 立大 學Dr.Palmer日 ク、 氏 ノ・人 胎 見 ヲ未 ダ

温 キ ウチ ニ 固定 シテ研 究 シタ結 果 、當 初 ハ肺 胞 上 皮 細

胞 ノ・連 績 シタ モ ノデ アル が、初 メ ノ2週 間 二著 明 ナ憂

化 ヲ蒙 リ上 皮 細 胞 二鉄 楓 部 ガ 生 ズル 、コ ノ場 所^毛 細

血 管 ガ芽 ヲ出 シテ肺 胞 暦 ノー部 ヲ形 成 ス ノレ。要 ス ル ニ

氏 ・・胎 生 時 代 ノ肺 ノ・§ノ・中胚 葉 ヨ リナ リ、 巻ノ・内胚 葉

ヨ リナル モ ノデ肺 胞 内 面 ノ 上 皮細 胞 二 連 績 性 ヲ認 メ

難 イ ト云 フ。

Chicago大 學Dr.Bloom氏 日 〃、 冷 血 動 物 ニ ノ・連 績

セル 肺 胞 上 皮 細 胞 アル モ、 鳥 類 ニノ・ナ シ、既 二胎 生 時

代 二於 テ連 績 性 ヲ失 ヒ、血 管 ガ伸 ビ 出 テ將 來 ノ肺 胞 壁

ヲ箋 界 ス 。(阪 大 小 澤 外 科 武 田抄)

畜 牛 結 核撲 滅 ノ實 際 呂 於 テ 観 察 セ ラ レタ ル 感 染

脛 路 蛇 ビニ 感 染 機 會

Dr.Pr6scholdt:DiebeiderpraktiSchenTilgung

derRindertuberkulosezubeachtendenInfektionsw・

egeundInfektionsgelegenheiten:(DeutscheTierErz・

tlicheWochenschrift.Jahrgang1936,Nr.45.)

著 者 ハ畜 牛結 核 ノ撲 滅 方 法 トシ テ1年 二、2同 臨 林 的

細 菌學 的 二 畜 牛 ノ 健 康 診 噺 ヲナ シ、1年 二4回 全 搾

乳 ノ結 核 菌 槍 査 ヲ施 行 シタ、 一 般 二牝 牛 ノ・70-100%

「ツベ ル ク リソ」陽 性 デ アル が
、犠 ノ先 天 性結 核 ノ・稀 デ

1.35%デ アル 、先 天 性 結 核 ノ檀 ノ母 獣 ハ解 剖 ノ結 果 肺

及 ビ子 宮 結 核 デ ア ツ タ。腸 管 感 染 ハ 畜 舎 二乳 房 結 核 ノ

牝 牛 が居 ル ト、結 核 菌 ヲ含有 ス ル 乳 二依 り惹 起 サ レ、

笹 ノ約8%二 謹 明 サ レタ、故 二定 期 的 ノ搾 乳 ノ結 核 菌

槍 査 ト牝 牛 ノ健 康 診 断 ヲナ シ、乳 房 結 核 ノ牝 牛 ヲ除 去

セ ネ バ ナ ラ ヌ。叉 牝 牛 ト檀 ガ 同一 畜 舎 二長 ク牧 容 サ ソ

タ時 ノ・屡 く高 奉 二懐 ガ 「ツ ベ ル ク リ ソ」陽性 トナ ル 、其

ハ圭 ト シテ空 氣 感 染 二俵 ル、感 染 シ タ 積 ヲ 解 剖 ス ル

ト、氣 管 枝 淋 巴腺 二結 核 性 攣 化 ヲ謹 明 シ、 其他 ノ淋 巴
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腺 ハ健全 デ アル故、純 粋 ナ空氣感染 ト推定 サ レル、年

齢 ト「ツベル グリ ソ」陽性率 ノ 關係 ・・生 後3週 間 デ

1.35%、2ケ 月デ7.3%、2ケ 月乃 至6ク 月 デ17.45

%、6ケ 月乃至12ケ 月 デ33.86%、1年 乃 至2年 デ

38.57%ト ナル、 生後2ケ 月以上 二高卒 ニナル ノ・・、

圭 トシテ空氣感染 二依 ル故、幼獣 ハ可及 的早期 二母獣

ヨ リ隔離 シナケ レバナ ラヌ.

牧 場 二於 テモ吸入感染 ハ起 ル ガ、直射 日光 ヤ大氣 ノ乾

燥 ニヨ リ殺 菌サ レル ノデ、畜舎 内 ヨ リノ・少 イ、最後 二

中間媒介物 二依 ル感染 デ ァル が、之 ハ左程問題 トナ ラ

ヌ、結論 トシテ著 者 ノ今 日迄 ノ経験 二依 レバ、腸 管感

染 モ傳染 経路 トナルガ、最 モ重要 ナル傳染経路 ハ氣 道

カラノ感染 デアル、ソシテ此 ノ氣道感染 二就 テノ・、結

核蔓 延 二封 ジテ ノ實 際的経験 ト病理解剖學 的所 見 ガ

ヨクー致スル、之 二封 シテ子宮 内感染 ノ・結核撲滅 ノ實

際 二於 テ障碍 ㍗ナ ラヌ。(北 研 植村抄)

畜 牛 結 核 ノ診 断 二就 テ

H.Zeller:BeitragzurDiagnosederRindertuber-

kulose(DeutscheTier乞rztlicheWochenschrift,Jahrg-

ang1936,Nr.49.)

畜 牛 結 核 二於 ケ ルMoussu氏 及 ビMeinicke氏 ノ「ツ

ベ ル ク リ ン」皮 内接 種 法 ハ、 施 行 法簡 軍 ニ シテ、 客 観

的 二観 察 ヲナス 事 ヲ得 、加 フル ニ其 作 用 ハ、確 實 ナ リ、

著 者 ノ・約40萬 頭 以 上 ノ畜 牛 二、 「ツ ベル ク リ ソ」皮 内

接 種 ヲ施 行 シ、 皮 膚 ノ浸 潤0.3糎 以 上 ヲ陽 性 、0.3糎

乃 至0.15糎 ヲ疑 陽性 、0.15糎 以 下 ヲ陰性 ト シ、其 ノ

中771頭 二於 テ ・・「ツ ベ ル ク リ ン」反 慮 成 績 ヲ解 剖 所

見 ♪i封照 シ、 雨 者 ノ成 績 相 一 致 セル 場 合96.88%、 雨

者 ノ成 績 相 一 致 セ ザル 場 合0.65%、 疑 ノ・シキ場 合2.46

%ナ ル事 ヲ暴 ゲ、 「ツ ベ ル ク リ ン」診 断 法 ノ・Meinicke

氏 反 磨 、補 膣 結 合 反 磨 ノ如 キ血 清 診 断 法 ヨ リ、 遙 二優

越 セ ル ヲ説 ケ リ。(北 研 植 村 抄)

一 般 學 術 雑 誌

氣 管 枝 鏡 使 用 二 依 ル 左 右 各 肺 葉 ノ機 能 検 査

F.Bezanson,P.Braun,SoulasGuillauminetM.

Cachin:L'examenfonctioneldespoumonss6par6s

parlecath6t6rizmedesbroncbes(Lapressem6dic・

ale1936,N,35,p.713.)

此 ノ報 告 ノ・大 別 シテニ ツ ノ部 分 カ ラ成 ツ テ居 ル、一 ・・

著 者 等 ノ考 案 二成 ル氣 管 枝 鏡 ノ説 明 デ ア リ今 一 ・・此

ヲ用 ヒテ得 タ 肺 機 能 状 態 調 査 ノ成 績 デ ア ル 此 ノ方 面

ノ第 一 人 者Jacobaeus・ ・相 當太1氣 管枝 鏡 ニニ ツ ノ

細 管 ヲ取 リ付 ク タ モ ノ ヲ使 用 シ 左 右 雨肺 ノ機 能 ヲ同

時 二槍 査 シ正 常 的 ニ ノ・右 肺 ノ機 能 ・・左 肺 二 比 シテ稽

強 イ(53:47)事 ヲ示 シ片 側 性 病 攣 ヲ有 ス ル 患 者 二 同法

ヲ施 行 シテ此 ノ機 能 槍 査 ノ 成 績 ト臨 休 上 ノ病 攣 部 ノ

状 態 ガ併 行 ス ル 事 ヲ示 シタ著 者 等 ・・操 作 方 法 ヲ 出來

ル ダ ケ簡 軍 ニ ス ル タ メ通 常 ノChevalierJacksonノ

標 準氣 管 枝 鏡 ヲ用 ヒ タ共 ノ内径 ・・細 ク(6-7mm)氣 道

二 障 碍 ヲ與 ヘ ナ イ、先 端 二護 誤 膜 ヲ装 置 シ此 力'外部 ト

連 略 シ随 時 之 ヲ膨 脹 セ シ メ テ 氣 管 枝 ヲ 閉 塞 セ シメル

襟 ニ シタ從 ソ テ左 右 氣 管枝 ノ・一 方 ヅ ツ相 次 デ 槍 査 サ

し・ル事 ニ ナル 。構 造 ノ詳 細 ・・不 明 デ アル ガ本 試験 ヲ行

フ ニ必 要 ニ シテ充 分 ナ 時 間 ノ・2分 デ アルb。

次 二此 ヲ用 ヒテ得 ラ レタ 約50例 ノ結 果 ヲ述 ベ テ居 ル

即1。 本 法 が信 用 出 來 ル事 ヲ謹 ス ル タ メ10例 ノ臨 休

上 扁側 ニ ノ ミ病攣 ノア ル モ ノ ヲ槍 シ 凡 テ完 全 ナー 致

ヲ見 タ、一 例 ヲ墾 ゲ ル1・左 側 二大 キ ナ腔胴 ア リ且 ツ之

ノ側 二氣 胸 ヲ施 シ實 際 上 左 肺 ・・全 然機 能 ヲ登 揮 シテ

居 ナ イ 者 デ ・・肺 換 氣 量 ノ・左 側 ノ・1時 間411立 右 側 ・・

3711立 、/匠 側 ノCO2排 泄 量 ノ・0,27デ 此 二封 シ右 ・・

14.8(立)デ ア ツタ酸 素 清 費 量 ・・左 封 右 ・・0.17:20.2立

即%ニ ス ル ト左 封 右 ノ・0.8:99.2ト ナル 、2。 次 デ著 者

等 ノ・此 ノ分 析 法 ヲ臨 抹 上 レ ソ トゲ ン ト併 用 シ テ 診 噺

ノー 助 トシテ用 ヒタ。一例 ヲ學 ゲ レバ レ ソ トグ ソ像 デ

ー 側 ガ特 二 強 ク侵 サ レ他 側 ノ・殆 ド正 常 ト見 ヘ タモ ノ

ニ本 法 ヲ行 ヒ雨 側 ノ機 能 ・・殆 ド同程 度 デ アツ タ者 二

上 記 ヱ 線 像 二攣 化 ノア ツ タ 例 二 氣 胸 ヲ施 シタ所 正 常

ト思 ・・レ・テ居 タ側 が急 激 二活 動 ヲ開 始 シ タ 此 レ本 法

ノ利 用 債 値 ヲ逆 二謹 明 ス ル モ ノデ アル ト、最 後 二著 者

等 ノ・結 核 以 外 ノ肺 病 攣 ノ 場 合 ノ 肺 機 能 二言 及 シ肺 膿

瘍 ・・限 局 性 ノ場 合 二 ・・ ソ ノ大 サ ニ比 シテ機 能 障 碍 ・・

非 常 二少 イ事 ヲ認 メ 肺 臓 癌 ノ場 合 ニ ノ・病 墾 部 ノ大 サ

ニ比 シ テ相 當 機 能 ガ低 下 シ テ居 タ、要 之 本 法 ノ・此 レ迄

ノ諸 槍 査 法 ト相 携 ヘ テ 虚 脱 療 法 ノ決 定 等 二是 非 磨 用

ス ベ キデ アル ト。(傳 研 中 山抄)

肺 結 核 疑 似 青 年 兵 卒104人 二於 ケ ル レ ン トゲ ン

所 見 卜生 物 學 的 楡 査 成 績 ノ劃 照

R-L.DebenedettietCl.Huriez:Aspectsradiologi・
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quesettestsbiologiqueschez104jeunessoldats

suspectsdetuberculosepulmonaire(Lapressem6di.

cale1936,N。35,p.715.)

1935年10月Lille,ノhopitalscrive二104名 ノ肺

結 核 疑 似 青 年 兵 卒 が迭 ラ レテ來 タ 此 ノ 内喀 疾 中 二結

核菌 ヲ謹 明 シタ2名 ヲ除 キ 残 リ102名 ・・臨 肱 的 ニハ

肺 結 核 ト断 定 シ余 ネ タ ノ デvソ トゲy罵 眞 ト生 物學

的検 査 ヲ行 ヅテ此 ヲ比 較 シテ 見 タ。

レ ン トゲ ソ所 見:此 ヲニ 群 二分 ケ タ。

1.肺 肋 膜 二明 ナ病 憂 ヲ認 メ ウル モ ノ

江.極 ク散 在 性 ノ陰 影 シ カ認 メ ラ レナ イ モ ノ

生物 學 的検 査:

A.赤 血 球沈 降i速度 、Westergreen法1時 間24時 間 ノ

讃 ヲ探 ツタ、102人 ノ 卒 均 値 ノ・1時 間6mm24時 間

53mm

Aト1ト ノ關係 、1/ZF均 値 ノ・夫 々5.3ト49.4

Abilト ノ關係 、 皿 ノZF均 値 ノ・夫 々9・8b63

即病 墾 ノ強 イ方 ガ大 膿 沈 降 速 度 ガ逞 イ。

B.Resorcuie二 依 ルVerne反 慮(Verneハ15以 下

ヲ正常 ト シテ居 ル)。

BbI1・ ノ關 係1群 ノZF均 値 ハ11.3

Bトllbノ 關 係 皿群 ノZF均 値 ノ・15デ アソ タ。

BトAト ノ關 係 ノ・80%二 於 テ雨 者 ハZF行 的 關 係 ヲ存

ス、 赤 血 球 沈 降 速 度 ノ方 ガVerne反 慮 ヨ リ敏 感 デ ア

ノレ。

Ce皮 膚反慮(Tuberculin反 慮)

22例 ハ陰性 デ再 試 ヲ行 ツタが矢張 リ陰性 デアツタC

bI及llノ 關係 ハ下表 ノ通 リデ アツタ。

例 数

22

14

35

19

12

c
O
㈲

㈹
㈹

醜

五(%)

26

10.5

36.5

14.8

12.2

1(%)

9.3

18.8

32.5

26.2

13.2

病攣 ノ強 イ者 ニ ハ 弱 反 慮 多 ク強 反 慮 ハ停 止性 ノ者 二

見 ラ レル 事 ガ 多 イ。

CbAノ 關 係 弱 イ逆 ノ關 係 ガ認 メ ラvル ガ意 味 ヲ付

ケル程 ノモ ノデ ハ ナ イCbBe・ ・一一定 ノ關係 ハ ナ イ。

(傳 研 中山 抄)

肺 結 核 療 法 呂 於 ケ ル 弛 緩 性 或 ハ 待 望 性 肋 骨 切 除

術

F.Tob6etH.Joly:he,sthoracectomiesdedさteute

録 399

oudattentedansletraitementdelatuberculose

pulmonaire.(Lapressem6dicale19〕6,N。47-49,p.

989.)

此 ノ報 告 ノ・著 者等 ガ現 在 試験 中 ノ 手 術 方 法 ノ豫 報 ト

デ モ云 フベ キ モ ノデ術 式 二 關 シテ ・・何 等 記 載 がナ イ、

共 ノ圭 眼 トス ル所 ノ・必 ズ手術 ヲ ニ度 二 行 ヒ初 メ ノ手

術 ハ現 在 胸 廓 成 形 術 ヲニ度 二行 フ時 ノ初 メ ノ手術 ヨ

リ遙 ヵ二小 規 模 二病 攣 部 ノ近 ク ノミ ヲ切 除 シ(勿 論 肋

膜 外)、 骨 膜 ヲ充 分 二取 リ去 ル ノデ アル此 ノ状 態 デ病

竈 反 鷹 ヲ長 期 間観 察 、ツ 病 勢 停 止 シ再 ビ進 行 シナ イ場

合 ・・第 二 次 ノ手術 ノ・行 ハ ナ イ、病 勢 停 止 セ ズ或 ハ再 ビ

進 行 シテ來 タ モ ノニ ノ・切 除 ヲ更 二 廣範 二 行 フ ノデ ア

ル、此 ノ手 術 ノ特 徴 ハ第1同 ノ手術 ガ小 規 模 デ アル カ

ラ人 工 氣 胸 ガ施 行 不 能 ニ ナ ツ タ場 合 肋 膜 ノ癒 著 ガ繊

維 性 二成 ラナ イ内 二 手術,シ 得 從 ツ テ虚 脱 療 法 ノ 目的

ヲ早 期 二達 シ得 叉 骨膜 ヲ充 分 除 去 シ テ ア ノレカ ラ再 手

術 迄 ノ時 間 ハ任 意 二延 バ シ得 此 ノ間 二病 勢 ノ状 態 ヲ

観 察 シ得 ル ノデ アル。(傳 研 中 山抄)

現 行 結 核 療 法 ノ趨勢 呂 關 ス ル 考 察

H.Barth:R6flexionssurlestendancesactUellesde

laphthisioth6rapie.(Lapressem6dicale1936,N。52,

P.1050.)

Villemin及 ピKoeh二 依 ツテ結 核 菌 ガ蛋 見 サ レ・之 ト

肺 結 核 トノ因果 關係 ノ・明 二成 ツ タ ガ 同時 二 個饅 ニ ヨ

リ感 受 性 ガ 異 ル事 モ知 ラ レ叉病 理 學 者 ノ 方 面 カ ラ ハ

生 前 健 康 ト思 ・・レタ 人 モ 解 剖 スル ト立派 ナ治 癒 セル

結 核 病 攣 ヲ有 ス ル 者 アル 事 が 明ニ サvstl2二 結 核 菌 二

封 ス ル個 髄 反 慮 ノ差 ノ アル 事 ガ 認 メ ラ レル ニ到 ツ タ 、

從 ツ テ治 療 二 際 シテ モ此 ノ 抵 抗 性 ノ増 進 ヲ企 テ ル傾

向 ガ現 レテ來 タ此 ノ間 猫 逸 デ ハ 肺 結 核 ノ誘 因 トシ テ

疲 勢 、新 鮮 ナ空 氣 ノ歓 乏粗 悪 ナ食 物 ノ三 ツ ヲ暴 ゲ結 核

患 者 ノ・早 期 二此 ノ三 條 件 ヲ除 ケ バ 必 ズ 治 癒 ス ル ト信

ゼ ラ レ其 ノ實施 ニ ハ嚴 重 ナ規 則 ヲ立 テ ・行 ハ ネ バナ

ラ ヌ ト云 ・・レ出 ジタ 此 ガ、「サ ナ ト リウ ム」設 立 ノ。圭 動

機 デ アル 、此 ノ療 法 バー 時 鹸 リ偏 リ過 ギ多 ク ノ攣 質 薬

物 療 法 ヲ殆 ド無 覗 シテ居 タ 只不 思 議 ニ モ 金療 法 ダケ

ノ・徽 毒 二i封ス ル砒 素 剤 二比 ス ベ キ モ ノbシ テ廣 マ ツ

タ ガ忽 チ ソ ノ名 聲 ヲ失 ツタ次 二用 ビ ラt・ 出 シタ ノノ・

人 工 氣 胸 デ之 ハ各 國 ノ結 核 病 學 者 二 非 常 ナ 熱 誠 ヲ以

テ迎 ヘ ラ レタ此 ノ10年 以來 氣 胸 ハ肺 結 核療 法 ノ第 一

位 ヲ占 メ タ然 ジ少 シ考 ヘ ナ ケ レ バ ナ ラ ナ イ ノハ人 工

氣 胸 ヲ'線テ ノ患 者 二行 ツテ モ 良 イ カ ト云 フ事 デ アル 、
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若 シ虚脱療法 ヲ行 フ ノナ ラ少 ク トモ3年 ハ 績 ケナ ケ

t1バナ ラナ1、 此 ノ間患者 ノ・病 勢 ハ輕快 シテモ自分 ガ

結 核 デアル ト云 フ観念 ガ固定 シ 赫経衰弱 ニナラナイ

迄 モ少 ク トモ 自 ヲ進 ンデ事 ヲ成 ス 氣力 ヲ全 〃失 フニ

到 ル、「サナ トリウム」療 法モ此 ト同 ジ害 ガ アル、從 ツ

テ「サナ トリウム」及 ビ氣胸療法 患者 ヲ モ ツ ト選揮 シ

出來 ル ダケ早期 二結核 ヲ登 見 シ之 二 衛生食餌療法 ト

共 二精紳療 法 ヲ行 フ ノガ目下 ノ急務 デ アノVト。此 二i野

ヌ ル著者 ノ計蓋 ノ・述 ベテキナ イ。(傳研 中山抄)

肺結核再襲 昌劃スル人工氣胸 ノ再施行=就 テ

G.PoixetM.Nauwelaerts:LarepriZedupneumo-

thoraxtherapeutiqueencasderechute.(LIapresse

m6dicale1936,N。54,p.1089.)

相 當長 期人工氣 胸 ヲ行 ヒ病勢全 ク 停止 シタモノ ガ中

止後一定 ノ期間 ノ後再 ピ進行 シ テ 來ル事 がアル此 鼻

封 シテ同 ジ側 二再 ビ氣胸 ヲ行 ツテ数 果 ガ アル カ ドウ

カヲ論 ジタモ,ノデ此 ノ効果 ハ 先 ヅ再 登病墾部 ノ状態

及 ビ人工氣胸 ヲ止 メタ後 ノ肋膜 ノ状態 ニ ヨ ツテ左右

・サ レル。

以前人工氣 胸デ病勢停止 シタモ ノ ガ 中止後再 ビ活動

ヲ開始 スル%ノ ・Burnand,Weckハ19%V6rauノ ・8

%著 者ハ4%ト ・yテ居 ル、此 ノ%ノ 減 少 二氣 胸 ヲゴク

初期 ノ者ニモ行 フ標 ニナッタタメ 最近 著 シ ク減少 シ

タ ノデアル ト著 者等 ノ輕験 ニ ヨル ト盧 脱療 法 二際 シ

喀疾 中 ノ結核菌 ノ清 失 ガ早ケ レバ 早 考程 治癒 ・・迅遽

且 永績的 デ アル ト、叉再曇 ハ初 メ ノ氣 胸 ノ纏 績時 間が

短 イ程多 ク起 ル、著 者等 ノ再 蛮例54人 ノ内40例 ハ2

年以内10例 ノ・2-3年3例 ・・3一4年1例 ハ5年 氣胸

ヲ績ケ タモ ノデアツタ。從 ツテ再蛮 ヲ防 グニハ菌排 出

ガ止 ツテ4年 ノ・氣胸 ヲ綬 ケナケvバ ナ ラナ イ、次 二氣

胸 中止後再登 ノ起 ル マデ ノ時間 ニ ヨソテ、次 ノニ種 二

分 ケル事 ガ出來 ル。

1)早 期再獲、 中止後2年 以 内二起 ルモ ノ(此 が最 モ

多 イ)。

2)晩 期再 駿、2年 以後=來 ル、稀 デ アル。

再 登 ノ症状 ニハ特筆 スベ キモ ノハナ イ叉 ノ・一般 二結

核菌排 出 ハ最初 ノ場合 ヨ リ少 〃且 ツ問題的 デ聰 診上

何 毛墾 化 ノナイ事 ガ アル、大部分 ノ・良性 デ急 激 二來 タ

場合 デ 毛輩 二安静療 法 ダケ デ退消スル 事 ガ 多 イ病 勢

進行状 態 ニ ヨリ再登 ヲニ種 二分ク得 ノレ即多 イ病 勢進

行 状態 ニ ヨリ再登 ヲ2種 二分 チ得 ル帥,

1)狭 義 ノ再 登(recidiveinsitu)以 前 ト同 ジ病癒 ノ

録.
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活 動性 ガー旦休止 シテ居 タ ノガ再 ビ 進行 シ初 メタモ

z、之 バー般 二経通 良好 デ安静、食餌療法 ダクデ自然

治癒 二向 フ。

2)以 前萎縮 ・yテ居 タ肺 ノ何塵 カ ニ新 タナ病竈 ヲ生

ジタ場合、之 ハ・・一・・:般二進行性 デ自然治癒 ノ困難 ナモ ノ

デ再氣胸 ノ指 示 トナル モ ノガ多イ。

次 ニー旦氣胸 ヲ中止 シタ場合 ノ肋膜 ノ状 態デ アルガ

DumarestトMollardト1913年 頃 カラt--d-一旦氣胸 ヲ行

フ ト中止 スル 迄何 等異常 が ナクテモ時 ヲ経 テ再 ビ針

ヲ入1ノテ見ル ト癒著 ・yテ居 ル ト圭張 ・;1Bumaudモ 再

氣胸 ノ不能 ヲ述 べWeckモ ー旦空 氣 ガ吸取 サvル ト

線 テ癒著 が起 ル ト云 ツ テヰル、之 二封 シ再氣胸 ノ可能

性 ヲ明 二 ・y)c〃 ・著 者等伊 國 ノ研究者 デForlaniniヲ

始 メSale,CostaPtiniノ ・多数例 デ氣胸 中止後 モ 肋膜

ハ癒 著 セズ ト")!Zambiauchiノ ・8例 デ4例Torresini

ハ7例 デ5例 、Botteroノ ・15例 デ13例 成功 £!テキ

ル最近迄 ノモ ノヲ集 メル ト約80%ノ ・再氣 胸可能1・云

フ事 ニナル。氣 胸 ヲ初 メテ行 フニ際 シ癒 著 ノ有無 ヲ豫

知 シ得 ル臨肱 的 ノ方法 ハー ツモナイ、再氣 胸 二捺 シテ

モ同標 デアル。並 ニー言 二値 スルBernou■ ・癒著症状

ト云 フモ ノガ アノレ之 ノ・「ンゴ線 デ深呼 出深 吸入二度 昌肋

骨 ヲ窺 ジテ共 ノ肋 間 ノ差 ヲ見ル ノデ ア ノレ癒著 がア レ

バ肋 間 ノ・雨者 殆 ド差 ハナ イガ無ケ11バ 鍛mmノ 差 ガ

出ル ト、此方法 ノ・著 者等 モ追 試 シタガ實施 困難 ナ場合

ガ多 イ ト、要 之再氣胸 二際 ジテ肋 膜 ノ癒著 ノ有無 ヲ知

ル確 實 ナ方法 ノ・針 ヲ入 ソテ氣 屡計 ノ誼 ヲ見 ル外 ハナ

イ。

再氣胸 二特 二注意 ジナク レバナラ ナ ィ技術上 ノ注意

ノ・ナ イが實際上最初 ノ場合 ヨ リ伺一層重要 ト思 バ レ

ル事 ノ・非常 二多 ク ノ場合再氣胸 二 失敗 ス〃 ノハ針 ヲ

入1ノテ見 テ旨ク行 カナイ ト2、3同 デ中止 ・yテ・yマフ

事 デ アル之 ガ多 ク ノ研究 者 ノ成 績 ノ思 ハ シクナ イ原

因 ノーデ アラウ、勿論1同 二除 り方 々針 ヲ入 レル コ ト

ハ感心 ・yナイ。著者 等ハ1同 二3ケ 所試 ミル ノ ヲ以テ

限度 ト・y2--3日 置1テ 叉同 ジ様 ナ試験 ヲ ・y7-8同

目二成 功 ジタ事 ハ少 クナイ而 モ ソ ノ後 ハ完全氣 胸ニ

ナツタ例 モ多 イ。Bullノ 報告 ニ ヨt〃q68人 ノ胸廓

成 形術施行者 中38例 ハ肋膜 二癒 著ナ ク ソノ内22名

ハ氣胸 ヲ試 ミラ 材タガ目的 ヲ蓮 シ得 ズ残 リノモ ノノ・

初メ カラ試 ミモ ジナ カツタ者 デァツタ ト、嚴密 ナ統計

ヲ トツタ課 デハナイ ガ著 者等 ノ観家 ニ ヨ レバ 再氣胸

ノ指 示 アル場合 ソノ113ハ 氣胸 可能 デ良好 ナ結果 ヲ得
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ラ レ・1/3ノ・部分 的氣胸1・ナ リ113無数 残 リ ・・全然不能

デ後者 ノ多 〃ハ外科 的虚脱療 法 ノ指 示 トナル。

(傳研 中山抄)

肺臓萎縮術 ノ比較研究

安籐 文雄:(阪 大 小澤外科、 日新署學。第23年 、第

3號 、第4号 虎)

著者 ハ人工氣胸術、横 隔膜赫輕捻 除術 、胸廓成形術 等

ヲ健康成熟犬 二施行 シテ如何 ナル 種類 ノ及 ビ程度 ノ

肺萎縮療法 ・・如何 程 ノ全 身的影響 ヲ 及 ボス モ ノナル

カヲ比較 研究 シ、以 テ最 大肺 臓萎 縮、最小全均的影響

ヲ求メ テ ソノ科學的根擦 ヲ明ニ シ以 テ臨抹實地ヘ ノ

磨用 二資 セ ソトジテ、呼吸瓦斯 ノ理化學的性状、 血液

瓦斯等二就 イテ槍 索 セ リ。而 シテ本研究 ノ基礎 的實験

二俵 リテ犬 ノ胸腔容積 ノ大 イサ、諸種肺臓萎縮術 ノ胸

腔狭小度、犬 ノ横 隔膜紳経 ノ頸部 二於 ケル局所解剖 的

關係等 二關 シ在來 ノ業績 ノ鉄 ヲ補 ヒ テ 本研究 ノ基礎

ヲ確實 ナ ラシメタル後、犬 ノ胸腔 ト肺臓萎 縮 トノ相 關

關係 ヲ剣 然 タラ シメタ リ。即チ犬 ノ心臓容積 ヲ除外 シ

タル胸腔 容積 ・・膣重1ff二 就 キ約100蝿 二相 當 シ・偏

側横隔膜 麻癖 ノ・2.O%、 乃至2.5%ノ 胸腔 ノ狭小 ヲ來

ス(但 ジ右側横隔膜麻癖 ハ左側 ノ夫 レニ比 ヅ胸腔狭小

度 ・・約5.0%、 以内二於 テ大 ナ・リ)。叉 同時 的雨側横隔

膜麻癖 ・・ソノ胸腔狭 小度約4.0%、 乃至4.5%二 相當

シ、 然 モ犬 二於 テ・・時 二「シ。ック」様症状 ヲ獲 ジ テ約

30分 間 ハ無意識状態 二昭 ル 事 アvド モ生命 二關スル

危瞼全 ク無 キ事 ヲ確 メタ リ。ザウエル ブル ッフ氏胸廓

成形術 二於 テハ左右何 レノ側 二於 テ モ 胸廓狭小度 ハ

約30%二 相 當スル事 ヲ詮 明 セ リ。叉武 田氏胸廓成形

術 二於 テモ ソノ胸廓狭 小度 二 關ス ル限 リザ ウエル ブ

ル.フ兵胸廓成形術 ト大差 ナ クシテ約30%二 當 ルナ

リ。

犬 ノ横 隔膜 碑経 ハ 人髄 ノ夫 レト大 イニ其 ノ解剖學 的

關係 ヲ異 ニスル モ ノニシテ、帥 チ前斜角筋上 ヲ走ル横

扇膜耐1経繊維 ハ横隔膜紳 経 ノ 根繊維 ノー部 ヲ形成 ス

ルニ過 ギズ在來 多 クノ成書 二記栽サル ・ が如 ク第 四

頸帥経 ヨリ蛮 スルモ ノニ非 ズ シ テ之 ノ・第五頸髄瀞経

夏二 第五 ヨ リ第 七二 至 ル 頸赫経nリ 略 く1本 宛 ノ

根繊 維 ヲ受ケテ合計3根 ヲ以 テ1本 ノ横 隔膜神経 ヲ

形成スル モ ノナ リ。而 シテ第 七頸髄 神経 ヨリ蛮スル モ

ノノ・一部 ハ上腫紳経叢 ト吻合 シ テ 後1沸脛繊維本幹 二

加 バ リ第 六頸髄瀞経 ヨリ登 ス ル モ ノハ他側 ノ同脾経

二向ツテ細 キ交通枝 ヲ送 ル ナ リ。依 ツテ犬 二於 テ ・'必
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ズ第七 頸紳経 ガ上腰紳経叢 コ リ交 通枝 ヲ受 ケテ他 ノ

根 ヨ リ號スル横隔膜紳経繊維 ト合 シテ本幹 ヲ形成 シ

タル鮎以下 二於 テ之 ヲ捉 ヘテ捻 除セ ザル ベカラズ。

氣胸術 ニハ全然麻酔 ヲ用 フル事 ナ 久 叉横隔膜脾経捻

除術 二於 テ・・、0.5%「 ノヴ ォカイ ソ」局所麻 酔 ノ下 二

手術 ヲ施行 スルモ、 胸廓成形術 ハ「ノタソ トポ ソス コポ

ラ ミソ」及 ピ2.0%「 ウレタ ソ」注射 ノ下 二 手術 ヲ施行

セ リ、爲 二使用 セル麻酔剤 ノ血液蚊 二呼吸瓦斯 性状 二

與 フル攣化 ヲ確 メタル ニ、「パ ソ トポンス コポラ ミン」

注射 ノ場合 ・・常 二定型 的璽化 ヲ呈スル モノニ シテ・注

射後先 ヅ血 中炭酸瓦斯堆加 ヲ來 シ、次 ニ ソノ減少 ヲ來

シテ後、原値 二復 スルモ ノ ナ リ。 即 チ盟重1・0班 當

リ、0.5蝿 注射 セル モ ノ・・約8時 間壇加 ヲ來 シテ後10

時 間乃至77時 間減 少 ヲ來 シ、88時 間後 二至 レバ正 常

値 二復 ス、 盟重1.Ofi當 リ、1・0蝿注射 セル モノノ・約

26時 間増加 ヲ來 シ次 二45時 間乃至89時 間減 少 ヲ來

シテ後120時 間以後 二於 テ原値;復 錦 セ リ。2・0%「ウ

レタ ソ」髄重1.0冠 當 リ0.5瓦 「パ ソ トポ ンス コポラ

ミソ」髄重1.0死 當 リ0.5琵 ヲ同時 二皮下 二注射 セル

場合各 々ノ有 スル血 中炭酸瓦斯 二i封スル正員 ノ著 明

ナル攣化 ・・互 二打滑 サ レル事 ヲ識 ル、之帥チ肺臓萎縮

術 ヲ行 ヒテ手術 ヲ無痛 二終 ラジ メ 而 モ術後 ノ死亡率

最 モ少 ク ジテ ソ ノ血中炭 酸瓦斯 二及 ボス影響 ヲ襯察

スルニ便 ナル所 以ナ リ.叉麻 酔剤 ノ ミノ影響 ハ呼氣 ノ

炭酸 瓦斯 二及 ブ所24時 間以上 二持績 スル事 ナ ・y。

人工氣 胸術 ノ場 合犬 ヲボル ディレッフ氏ノ方式二從 ヒテ

固定 シテ蜀逸 ・・ル レ市、「ケ ソムプ」製 人工氣胸装置 ヲ

用 ヒテ硫化 「バ リウム」ニテ脱毛 セル部 ヲ 塑2ツ シッヒ

氏法 ニテ消毒 ンテ第入 ヨ リ第十肋 間 ノ間 ニ テ脊柱 ヲ

去 ル四横指 以内 ノ箇所 ニテ針 ヲ刺 シ「マノメーター」

ノ陰歴 ヲ示ス ヲ確 メ テ後所 要 量 ノ空氣 ヲ注入 セ リ。空

氣 注入部 ニ シテ若 ・y飴1リニ脊柱 ヲ距 ル コ1・大 ナル時

ハ肋膜腔 二注入 セル空氣 ハ犬 ノ肋膜 ハ 極 メ テ非 薄 ナ

ル ヲ以 テ空氣注入 中二之 二 稽 く大 ナ ル孔 ヲ作 リテ之

ヨリ皮下 二漏 出 シ皮下氣腫 ヲ作 ル事 ア リ、故 二肋骨 ノ

蓮動小 ニ シテ筋暦 ノ厚 キ背部 ヲ選 ビタルナ リ。而 シテ

穿刺 ノ高 サバ第十肋骨 以下 ハ 横隔膜頂鮎以下 ニ アリ

テ腹腔 内へ空氣 ヲ注入 スル事 ナ キ ヲ保 シ難 キ ヲ以 テ

第入或 ハ第 九肋 間 ヲ選 ピタ リ。ソノ實験成績 ヲ綜合観

察 ジテ次 ノ如 キ結論 ヲ得 タ リ.

肺臓萎 縮術 ノ術後生髄 ノ蒙 リ タル影響 ノ大小或 ハ恢

復 ヲ剃定 ス ル ニノ・血 中炭 酸瓦斯 含有 量 二依ル事最 モ
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簡 軍 ニ シテ最 モ確實 ナ リ。

人 工氣胸 術 ハ注入空氣 量少 量(胸腔 容積 ノ118)ナ ル時

ハ生禮 ハ之 が影響 ヲ蒙 ル事輕微 ニ シテ24時 間 ニ シテ

恢 復ス。 注 入空 氣量 ヲ中等量(胸 腔容積 ノ115)二 堆加

スル時 ハ生盟 ・・2-3日 間呼吸瓦斯 新陳代謝 ノ障碍 ヲ

蒙 リテ血 中炭酸瓦斯 含有量 ・・減少 スルナ リ。更二大 堪:

(胸腔 容積 ノ113)ノ 空氣 ヲ注入 スル時 ハ換氣 過剰 ノ爲

メ ニー旦血 中炭酸瓦斯 ノ塘 加 ヲ示 シ テ後更 二之 レ・が

減 少 ヲ來 シテ後始 メテ恢 復 セ リ。

横 隔膜紳経捻除術 ・・偏側捻 除例 二於 テ・・20%乃 至25

%雨 側捻除例 二於 テノ・40%乃 至45%ノ 胸腔 狭小二相

當 シ、略 ζ之 ト等量 ノ呼吸量 ノ減少 ヲ來 シ得ル モ ノナ

ル モ其手術的致 果ハ圭 ト シ テ術側肺下葉部 二作用 シ

テ非術側 ・・胸壁呼 吸梢 ζ元 進 セ リ。術後恢復 二要 スル

期 間 ・・左側捻 除例4-一一6日、右側捻除例7-3日 雨側捻

除例8-6日 ナ リ。

ザ ウエル プルッフ氏胸 廓成形 術ノ・胸 腔狭小度約30%二　 り

達 シテ、術 側胸 壁 ノ逆 呼吸運動 ノ爲 メ ニ 呼吸瓦斯交

換 障碍 ノ上 二更 二員 塘 ヲ重 カ ラ シムル モ ノナルモ約

3週 間=シ テ切断肋 骨雨端 ハ 化骨固定 スル が爲 メニ

逆 呼吸運動 ハ休止 ス ル モ肋骨 ノ位置、不 規則 ニ シテ

脊 柱 トナス角度術 前 ヨ リ大 トナル。叉胸壁 ノ手術部位

二相當 スル肺臓 部位 ハ繊 維標或 ハ結 締織様 二胸壁 ト

癒 著ヌル場合多 シ。

ザ ウエル プル ッフ氏胸 廓成形術 例 二於 テ ・・術 後9-3

日ヲ以 テ恢復 セ リ。

武 田氏胸廓成形術 ハ胸腔 狭小度約30%ナ リ。

然 レ・共、術 後胸 腔 ノ逆呼吸蓮動 ・・之 ヲ認 メ ズ ト錐モ手

術 的侵襲 ハ ザウエル ブルヅフ氏胸廓成形術 二比 シテ稽

く大 ナ リ。 叉横隔膜 二・・何 等 ノ操作 ヲ加 ヘ ザルニ不

拘、胸壁 下部 ノ移動十分 ニ シテ、且 ツ骨縫合 ヲ行 ヘル

タメニ術後 直 チニ固定 セル ヲ以 テ 横隔膜 ハ正常 ヨリ

高位 ヲ取 ル、武 田氏胸廓成形術 ハ術 後之 ガ恢 復スルニ

10日 ヲ要 セ リ。

人]二氣胸 術ノ・生髄 ノ蒙 ル 全 均的影響 モ僅 微 ナル モ永

績性 ナ リ、叉注入空氣大量 二過 グル時 ・・反射 的二換氣

過剰 ヲ來 ス モ胸腔容積 ノ】15以下 ノ空 氣 ヲ注入 スル時

ノ・斯 カル事 ナ シ。横隔膜紳輕捻 除術例 二於 テノ・雨側捻

除 ・・時 二叉換氣過剰 ト之 レニ 件 フ血 中炭 酸瓦斯 塘加

ヲ來 ス事 ア リ。斯 ノ如 ク血液 ノ「アル カロー ヂス」二向

フ事 ・・生髄 ノ蒙 リタル影響最 モ大 ナル時 ニ シテ、反磨

力壁現極 限ナ リ、 俵 ッテ肺臓萎縮術 ノ・術 後「アル ヵロ

ーヂス」ノ起 ラザル範園 内二止 メ ザル ベカラズ。

(東京市療 池上抄)
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